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第一章　華焔の魔女グリユーエンローゼ





　ふわりと舞い降りてきたそれを、綾あや斗とはほとんど反射的につかんでいた。

　初しよ夏かの朝日を受けてまばゆく輝かがやくその姿は、一瞬純白の羽のようにも見えたが――手にしてみればなんのことはない、ただのハンカチだ。

　可愛かわいらしくも不器用な花柄の刺し繍しゆうから察するに、おそらく既製品ではなくハンドメイドのものだろう。それほど新しくもないようで、よく見れば繕つくろい直したような跡あともある。

　持ち主から大切にされているのが、じわりと伝わってくるようだった。

　とても捨てられた物とは思えない。

「……風にでも飛ばされたのかな？」

　だとしたら、一体どこから……。

　そう思いながら周囲を見回そうとして、苦く笑しようする。

　なにしろ綾斗もついさっきこの都市へ――この星せい導どう館かん学がく園えんへ着いたばかりなのだ。予定よりも少しばかり早く着いてしまったので、約束の時間までの暇ひまつぶしにと学園内を回っていたのだが、敷しき地ちが広すぎて現在地がどこなのかさえわからない。遊歩道をたどってきたので迷子とまではいかないまでも、そんな新参者に落とし主など探せるはずもなかった。

「仕方ない、あとで事務室にでも届けておこう」

　どうせこのあとは生徒会長に会うわけだし、その時に渡してもいいだろう。

　綾あや斗とはそう考え、ハンカチをていねいに折りたたんでからポケットへしまった。

　まだ早朝と言ってもいい時間であり、青々とした木々に囲まれた遊歩道には小鳥のさえずりが響いている。

　自然豊かなその光景はとても人工島のものとは思えないが、そこはそれ、なんと言ってもここは世界にその名を轟とどろかせる学園都市・アスタリスクの一角だ。環境整備にも十分気を使っているのだろう。

　と、綾斗はそんな木々の向こうから、かすかに慌あわてた様子の声が聞こえてくるのに気がついた。

　鈴のように透すき通り、それこそ小鳥たちの歌声にも負けないくらいに可か憐れんで、鮮烈な強い意志を感じさせる声。

「……ええい！　よりにもよって、どうしてこんな時に……！」

　しかしよくよく耳を澄すませてみると、もれ聞こえてきたのはあまり可憐とは言いい難がたい悪態だった。

　声の主を探してみれば、見上げた先に大きく窓を開いた部屋が一つ。

　遊歩道から一歩奥まった場所に立つ、清せい楚そでクラシックな造りの建物だ。

「とにかく、遠くまで飛ばされないうちに追いかけねば……！」

　はためくカーテンの向こうから落ちてくる声には、明らかな焦あせりがにじんでいる。

「……なるほど」

　綾斗はポケットへと視線を落とし、それからもう一度その部屋を見上げた。

　もとより綾斗はそれほど察しの良いい方ではない。

　とはいえ、さすがにこれくらいわかりやすい状況なら話は別だ。

「四階か……まあ、足場もあるし問題ないかな」

　遊歩道と建物の間には二メートル程の高さの鉄てつ柵さくがあったが、綾斗は助走もなしに軽々とその上へ飛び乗った。さらにそこから手近な木の枝へと手を掛け、ひょいひょいと登っていく。常人からしてみればとても考えられないような動きだ。

　だが《星脈世代ジエネステラ》である彼らには、このくらい造作もない。

「よっ……！」

　目的の部屋は木々よりもさらに上にあったが、綾斗は手て頃ごろな枝から一ひと息いきでその窓枠へと飛び移った。猫のように身を丸め、ほとんど音も立てずに着地する。

「えっと、こんなところからすいません。ひょっとしてさっき、ハンカチを……」

　綾斗にしてみれば、一番手っ取り早い方法を選んだにすぎなかった。それに声の主はかなり急いでいたようだし、だったら少しでも早く届けてあげた方が良いと思ったのだ。

　それは単純で純じゆん粋すいな厚意だった。それは間違いない。

　ただ、問題があったとしたら――そしてそれは実際に大問題であったのだが――二つ。

　一つは、その建物が星せい導どう館かん学がく園えん高等部の女じよ子し寮りようだったということ。

　そしてもう一つは、その部屋の主あるじが今まさに着替えの真っ最中だったということだ。

「え……？」

「あれ……？」

　スカートに足を通しかけていた少女と綾あや斗とは、そろってぽかんとした表情のままお互いの顔を見つめた。

　少女の年は綾斗と同じ十六、七といったところか。

　若葉のように淡あわい碧あお色いろの瞳ひとみ。すっと通った鼻筋すじと、新しん雪せつのように白い肌。

　腰まで流れた長い髪の色は、緋色と呼ぶほど深くなく、桃色と呼ぶには鮮やかすぎる華はなやかな赤だ。強しいて近い色を探すなら……薔ば薇ら色、だろうか。

　実際、その少女は並なみ外はずれて整ととのった容よう姿しの持ち主だった。初めてその姿を目まの当あたりにしたならば、綾斗ならずとも目を奪われていただろう。

　しかも今の少女は半はん裸らである。

　上半身は制服のボタンが外れていて、肌着まで露出している。体をかがめているため胸元も丸見えだ。

　胸のふくらみは少々つつましやかだが、体の曲線は女性らしく、腰は折れてしまいそうなくらいに細い。

　健康的でしなやかな足はつま先までスラリと伸び、輝かがやかんばかりの太ももの間からは可愛かわいらしい純白の下着が顔を覗のぞかせていた。

　ヘタに着崩れている分、全裸よりもよっぽど扇せん情じよう的てきである。

　二人はしばらくの間、固まったように動かなかった。少女のほうは片足を上げたままの状態なので、驚きよう異いのバランス感覚といえる。

　それこそ時間が停止したかのような光景だったが、無論そんなはずもない。

　一足先に我に返ったのは綾斗だった。

「ご、ごめん！　いや、あの、俺は別にそんなつもりじゃ全然なくて！」

　なんとか弁解しようとするものの上う手まく言葉が出てこない。

　とりあえず両目を覆おおうように指でふさいでみたのだが、その隙すき間まからはなまめかしい姿態がばっちり見えていた。

「な、な、な……！」

　一方の少女もようやく状況を把握したのか、顔を真っ赤に染めながら口をぱくぱくさせている。

　羞しゆう恥ち心しんからか、怒りからか、はたまたその両方か。

　いずれにせよ、怒声か悲鳴が飛んでくるものだろうと覚悟していたのだが……。

　少女はあたふたと体を隠しながら大きく息を吸い込むと、瞳ひとみの端はしに涙をためながら綾あや斗とをギロリとにらみつけた。

「――う、後ろを向いていろ！」

　そして感情を無理矢理押し殺したような低い声でそう告げる。

「え？」

「いいから、さっさと、後ろを向け！」

　有う無むを言わせないその口調に、あわてて従う。

　背後からはかすかな衣きぬ擦ずれの音。しかもなんだか妙に良いい匂いもする。

　綾斗としては落ち着かないことこの上なかった。

　さらに足場は窓枠の上である。下手をすればそのまま落下しかねない。

　時たま風にあおられてバランスを崩しそうになりながら、待つこと数分。

「ふぅ……も、もういいぞ」

　ようやくかかったその声に振り返れば、燦さん然ぜんと咲いた少女が一人。

　一分ぶの隙すきもなく制服を着こなしたその姿は気品と優ゆう雅がさに満ち、先ほどの格かつ好こうが嘘うそのようだ。むっつりとした表情と険けわしい視線はこれでもかと不ふ機き嫌げんさを主張していたが、それすらもどこか愛らしく見える。

　綾斗がつい見み惚とれていると、その少女は単刀直入に切り出した。

「で、ハンカチとは？」

「……はい？」

「さっきおまえが言っていただろう？　ハンカチがどうこうと」

「ああ、そうそう！　えっと、これなんだけど……」

　綾斗はポケットから先ほどのハンカチを取り出し、少女に向かって差し出した。

「さっき風に飛ばされてきたのを拾ったんだ。これ、もしかして君の？」

「――！」

　少女は一瞬大きく目を見開き、やがて安心したように深く息を吐はいた。

「良かった……」

　そして綾斗からハンカチを受け取ると、優しく胸に抱き締める。

「……すまない。これはとても……とても大切なものなんだ」

「いや、別に俺は偶然拾っただけで……」

「それでも助かった。本当に感謝する」

　照れながら頭を掻かく綾斗に、少女は礼儀正しく深々と頭を下げた。

　――が。

「……さて、これで筋すじは通したな？」

　頭を下げたまま、ぼそりと少女がつぶやく。

　その声は今までと違って、今にも爆発しそうな感情に満ち満ちていた。

「え……？」

　ゆっくりと顔を上げた少女の顔には満面の笑み。

　ただしその目は一切笑っていない。

　にっこりと弧こを描いた唇くちびるの端はしは、ひくひくとけいれんしている。

「では――くたばれ」

　次の瞬間、部屋の空気が一変した。

　少女の星辰力プラーナが爆発的に高まり、大気が鳴動する。指向性を持たされた万応素マナによって元素が変換され、事象が呼び起こされる。

（この気配ってまさか……！）

「――咲き誇れ、六弁の爆焔花アマリリス！」

　その途と端たん、少女の前に巨大な火球が出現し、綾あや斗とめがけて襲い掛かってきた。

「《魔女ストレガ》!?」

　とっさに窓から飛び降り、空中で体勢を整ととのえて着地する。

　それとほぼ同時に轟ごう音おんが鳴り響いた。見上げれば、空中では巨大な炎ほのおの花がその蕾つぼみを開いている。それは灼しやく熱ねつの花弁を重ねた、爆炎の大輪だ。

　空気がビリビリと震ふるえ、熱を帯びた突風が走り抜けていく。それこそ爆弾が炸さく裂れつしたような、とんでもない威力だった。

「……いやいやいや」

　火の粉が降り注そそぐ中、綾斗が呆あつ気けに取られていると、開いたままの窓から少女がふわりと身を躍らせた。綾斗同様、四階分の高さを苦にする様子もなく優ゆう雅がに舞い降りる。

　少女が万応素との適合によって驚きよう異い的てきな身体能力を持った《星脈世代ジエネステラ》――それも先ほどの能力から察するに、その中でもひときわ特異な存在である《魔女》であろうことは間違いない。

　この星せい導どう館かん学がく園えんをはじめ、アスタリスクに存在する六つの学園の生徒はその大半が《星脈世代》だ。《星武祭フエスタ》にほとんど興味のなかった綾斗でさえ、それくらいの知識はある。そして万応素とリンクすることによってこの世界の法則を捻ねじ曲まげる力を持つ《魔女》や《魔術師ダンテ》が、どれだけ稀け有うな存在なのかも知っている。

　一説によれば、《星脈世代》の中でも《魔女》や《魔術師》としての才能を発現する者は数パーセントにすぎないという。そもそも増加傾向にあるとはいえ、《星脈世代》自体がまだまだ希き少しよう種しゆなのだ。そのレアリティたるや推おして知るべしである。

　綾斗自身、今まで実際に接したことがある《魔女》は一人しかいない。

「ほう……今のをかわすとは、中々やるではないか」

　少女は声に怒ど気きをにじませたまま、少しだけ感心したように言う。

「いいだろう、だったら少しだけ本気で相手をしてやる」

　再び少女の星辰力プラーナが高まるのを感じ、綾あや斗とは急いで両手を上げてそれを制した。

「わわっ、ちょっと待った！」

「なんだ？　大人しくしていればウェルダンくらいの焼き加減で勘かん弁べんしてやるぞ？」

「……それは中までしっかり火を通す気満々ってことだよね？」

　微み塵じんも手加減を感じない。

「じゃなくて、とりあえず命を狙ねらわれる理由を聞きたいんだけど……」

「乙女の着替えを覗のぞき見たのだから、命をもって償つぐなうのは当然だろう」

　そんな物ぶつ騒そうなことを少女は平然と言ってのける。

「だったら、さっきお礼を言ってくれたのは……？」

「もちろんあのハンカチを届けてくれたことには感謝している。だが……それとこれとは別の話だ」

「……そこは融ゆう通づうを利かせてくれてもいいんじゃないかな」

「あいにく、私は融通という言葉が大嫌いでな」

　微笑ほほえみながら、ばっさりと切り捨てる。

　取り付く島もない。

「そもそも届けるだけなら窓から入ってくる必要はないだろう？　ましてや女じよ子し寮りように侵入してくるような変へん質しつ者しやは、それだけで袋ふくろ叩だたきにされてもおかしくないのだぞ」

「……え？　女子寮？」

　綾斗は鳩が豆鉄砲をくったような顔で、ゆっくり少女と建物を見比べた。

　つつーっと綾斗のこめかみから汗が流れる。

「まさか……知らなかったのか？」

「知らないもなにも、俺は今日からこの学園に転入する予定の新参者で、しかもここにはちょっと前に着いたばかりなんだ。誓ちかって嘘うそじゃない」

　綾斗はそう言うと、真新しい制服を広げてみせた。

　下おろしたての制服はまだ着慣れていないので、上着もズボンもいまいち硬い。

　少女はそんな綾斗をしばらくいぶかしそうな目で見つめていたが、やがて大きく息を吐はいた。

「わかった。それは信じてやろう」

　その言葉に綾斗がほっと胸を撫なで下おろそうとした瞬間。

「だが、やはりそれとこれとは話が別だな」

　笑顔でそう言った少女の周囲に、再び火球が出現していた。先ほどのものより小型だが、今度は全部で九つ。

「咲き誇れ――九輪の舞焔花プリムローズ！」

「うわっ！」

　愛らしい桜さくら草そうを模もした九個の火球が、それぞれ異なった軌道で綾あや斗とを襲う。

　綾斗が身をよじってかわすと、地面に着弾した火球は鈍にぶい炸さく裂れつ音と共に弾はじけて消えた。

　石いし畳だたみ風ふうに舗ほ装そうされたコンクリートが、ごっそりとえぐれている。さっきの爆発よりはマシかもしれないが、これはこれで十分シャレにならない威力だ。

《星脈世代ジエネステラ》は肉体組織からして常人よりもずっと頑丈にできているし、星辰力プラーナを集中させれば生身でも銃弾くらいは防げる程度に防御力を上げられるが、それでもこれが直撃すればただではすまない。

　さらに残った火球が上下左右から綾斗を攻め立てる。

「わわわわっ……！」

　しかし綾斗は間かん一いつ髪ぱつのところでその攻撃を凌しのいでいた。

　時に飛び跳ね、時に身をかがめながら、ギリギリのところでかわしきる。

　その動きに、少女は改めて驚いたように目を見開いた。

「なるほど、ただの変へん質しつ者しやというわけでもないようだ」

　その声に明確な賞しよう賛さんの色を感じ取った綾斗は、ほっとして額ひたいの汗をぬぐった。

　どうやら自分に対する認識を改めてくれたらしい。



    


  
    
      



    


  
    
      

　ひょっとしたら、なんとかなるかもしれない。

「並々ならぬ変へん質しつ者しやだな」

　ならなかった。

「相互理解って難しいなぁ……」

　ついついそんなぼやきが口をつく。

「ふん、冗談だ」

　すると少女は綾あや斗とを半はん眼がんでにらみながら、ばさりと髪をかき上げた。

「おまえが善意でハンカチを届けてくれたのは事実のようだし、私の、その……き、着替えを覗のぞいたのも、ま、まあ、一応わざとではなかったと信じてやってもいい。あ、あくまで一応だぞ！」

「……本当に？」

　何度もぬか喜びをさせられたせいもあり、さすがに慎重になって尋ねてみる。

　少女は不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じでうなずきつつも言葉を続けた。

「しかし、ここがどんな建物なのか確認しなかったのはおまえのミスだし、いきなり窓から入ってくるようなマネは非常識きわまりないし、わざとじゃなかったらなんでも許されるわけではないというのもわかるな？」

「それは……ごもっとも」

　返す言葉もない。

「おまえにはおまえの言い分があって、私は私でこのままでは怒りが収まらない。となれば、ここはこの都市のルールに従おうか。幸さいわいおまえもそれなりに腕が立つようだし、文句はないだろう？」

　少女はそう言って、綾斗の顔をまっすぐに見つめた。

「おまえ、名前は？」

「……天あま霧ぎり綾斗」

「そうか。私はユリス。星せい導どう館かん学がく園えん序じよ列れつ五位、ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトだ」

　ユリスと名乗った少女は、そのまま制服の胸に飾られた星導館学園の校こう章しよう『赤せき蓮れん』に右手をかざす。

「不ふ撓とうの証あかしたる赤蓮の名の下もとに、我ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトは汝なんじ天霧綾斗への決けつ闘とうを申請する！」

「決闘!?」

　驚く綾斗をよそに、綾斗の胸の校章がそれに応じて赤く発光する。

　決闘の申請に対して、受諾するか拒否するかの判断を求めているのだ。

「おまえが勝てば、その言い分を通して大人しく引き下がってやろう。だが私が勝ったなら、その時はおまえを好きにさせてもらう」

　そうなるのが当然というように、ユリスがニヤリと笑う。

「ちょ、ちょっと待った！　俺はそんな――」

「ここに転入してきた以上、いくらなんでも決けつ闘とうくらいは知っているな？」

　有う無むを言わせぬ問いかけだった。

「……そりゃ、一応は聞いてるけど」

　突き詰めてしまえば、このアスタリスクに暮らす全ての学生は闘たたかうために集められていると言っていい。

　世界最大の総合バトルエンターテインメント《星武祭フエスタ》。ここはその舞台であり、各学園の生徒は皆がその選手候補なのだから。

「だったら早く承認しろ。いい加減、人も集まってきている」

　言われて綾あや斗とが周囲を見回すと、確かにいつの間にか二人を中心にして人の輪ができはじめていた。

　騒ぎを聞きつけてやってきたのだろう。女じよ子し寮りようの敷しき地ち内のためかその多くは女生徒のようだったが、チラホラと遠巻きに見ている男子生徒の姿もある。

「ねーねー、なにごとなにごと？」

「《華焔の魔女グリユーエンローゼ》が決闘だってよ！」

「マジで!?　《冒頭の十二人ページ・ワン》じゃねーか！　そいつぁ見み逃のがせねーな！」

「んで、相手はどこのどなた様よ？」

「知らなーい。なんか見たことない顔ねぇ……ネットは？」

「今見てるー……けど、『在名祭祀書ネームド・カルツ』には載ってないなー」

「リスト外かよ。そりゃまた勇気あるチャレンジャーだ」

「どのくらい持つかしらねー。あのお姫様ってば手加減は一切しない性格だし」

「三分」

「一分」

「待て待て、もうすぐネットのオッズが出るみたいだ。……えーと、三分以内で二倍だな」

「もう開いてるブックメーカーがあるんだ。連中、相変わらず耳が早いわねー」

「すでに報道系クラブのライブ実況が入ってるからな。ほれ、そことかあっちとか」

　そんな外野の声を聞きながら、綾斗は困ったように眉まゆをひそめた。

　衆しゆう目もくを集めるのは苦手中の苦手なのだ。

「なんでこんなに注目されてるんだ……」

「理由は二つ。一つ目は有力生徒の――つまり私のデータ収集目的だな。これでも私はこの学園の《冒頭の十二人》だし、隙すきあらば蹴け落おとそうと狙ねらっている連中は少なくない」

「《冒頭の十二人》？」

「……そこから説明しないといけないのか？」

　ユリスは怪け訝げんそうな目で綾あや斗とをにらむ。

「まあいい、アスタリスクの各学園には序じよ列れつ制度があるのは知っているだろう？　学園によって細かいルールは違うが、それぞれの学園が有する実力者を明確にするためのランキングリスト――それが『在名祭祀書ネームド・カルツ』だ。枠は全部で七十二名。その中でも上位十二名は、リストの一枚目に名前が連つらねられていることから俗に《冒頭の十二人ページ・ワン》と呼ばれている」

　なるほど。

「そして二つ目の理由は単純明快、ここの連中はみんな野や次じ馬うま精神旺おう盛せいな馬鹿ばかりだからだ」

　……なるほど。

「まぁ、どうしても嫌だというなら仕方がない。おまえにも決けつ闘とうを断る権利はある。ただ、その場合は女じよ子し寮りようの自じ警けい団だんに突き出すことになるな。私としては自分の手で始し末まつをつけたいので残念ではあるが」

　いつの間にか、完全に逃げ場がなくなっていた。

「あー、でもほら、俺、武器も持ってないし」

　それでも一応最後のあがきを試みる。

　自前の武器武装を持って入学してくる生徒もいるようだが、基本的には学園からの支給品をカスタマイズして使っている者がほとんどだ。綾斗も必要であればそうしようと思っていたので、当然武器など持ち合わせていない。

「おまえ、《魔術師ダンテ》ではないな。使う武器は？」

「……剣」

「誰だれか、武器を貸してもらえないか？　剣がいい」

　ユリスがギャラリーに向かってそう問いかけると、すぐに反応が返ってきた。

「おーらい、こいつ使えよ」

　そんな言葉と共に、ギャラリーから綾斗に向かってなにかが投げられる。

　受け取ってみればそれは短い棒状の機械だった。片手で握るのにちょうどいい大きさで、先端には緑色の鉱こう石せき――マナダイトがはめこまれている。

　煌式武装ルークスの発動体だ。

「そいつの使い方もわからないとは言わせんぞ」

　ユリスはそう言って不敵に微笑ほほえんだ。

「はぁ……」

　綾斗は大きく息を吐はくと、手にした煌式武装を起動させた。

　マナダイトに記憶させてある元素パターンが再構築され、鋭角で機械的な「鍔つば」が何もない空間から瞬時に出現する。さらに待機状態スタンバイから稼動状態アクテイブへモードを移行シフトさせると、万応素マナが集約・固定されたまばゆい光の刃やいばが虚こ空くうに伸びた。

　刀身の長さは一メートル程度。ほとんど調整らしい調整のされていない、ノーマルな煌式武装ルークスだった。

　それを見たユリスも制服の腰につけたホルダーから発動体を取り出し、煌式武装を起動させる。

　もっともこちらは綾あや斗とのそれと違って、細くしなやかな光のレイピアだ。

「さて、準備はいいか？」

　細さい剣けんを優ゆう雅がに構えながら、ユリスの瞳ひとみが綾斗を見据える。

　本当なら煌式武装は軽すぎて綾斗の好みではないのだが、こうなったら仕方ない。

「……我天あま霧ぎり綾斗は汝なんじユリスの決けつ闘とう申請を受諾する」

　綾斗は胸の校こう章しように手をかざし、ため息混じりにつぶやく。

　受諾の証あかしとして、綾斗の校章が再び赤く煌きらめいた。



　　　　　＊



《星武祭フエスタ》とは世界最大のファン人口を誇る総合バトルエンターテインメントである。

　北関東クレーター湖上に浮かぶ人工水上都市・六りつ花か――通称アスタリスクを舞台として年に一度開催されるそれは、六つの学園それぞれの学生たちが武器を手に覇はを競う過か激げきなものだ。

　といっても、もちろん実際に命のやり取りをするわけではない。

　そのルールに関しては星武憲章ステラ・カルタと呼ばれる取り決めに定められているが、わかりやすく言ってしまえば『相手の校章を破壊した方が勝ち』というものだ。意図的な残ざん虐ぎやく行為は禁止されているものの、戦闘能力を削そぐ目的であれば校章以外への攻撃も認められているし、武器を使う以上は当然怪け我が人にんも出る。時には怪我ではすまない場合さえある。

　それでもなお世界中からこの都市へ若者たちがやってくるのは、ここでなければ叶かなえられない望みがあるからだ。

　そして、彼らが闘たたかう機会は《星武祭》だけではない。

　腕に覚えのある血けつ気き盛んな若者が同じ場所に集まれば、少なからずもめ事が起こるものだ。そうした場合、アスタリスクではルールに則のつとった私闘が許可されている。

　それが決闘だ。

《星武祭》と同じく校章の破壊によって勝敗を決定するのだが、硬質加工された校章は内部に情報処理機能を備え、申請された決闘の裁定、ホストコンピュータへの戦闘データ転送なども行っている。できる限り不正行為を防止するためだ。

　特に同じ学園に所属する学生同士の決闘では、その勝敗によって序じよ列れつが変動するので、単なる私闘以上の意味があった。

　ユリス自身、数々の決けつ闘とうを勝ち抜いて序じよ列れつ五位という立場を手にしたのだ。

　だがそのユリスをして、目の前の少年――天あま霧ぎり綾あや斗との実力はまるで読めなかった。

「咲き誇れ――鋭槍の白炎花ロンギフローラム！」

　ユリスがタクトのように細さい剣けんを振ると、その軌道にそって巨大な青白い炎ほのおの槍が顕けん現げんする。テッポウユリの姿をしたその炎は、さながらロケットのような勢いで綾斗を貫つらぬこうと飛びかかった。

「くっ！」

　綾斗は剣を楯たてにしてなんとかそれを受け流したが、衝撃で大きくはね飛ばされる。

　かろうじて受け身をとったものの、ずいぶん息があがっているようだ。

「へぇ、あの新顔なかなかやるじゃないか」

「あのお姫様の炎をよくしのぐもんだ。ま、どうにかこうにかってところだけどな」

「ふむー、腕はそこそこって感じかしらねー」

「悪くはないな。それほど良くもないけど」

「お姫様が手加減してやってるんじゃないのか？」

　そんなギャラリーの声に、ユリスは形の良い眉まゆをわずかにひそめた。

　自分は手加減などしていない。それはもちろん全力全開というわけではないけれど、十分に本気で相手をしている。

　実際、どう見ても優勢なのはユリスの方だった。綾斗は終始防戦一方で、まともに近づくことさえできていない。

　距離をとったまま圧倒的な火力で相手を封ふう殺さつするのがユリスの基本戦法なので、まさに理想通りの展開といえる。

　この細剣《アスペラ・スピーナ》もあくまで接近された時の牽けん制せい用だ。

　――しかし、当のユリスは強い違和感を覚えていた。それがなんなのかまではわからない。ただ、なにかがおかしいということだけはわかる。

　自分が押しているのは事実かもしれないが、どこか手て応ごたえが薄いのだ。そして綾斗はどれもギリギリとはいえ、ユリスの攻撃をすべてかわしきっているのである。

　一瞬、綾斗の方が手加減しているのかもと思ったが、大きく肩で息をしているその姿は演技をしているようには見えない。

　いぶかしく感じると同時に、少しだけ興味もわいた。

　改めてその姿を観察してみれば、まだ少年らしいあどけなさを残した顔立ちはそれなりに見み栄ばえも良い。

　体格はやや細身だが、身のこなしを見てもよく鍛きたえられているのがわかる。

　黒い瞳ひとみは戦闘中だというのに穏やかで、それが綾斗にどこか飄ひよう々ひようとした雰囲気をまとわせていた。のんびりしていると言ってもいい。

「ええっと、ユリス……さん？　そろそろ許してもらえないかな？」

　と、ようやく息を整ととのえた綾あや斗とが眉まゆを下げながら両手を挙げる。

「ユリスでいい。で、それは降こう伏ふくの意思表示と受け取っていいのか？」

「そりゃもう。いや、そもそも俺としては最初から闘たたかいたくなんてなかったんだけど」

「ま、それならそれで構わないが、その場合おまえは変へん質しつ者しやとして私に中までじっくり焼かれるか、やはり女じよ子し寮りようの自じ警けい団だんに突き出されるかのどちらかになるぞ？　ちなみに先日自警団に捕つかまった下着泥棒は、『おしおき』の結果カタコトしか喋しやべれなくなった挙あげ句くに部屋から一歩も出られない精神状態になったそうだ」

「……もう少しがんばってみようかな」

　綾斗は引きつった笑みを浮かべながら剣を構えなおした。

　それでいい。

　このままではユリスとしても納得がいかない。

　なんとしても違和感の正体を見み極きわめる。そう心に決めて、ユリスは星辰力プラーナを集中させた。

　星辰力は《星脈世代ジエネステラ》の力の根源だ。目に見えぬオーラのようなものだが、それを集中させることによって攻撃力や防御力を高めることができる。そしてユリスたち《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》にとっては、能力の発動に必要なエネルギーでもあった。

　もっとも《魔女》や《魔術師》はその能力に星辰力を割さかなければならないという性質上、どうしても防御へ回す星辰力の割合が低くなり、白兵戦では不利になりがちという弱点もある。

　だが、そんなものは近付けさせなければそれですむ問題だ。

「咲き誇れ――六弁の爆焔花アマリリス！」

　今度は外はずさない。

　ユリスの前に巨大な火球が出現すると、ギャラリーがざわめいた。

　部屋から綾斗を叩たたき出だした時と同じ技だが、それよりも二回りは大きい。

「やっべえ！　大技だ！」

「ちょ、冗談じゃねえぜ！」

「退たい避ひ退避ー！」

　巻き込まれて怪け我がをしても当然自己責任だ。ギャラリーがあわてて距離を取る。

　ユリスはそんな野や次じ馬うまたちには見向きもせず、最適の軌道を瞬時に計算して火球を放った。綾斗が腰をかがめて身構えるが、かわされる直前でユリスはぐっと拳こぶしを握り締める。

「爆はぜろ！」

「――！」

　その命めいに従い、綾斗の眼がん前ぜんで火球が爆発した。

　直撃させることは難しくても、この距離では完全に逃のがれることは不可能だ。至近距離でこの爆発に巻き込まれれば、いくら《星脈世代ジエネステラ》といえどもしばらくは動けないだろう。

　吹き荒れる焔ほのおで視界が埋うまる。嵐あらしのような爆風から顔を守りつつ、ユリスは勝利を確信していた。

　――しかし。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣けん術じゆつ初しよ伝でん――“〝貳蛟龍ふたつみずち”〟！」

　剣けん閃せんらしきものが煌きらめいたかと思うと、炎ほのおの花弁が十文字に切り裂さかれる。

「なっ……まさか、流星闘技メテオアーツ――!?」

　流星闘技とはマナダイトへ星辰力プラーナを注そそぎ込むことにより、一時的に煌式武装ルークスの出力を高める技だ。

　正式には過か励れい万ばん応のう現げん象しようと呼ばれるものだが、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでできるようなものではない。

　それ相応の修練と、なによりも煌式武装の綿めん密みつな調整が必ひつ須すとされている。

　それを借りたばかりの煌式武装でやってのけたとするなら――。

　ユリスが戦せん慄りつに近いものを覚えた次の瞬間、炎の切れ目から現れた黒い影が一ひと息いきで間合いを詰めていた。

　その影が綾あや斗とだと認識した時には、すでに懐ふところへ入られている。

　信じられない速度だった。少なくとも先ほどまでの動きとは別次元だ。

　――一瞬、綾斗の周囲に薄い光の火花のようなものが散った気がしたが、構ってはいられない。

「こ、このっ！」

　反射的に迎むかえ撃うとうとしたユリスを、綾斗の鋭するどい声が打つ。

「伏ふせて！」

　その意味をユリスが理解する前に、体ごと押し倒された。

　息がかかるほどの距離に迫った綾斗の顔に、ドクンと心臓が跳ね上がる。

　その瞳ひとみに宿る光が、別人のように真剣だったからだ。

「お、おまえ、なにを……！」

　それでも抗議の声を上げようとして――思わず目を見開いた。

　今までユリスが立っていた場所に、一本の光り輝かがやく矢が突き刺さっていたのだ。

　実体ではない。煌式武装が作り出したものだろう。

　煌式武装は万応素マナを一時的に集約・固定して刃やいばや銃弾を生成する。剣のように発動体の生成範囲内で維持されるような武器は問題ないが、射撃武器の場合は発射されれば長くは持たない。見る間に光の粒りゆう子しとなって消えていく。

「――どういうつもりだ？」

　それは明らかにユリスを狙ねらった攻撃だった。

　おそらく爆発にまぎれての不意打ちを目もく論ろんだのだろう。事実、どこから狙そ撃げきしてきたにせよ、あのタイミングでは誰だれにも気付かれなかったに違いない。極きわめて不本意ではあるが、綾あや斗とが助けてくれなければそれは完かん璧ぺきに成功していたはずだった。

「どういうつもりって……それは俺じゃなくて撃うった本人に聞いてほしいな」

　困ったように綾斗が答える。

「そうではない！　なんでわざわざ私を――」

　と、そこまで言って、はたと気付いた。

　何者かがユリスの発展途上の膨ふくらみを、思いっきり鷲わし掴づかみにしているのだ。

　もっとも、何者かもなにもない。

　今ユリスを抱きすくめるようにしてのしかかっているのは綾斗しかいないのだから、必然的にその手の持ち主も綾斗ということになる。

　それを理解した途と端たん、ユリスの顔がぼっと赤く染まった。

「……あ」

　遅れてそれに気がついた綾斗も、あたふたと飛びのいて頭を下げる。

「ご、ごめん！　いや、あの、俺は別にそんなつもりじゃ全然なくて！」

　デジャヴであった。

「おお！　なんだあの野郎、お姫様を押し倒してやがったぜ！」

「ひゅー！　すげえ度胸だな！」

「情熱的なアプローチだわー」

　いつの間にか戻ってきていたギャラリーも勝手に盛り上がっている。

　それがまたユリスの怒りに油を注そそいだ。

「お、お、お、おまえ……！」

　ユリスの怒ど気きに反応して、周囲に炎ほのおが吹き出す。

　怒りのあまり星辰力プラーナが制御できなくなっているのだ。

　綾斗はそのあまりの迫力に声も出せず、ただぶんぶんと首を横に振る。

　――と。

「はいはい、そこまでにしてくださいね」

　深く落ち着いた声と共に、パンパンと手を打つ乾かわいた音が鳴り響いた。



    


  
    
      


第二章　学戦都市アスタリスク





「確かに我が星せい導どう館かん学がく園えんは、その学生に自由な決けつ闘とうの権利を認めていますが……残念ながらこの度たびの決闘は無効とさせていただきます」

　そう言いながらギャラリーの中から現れたのは、目もくらむような金色の髪をなびかせた一人の少女だった。

　しっとりと落ち着いた雰囲気の、ユリスとはまた違った美しさの持ち主だ。

　ユリスのそれは華はなやかなバラのような美び貌ぼうだが、その少女の美しさは静かな湖みずうみのように深く穏やかだった。そのせいか年齢はユリスと同じくらいだろうに、ずいぶんと大人びて見える。

「……クローディア、一体なんの権利があって邪じや魔まをする？」

「それはもちろん星導館学園生徒会長としての権利ですよ、ユリス」

　クローディアと呼ばれた少女はにっこり微笑ほほえむと、自分の校こう章しように手をかざした。

「赤せき蓮れんの総そう代だいたる権限をもって、ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトと天あま霧ぎり綾あや斗との決闘を破は棄きします」

　すると、それまで赤く発光していたユリスと綾斗の校章がその輝かがやきを失う。

「ふふっ、これで大丈夫ですよ。天霧綾斗くん」

「はぁー……」

　どうやら今度こそ本当になんとかなったらしい。

　額ひたいの汗をぬぐい、大きく息を吐はく。

「ありがとうございます……えーと生徒会長、さん？」

「はい。星導館学園生徒会長、クローディア・エンフィールドと申します。よろしくお願いします」

　そっと差し出された手を、綾斗はあわてて取った。

　間近に見るクローディアは、やはり目を見張るような美人だった。

　しかしなにより目を引くのは、制服を大きく変形させている胸のふくらみだ。その豊かさはいっそ迫力さえ感じさせる。

　こういってはなんだが、ユリスのそれとは比較にならない。

　一方でそのユリスは今の裁定が納得できなかったらしく、いかにも不満そうな顔でクローディアを睨にらみつけていた。

「いくら生徒会長といえども、正当な理由なくして決闘に介入することはできなかったはずだが？」

「理由ならありますとも。彼が転入生なのはご存じですね？　すでにデータは登録されているので校こう章しようが認証してしまったようですが、彼には最後の転入手続きが残っています。つまり厳げん密みつには、まだ天あま霧ぎり綾あや斗とくんは星せい導どう館かん学がく園えんの生徒ではありません」

　笑顔のまますらすらと説明するクローディア。

「決けつ闘とうはお互いが学生同士の場合のみ認められています。だとしたら、当然この決闘は成立しません。違いますか？」

「くっ……！」

　ユリスは悔くやしそうに唇くちびるを噛かんだ。

　言い返そうとしないところを見ると、どちらに理があるのかはわかっているらしい。

「はい、そういうわけですから、みなさんもどうぞ解散してください。あまり長居をされると授業に遅刻してしまいますよ」

　その言葉に集まっていたギャラリーたちも三々五々に散っていく。

　中途半はん端ぱな結末にすっきりしない表情の者も少なからずいたようだが、生徒会長に文句を言うほどではないらしい。

「あっ！」

　だが、そこで綾斗はさっきの狙そ撃げきを思い出した。

　ひょっとしたらユリスを狙ねらった犯人がこのギャラリーの中にいるかもしれない。ここのルールに精通しているとは言えないが、いくらなんでもあの行為は卑ひ怯きようすぎるし、許されるものではないだろう。



    


  
    
      



    


  
    
      

　だとしたらこのまま帰してしまうのはマズい。

「あの、ちょっと待っ……！」

　そう思って声を上げかけた綾あや斗との肩を、ユリスがつかんだ。

「捨て置け。どうせもうとっくに逃げている」

　ユリスは苦く笑しようしながらそう言うと、ゆっくり首を振る。

「それに《冒頭の十二人ページ・ワン》が狙ねらわれるのは別に珍めずらしいことではない」

「ええ、残念ながらそういうケースは少なくありません。ですが、今回のはさすがにやりすぎです。決けつ闘とう中に第三者が不意打ちで攻撃をしかけるなど言ごん語ご道どう断だん。風紀委員に調査を命めいじましょう。犯人が見つかり次第、厳重に処分いたします」

　その言葉に綾斗は少なからず驚いた。

　ということは、クローディアにもさっきの狙そ撃げきが見えていたということになる。

　ギャラリーは大勢いたが、他には誰だれ一ひと人りとして気がついていなかっただろう。

　爆炎にまぎれたあの攻撃を捉とらえていたとなると、この少女もただ者ではないらしい。

「ところで……先ほどは、その……あ、ありが、とう」

　と、ふいにユリスがばつの悪そうな顔で綾斗に向き直った。

　先ほどというのは、その不意打ちからユリスをかばった件のことだろう。

「ああ、うん、それはいいんだけど……もう怒ってない？」

　とっさのことだったのでああするしかなかったとはいえ、押し倒してしまったのは事実だし、わざとではないものの少々不ふ埒らちなマネをしてしまったのも否定できない。

　思いのほか柔やわらかかった感触を思い出しつつ、おそるおそるたずねてみれば、ユリスは頬ほおをわずかに染めながら視線をそらす。

「それは――まあ、怒っていない、こともないが……助けてくれたのは確かだからな」

　どうやら本当にきっちりした性格のようだ。

　いまいち釈しやく然ぜんとしない表情だったが、それでもしっかり綾斗に向かって頭を下げる。

「私とて、あれが不可抗力だったことくらいはわかる」

　確かにハンカチを届けた時とはケースが違う。

　実際、綾斗にとってもあれはギリギリのタイミングで、余計なことなど考えている余裕はなかった。いくら星辰力プラーナが防御力を高めてくれるとはいえ、不意打ちではそれもままならないからだ。

「だから、今度のことは貸しにしてくれていい」

「貸し？」

「ああ。わかりやすいだろう？」

　貸し借りの関係というのはなるほどわかりやすいが、それはそれでドライすぎるような気もする。

「まったく相変わらずですね、あなたは」

　するとクローディアがややあきれた様子で言った。

「もう少し素直になったほうが生きやすいと思いますよ」

「大きなお世話だ。私は十分素直だし、これで人生になんの支障もない」

「あら、でしたらタッグパートナー探しのほうもさぞかし順調なのでしょうね？」

「う……そ、それは……」

　ユリスは言いづらそうに視線を落とした。

　なんともわかりやすい。

「《鳳凰星武祭フエニクス》のエントリー締め切りまであと二週間。あまり余裕はありませんよ」

「わ、わかっている！　それまでに見つけてくればいいんだろう！」

　ユリスはくるりと背を向け、肩を怒らせて寮りようへ戻っていく。

「あらあら」

　クローディアは駄だ々だをこねる子供を見守る母親のような顔で、そんなユリスの後ろ姿を見送った。
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「えー、そのような意味で前世紀はまさしく災害の世紀であったと言えるわけでありますが、中でも《落星雨インベルテイア》と呼ばれる隕いん石せき群の襲来は全世界に未み曾ぞ有うの被害をもたらしました。三日三晩にわたって降り注そそいだ隕石により、世界は否いや応おうなく変質させられたのであります。既存国家の衰退と統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの台頭、それに伴う倫理観の変容、隕石がもたらした万応素マナによる新人類――つまり君たち《星脈世代ジエネステラ》の誕生、さらには万応素研究を機軸として発達した落らく星せい工こう学がくによる科学技術の飛ひ躍やく的発展などなど、良くも悪くも人類の歴史は《落星雨》を境にして大きく塗り替えられたと言うべきでありましょう」

　通りすがった教室からは、年配の教師が授業をしている声が聞こえてきた。

「もっとも最近の学説だと《落星雨》は通常の隕石ではなかったというのが主流のようです。なにしろどこの天文台も前触れさえ察知できなかった上、衝突の際に生じるはずのエアロゾルもほとんど観測されていません。それがなにを意味しているかというと……」

　いかにも単調でスローペースなその口調は、少し耳にしただけでも眠気を誘う代しろ物ものだ。教室の中を覗のぞいてみれば、案の定授業を受けている学生たちの大半が机に突っ伏ぷしている。

「こんな朝早くから授業をやってるんですね。まだホームルーム前でしょう？」

「ええ。といっても今こちらでやっているのは補習ですけれど」

「朝一から補習ですか……」

　それはまた辛そうだ。

「一応、我が学園のモットーは文武両道となっていますので。あなたも気をつけてくださいね」

　生徒会室への道すがら、綾あや斗との前を歩くクローディアが振り返って微笑ほほえんだ。

　いかにもクラシックな外観だった女じよ子し寮りようと違って、星せい導どう館かん学がく園えんの校舎は近代的で開放的な高層建築だった。

　大学部校舎・高等部校舎・中等部校舎の三棟とうが広大な中庭を囲むように立っており、中でも学生数が多い高等部校舎が最も広く大きな造りになっている。

「そうそう。それと私と綾斗くんは同じ学年ですから、もっと砕くだけたしゃべり方で結構ですよ」

「えっ？　ということは……生徒会長さんも一年生？」

　この落ち着きようは、とてもそうは見えない。

「あれ？　でもそれで生徒会長ってことは……」

　今は六月。綾斗と同じ一年生なら、まだ入学して二ヶか月げつ程度のはずだ。

　どういう方式で選出されるのかは知らないが、さすがにそんな短期間で生徒会長になるというのは難しいのではないだろうか。

「ああ、私は中等部時代から生徒会長を任されておりますので。今は三期目になります」

　さんさんと日の差し込むガラス張りの廊下を歩きながら、こともなげにクローディアが言った。

　ここでは高等部や中等部ごとに自治組織があるわけではなく、学園全体を統括する組織としての生徒会が一つあるだけなのだという。そのため生徒会のメンバーも中等部の学生と大学部の学生が入り混じっていたりするのだそうだ。

「へぇ……」

「ですから、どうぞ名前でお呼びください」

「なるほど。わかったよ、クローディアさん」

「クローディア、で結構ですよ」

「いや、いきなりそれは……」

　ユリスの時はもうそんなことを言っている場合ではなかったので仕方ないが、さすがに初対面の女の子の名前を呼び捨てにするのは抵抗がある。

「クローディア、です」

「ええっと、だから……」

「ク・ロ・オ・ディ・ア」

「……了解、クローディア」

　見た目とは裏腹に意外と押しが強い。

　綾あや斗とが根負けしてその通りに呼ぶと、クローディアは嬉うれしそうに目を細めた。

「じゃあ、俺のことも綾斗でいいよ。なんかくすぐったいし」

「了解です、綾斗」

「ついでにその敬語もやめてくれていいんだけど？」

「いえ、こちらはただの習慣ですのでお気になさらず」

「習慣？」

「はい。私はとても腹黒いので、せめて外面や人当たりは良くしておかないといけないのです。それが染み付いてしまいまして」

　にっこりと慈じ母ぼのような笑みを浮かべながらそんなことを言うので、綾斗はその意味を理解するまで少々時間がかかった。

「……腹黒いんだ？」

「ええ、それはもう。私のお腹なかときたら、暗黒物質ダークマターを煮に立てて焦げ付かせたものをブラックホールにぶちこんで黒くろ蜜みつをかけたくらいにはまっ黒ですから」

　それはさぞかし黒そうだ。

「なんでしたらご覧になりますか？」

「は？」

　クローディアは言うが早いか上着の裾すそをめくり上げた。

「うわあっ!?　ちょ、いきなりなにを……！」

　まばゆく輝かがやく腹部が露あらわになり、綾斗はとっさに視線をそらす。

　もちろん、目で見てわかるわけもないのだが。

「ふふっ、冗談です。かわいらしい反応をされますね」

　ころころと笑いながら、クローディアは楽しそうに口元を押さえた。

　どうやら見事にからかわれたらしい。

「――さて、到着です。どうぞお入りください」

　そうこうしているうちにたどり着いた生徒会室は、高等部校舎の最上階にあった。というより、この階層には生徒会関連の部屋しかないらしい。

　クローディアが校こう章しようによる認証システムをパスして扉を開けると、そこにはとても生徒会室には見えない空間が広がっていた。

　床にはダークブラウンの絨じゆう毯たんに革張りの応接セット、壁には星せい導どう館かん学がく園えんを遠景で描いた絵画が掛けられ、空を切り取ったかのような巨大な窓の前には樫かし造づくりの重厚な執務机がでんと座っている。それこそまるで大企業の社長室のようだ。

　慣れた様子でその執務机についたクローディアは、指を組んでゆっくり息を吐はいた。

「では、あらためまして……星導館学園へようこそ、綾斗。歓迎いたします」

　それから前に立つ綾斗をじっと見つめていたが、やがてくるりとイスを回転させて、窓の外へと視線を向ける。

「そして、ようこそ“〝アスタリスク”〟へ」

　綾あや斗ともその視線を追うと、高みから見み下おろす町並みは実に整然としていた。

　巨大なクレーター湖に浮かぶ人工都市は、その正六角形の市街地エリアと、それぞれの角から稜りよう堡ほのように飛び出した六つの学園からなる。いわば雪の結晶のような形だ。この都市の正式名称が「六りつ花か」なのは、それが由ゆ縁えんとなっているのだろう。

　また各学園からは市街地エリアを横断して、対角の学園までまっすぐに大通りが延びている。その姿は確かに星印――アスタリスクだ。

　後者の異称のほうが根付いてしまったのは、世界中から学生が集まるがために和風の名前が馴な染じまなかったからだという。

「我が星せい導どう館かん学がく園えんが特待転入生としてのあなたに期待することはただ一つ、勝つことです」

　町並みを見下ろしたまま、クローディアが言葉を続ける。

「ガラードワースに打ち勝ち、アルルカントを下し、界龍ジエロンを退しりぞけ、レヴォルフを破やぶり、クイーンヴェールを倒すこと。すなわち、《星武祭フエスタ》を制すること。そうすれば我が学園は、あなたの望みをかなえて差し上げましょう。それが現世でかなう望みであれば、どのようなものであれ」

「……んー」

　しかし綾斗はぽりぽりと頭をかいて、困ったように眉まゆを寄せた。

「申し訳ないけど、そういうのにあんまり興味はないんだ」

　確かにこの学園には――より正確に言うならば、各学園の背後にある統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいにはそれだけの力がある。その力は形けい骸がい化かして久しい国家という枠組みを超越し、法をねじ曲げることさえたやすくやってのけるだろう。富も地位も名誉も望むがままだ。

　事実、このアスタリスクに集まる学生のおおよそ半分は、そうした願望をかなえるためにやってきていると言っていい。

　そして残りの半分は、《星脈世代ジエネステラ》としての力をもてあましていた者たちだった。自分の力を試したい、一度でいいから全力を出してみたい。そうした学生にとって、ここは世界でただ一つ、思う存分に暴れられる場所なのである。

　だが、綾斗はそのどちらでもなかった。

「ええ、あなたがそうしたことにまるで関心がないということはわかっています。特とく待たい生せいとしての招しよう請せいを一度ならず断っていることも」

　クローディアはそこで言葉を区切ると、イスを戻して綾斗に向き直った。

「ですが、近年《星武祭》における我が学園の成績は芳かんばしいとは言えません。前シーズンは総合五位。六位のクイーンヴェールはその戦略上総合順位を度外視しているので、これは実質最下位に等しいのです。我々はなんとしてもこの状況を打だ破はせねばならず、そのためには有力な学生を一人でも多く確保しなければなりません」

《星武祭フエスタ》とはあくまで総称であって、実際には三つの種類に分けられる。

　すなわち一年目の夏に行われるタッグ戦の《鳳凰星武祭フエニクス》、二年目の秋に行われるチーム戦の《獅鷲星武祭グリプス》、三年目の冬に行われる個人戦の《王竜星武祭リンドブルス》だ。

　大会ごとに成績上位者とその所属学園にポイントが与えられ、《王竜星武祭》終了時点で総合成績が確定する。つまり三年で一区切り――一シーズンとなるわけだ。

　そしてクローディアの言うとおり、星せい導どう館かん学がく園えんの成績はここ数シーズン低てい迷めいしていた。

「学生は三回まで《星武祭》に出場する権利を持ちます。ですがそれは逆に言えば、どんなに優秀な学生でも三回しか出場できないということでもあるのです。正直、現在の我が学園はとても層が厚いとは言えません」

《星武祭》に出場登録できるのは十三歳から二十二歳までの十年間。その間、どの《星武祭》に出場するかは――一部例外はあるものの――学生の自由だ。

　例たとえばそのシーズン全ての《星武祭》に出場してきっちり三年で学園を去る者もいれば、九年をかけて《王竜星武祭》だけに出場する者もいる。

　優秀な学生は多ければ多いほうがいい。そのためどの学園も有能なスカウトを何人も雇い、世界中から人材をかき集めているのだ。

　学費の免めん除じよや生活費の補助、装備や物資面での援助などなど各学園によって待遇の差はあれ、特とく待たい生せいとは学園側から「ぜひうちに来て欲しい！」と白しら羽はの矢を立てられた学生なのである。

「そもそもなんで俺なんかを特待生に？　自分で言うのもなんだけど、そんな大層な扱あつかいを受けるようなものじゃないと思うよ、俺」

「そうですね。あなたは完全に無名でしたから、ぶっちゃけスカウト陣からは猛反発を受けました」

「って、君が俺を推すい薦せんしたの!?」

　特待生としてスカウトされるのは、大抵なにかしらの競技や《星武祭》の下位カテゴリーに属する武闘大会などで優秀な成績を残している学生だ。例外は《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》といった能力者たちだが、彼らは彼らで国家への登録が義務付けられているためやはりスカウトの目からは逃のがれられない。

　その点、綾あや斗とは寂れた剣けん術じゆつ道場の小せがれにすぎないし、大会などで目立った活躍をしたわけでもなかった。

「ええ、むりやり押し通しましたけどね。あの時ほど生徒会長をやっていて良かったと思ったことはありません。権力万歳です」

「……強引だなぁ」

「これであなたに断られたら面目丸つぶれでした。心変わりをしてくれて助かりましたよ」

「別に心変わりをしたつもりはないんだけどね」

　そう言って肩をすくめる綾あや斗とに、クローディアが目を細める。

「では、どうしてこの学園に？」

「……」

　と、綾斗はふいに真剣な表情で執務机に両手をつき、まっすぐクローディアの目を見つめた。

「クローディア、姉さんが――天あま霧ぎり遥はるかがここにいたっていうのは本当なのかな？」

「さて、どうでしょう」

　クローディアはその視線を真っ向から受け止め、人差し指を立てた。

「その件に関して私が知っているのは一つだけ。かつてこの学園に在籍していた『とある女生徒』のデータが、何者かによって抹まつ消しようされていたという事実です」

「抹消って……そんなことが可能なのかい？」

「普通なら無理ですね」

「生徒会長でも？」

「さすがにこのイスもそこまで万能ではありません。――上の方々なら別かもしれませんが、ね」

　苦く笑しようするクローディアに対し、綾斗はあくまでも真剣な表情を崩さない。

　上というのは、つまり統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいのことだろう。

「『彼女』は《星武祭フエスタ》に出場した記録もありませんし、『在名祭祀書ネームド・カルツ』入りしたこともないようです。いえ、そもそも本当にこの学園に通っていたのかどうかも怪しいところですね。なにしろ五年前なら、まだ当時のクラスメートや担任がこの学園に残っています。それなのに、誰だれ一ひと人り『彼女』のことを覚えていない。お手上げです」

「出場記録も改かい竄ざんされているという可能性は？」

「ありえません。それはすなわちアスタリスクそのものを、引いては何億何十億という世界中の《星武祭》ファンの目をごまかすということです。《星武祭》はリアルタイムで世界配信されますし、『在名祭祀書』も随時更新されたものがネット上で公開されているのですよ？　街中で偶発的に発生する決けつ闘とうでさえ、あっという間にメディアに捕ほ捉そくされてしまうのがこの都市なのですから。先程のあなたとユリスの決闘も、すでにネット上に動画として出回っていることでしょう」

「だったら……」

　綾斗の言葉をさえぎるように、クローディアは手元の端末を操作した。

　空中に空間ウィンドウが開き、一人の女性が映し出される。

「っ！」

　綾斗の眼めが大きく見開かれた。

「復ふつ旧きゆうできたデータはこれだけです。入学は五年前、その半年後に本人都合による退学。名前も、生年月日も、個人的なデータはほとんど残っていませんでした」

　だが綾あや斗とにとってはそれで十分だった。

　間違いない。間違うはずがない。

「……クローディアはどうやってこのデータを？」

　データを復旧するには、当然ながらあらかじめ『抹まつ消しようされたデータがある』という事実を知っていなければ不可能だ。しかしその学生の存在は記録にも記憶にも残っていなかったという。

　だとしたら、どこからそれを知ったのか？

「すみませんが、それを申し上げることはできません。それでは信用なりませんか？」

「ああ、いや、そんなことはないよ」

　綾斗は慌あわてて答えた。

　生徒会長ともなれば、きっと様々な情報源があるのだろう。

　少なくとも、ちゃんと「言えない」と明かしてくれただけありがたい。

「ただ、これは私見になりますが……どのような経緯があったにせよ、おそらく『彼女』はもうこの学園にはいないでしょう。もし、あなたがここにやってきた目的が『彼女』だとしたなら――」

　言いづらそうに言葉を濁にごしたクローディアに、しかし綾斗はいつもののんびりとした顏に戻って首を振る。

「ありがとう。でもいいんだ。別に俺は姉さんを探しにきたわけじゃないからね」

　それでもクローディアは探るような視線を綾斗に向け、もう一度同じ言葉を繰り返した。

「では、どうしてこの学園に？」

「うーん……」

　綾斗は腕組みをしてしばらく考え込むと、小さく笑って答えた。

「強しいて言えば、自分が成なすべきことを探すため、かな」

「それはまた抽象的な模も範はん回かい答とうですこと」

「え、そうかな？　すごく学生らしい答えだと思ったんだけど」

「ふふっ、なかなかあなたも食えませんね」

　クローディアははぐらかされたと思ったらしい。

　けれど綾斗はある意味で正直に答えたつもりだった。

　ここでなら、綾斗にも見つけられるかもしれない。

　本当に姉さんがここにいたというのなら――。

「あ、そうそう。大切な連絡事項を忘れるところでした」

　クローディアはふいにそう言うと、ぽんと手を叩たたいた。

「我が学園の特とく待たい生せいには各種費用の免めん除じよの他にもいくつか特権がありまして。その中の一つに学有純星煌式武装オーガルクスの使用に関する優先権があります」

「純星煌式武装って、あの特別なマナダイトを使ってるっていう？」

「ええ、ウルム＝マナダイトですね」

《落星雨インベルテイア》によって地球に落ちてきた隕いん石せきは、万応素マナと呼ばれる未知の元素とマナダイトと呼ばれる特殊な鉱こう石せきをもたらした。マナダイトは万応素が結晶化したものだとされており、近年では質は落ちるものの人工的に作り出す方法も開発されている。

　万応素やマナダイトの研究は落らく星せい工こう学がくという新たな科学技術の分野を開拓したが、その最たる申し子がコアにマナダイトを用いた万応素変換式エネルギー兵器である煌式武装ルークスだ。

　起動させるとマナダイトに記憶された元素パターンが実体化し、そこからさらに万応素を集約させた光状の刃やいば（あるいは矢や弾）が生成される。

　既存の武器武装と違って威力の調整が可能な上、さらにその発動体は手のひらに収まるという運用面での絶対的利点（なにしろ銃器にいたっては弾薬も不要なのだ）もあって、現在では個人が所持するような武器類のほとんどが煌式武装となっている。その普及率たるや、威力調整されたものが護身用グッズや子供向け玩がん具ぐとして普通に流通しているくらいだ。

　そしてマナダイトの中には稀き少しようながら極きわめて純度の高い結晶が確認されている。ウルム＝マナダイトと呼ばれるそれをコアに用いたものが純星煌式武装だ。通常の煌式武装とは比較にならないエネルギー量を誇り、《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》のような特殊な力を発現するそれは、一方で扱あつかいが難しいことでも知られていた。

　大半の純星煌式武装は統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいによって管理されているが、その一部はデータの収集も兼ねて各学園に提供されている。

「純星煌式武装を嫌う方もいますので、当然強制ではありません。それに物によっては副作用のようなもの……我々は『代だい償しよう』と呼んでいますが、そういったものが必要となる場合もあります。いかがいたしますか？」

「確か適てき合ごう率りつとかそういうのもあるんだよね？」

　純星煌式武装は使用者によってその能力を引き出せる割合が大きく変動する。

　噂うわさによると武器それ自体に意思のようなものが宿っており、使い手を選ぶのだという。

「そうですね、むしろそれが一番重要なファクターです。我が星せい導どう館かん学がく園えんの基準は適合率八十パーセント。それ以下の場合ですと、ご希望のものがあっても許可は出せません」

「ふぅん……」

　興味がないこともないが、いろいろと手続きが必要なのは面倒くさそうだ。それに適合率とやらが基準に達する保証もない。

　どうしたものかと考えていると、クローディアがなにやら煮にえ切らない表情をしているのに気がついた。

「どうかしたの？」

「いえ、これはまだ確証が取れていないのでお伝えするかどうか迷っていたのですが……実は純星煌式武装オーガルクスの貸たい与よ記録にも少し不ふ審しんな箇所がありまして」

「というと？」

「純星煌式武装は当然厳げん密みつに管理されています。『誰だれにいつどの純星煌式武装を貸し出したか』という記録と、その実戦データが集積されるようになっているのですが、とある純星煌式武装をチェックしたところ、貸与記録がないにも拘かかわらず実戦データだけが残っているのが判明したのです」

「つまり……誰かが無断で持ち出した？」

「もしくは貸与記録のほうを改かい竄ざんしたか、ですね。こちらの可能性のほうが高いと思われます。貸与記録は装そう備び局きよくのコンピュータに保存されますが、実戦データのほうはコアであるウルム＝マナダイトに集積されますから。あれはまだまだ未知の部分が多いですし、改竄しようにも手を出せなかったのかもしれません」

「で、そのデータが残っていたのが五年前、と」

「その通りです」

　綾あや斗とは大きく息を吐はいた。

「そういうことならぜひ見ておきたいな」

　状況から推察するに、その純星煌式武装は姉が使用していた可能性が高いということだ。だとすれば、それを借り受けられるかはさておき、一度くらいこの目で見ておきたい。

「了解しました。それでは詳細に関しては追って連絡します。それまではこれをお使いください」

　クローディアが差し出したのは、煌式武装ルークスの発動体だった。

「オーソドックスなブレード型の煌式武装です。一応はあなたのパーソナルデータに合わせてセッティングしてありますが、それ以上の調整が必要な場合は装備局へどうぞ」

「ああ、ありがとう――って、そういえば」

　それを見て綾斗は自分が煌式武装を借りていたことを思い出した。ユリスとの決けつ闘とうの時に、ギャラリーが投げてよこしたものだ。

「しまったな。どうやって返したらいいんだろう……」

　取り出してあちこち眺ながめてみたが、もちろん名前などは書かれていない。

「ふふっ、大丈夫ですよ。武器武装に関しては学園側からいくらでも支給されますから」

「本当に？　なんとまあ、太っ腹だね」

　実戦に使用されるような精度の煌式武装は決して安い物ではない。それでも《星武祭フエスタ》が生み出す莫ばく大だいな利益から見れば、それは微々たるものなのだろう。

「ところでもう一つ思い出したんだけど、いいかな」

「はい、なんでしょう？」

「さっき言ってた『最後の転入手続き』っていうのは？」

「ああ、そのことですか。あれは――」

　クローディアはそこまで言って、ふいに口をつぐんだ。

　そしてなにやら考え込むと、次はきょろきょろと周囲を見回す。

「……どうかした？」

「あ、いえ！　別にそういうわけでは……」

　はたはたと小さく手を振りつつも、明らかにその様子は先程までと違う。

　熱でもあるのか頬ほおは上気し、目も伏ふせがちだ。

「え、ええっと、それじゃ、少々目をつむっていていただけますか？」

「はぁ」

　なんで転入手続きを済ませるのに目をつむる必要があるのだろう？

　そう思ったものの、綾あや斗とは特に深く考えずにまぶたを閉じた。

　ぎしりとイスがきしむ音。それからやや間をおいて――

「――えいっ」

　背後から軽い衝撃が綾斗を襲った。

　少し驚いたものの、痛みはない。というか柔やわらかい。

　いや、むしろ柔らかすぎる。

「……え？」

　もしやと思いおずおずと瞳ひとみを開けば、自分のお腹なかに回された二つのたおやかな腕が見えた。つまり、背後から抱きつかれていたのだ。

「わわわっ！　ク、クローディア!?」

「うふふふ」

　圧倒的な質量を持ちながらも、この上なくやわらかな物体が綾斗の背中に押しつけられる。その様子を擬ぎ音おんで表現するなら、きっと「たゆんっ」だとか「むにょん」とかがふさわしいに違いない。

　綾斗は焦あせりながらも、またからかわれているのだろうと判断した。

　だったらここは毅き然ぜんとした態度で、落ち着いた対たい処しよを心がけるべきだ。

　たとえできそうにないとしても。

「……やっと……やっとお会いできました……」

　けれど背後から小さく漏もれ聞こえてきた言葉は、か細く、弱々しく、だからこそ抑えきれない想おもいがこもっているように感じられた。

　その切実さに、不実な念が霧む散さんする。

「クローディア……？」

　呼びかける声に返事はない。

　一瞬どこかで顔を合わせたことがあっただろうかとも思ったが、心当たりはなかった。

　第一、これほど印象的な女の子を忘れるはずがない。

　しばらく、といってもそれほど長い時間ではなかったが、そのまま二人無言ですごした後、するりと腕が解とかれた。

「――ふふっ、冗談です。驚きました？」

　綾あや斗とが振り向けば、そこにはなにごともなかったかのような笑顔。

　なので、なんとなく理由を聞きそびれてしまう。

「……そりゃいきなり後ろから抱きつかれたら、誰だれだって驚くよ」

「あ、誤解しないでくださいね。誰彼構わずこのようなマネをしているわけじゃありませんよ。こう見えて身持ちは堅かたいんです」

　どこまでが冗談なのかわからない口調で、クローディアが口元を押さえる。

「それで？」

「はい？」

「まさかさっきのが転入手続きだったってことはないでしょ？」

　話を戻す。



    


  
    
      



    


  
    
      

　そもそもにおいて、ここに呼ばれたのはその手続きを済ませるためだったはずだ。

「ああ、そのことですか。あれは嘘うそです」

「……嘘？」

　かくんと綾あや斗との顎あごが落ちた。

「方便とも言いますね」

　クローディアは悪びれた様子もない。

「あなたはとっくに我が学園の正式な一員です。手続きなんてなーんにも残っていません。ですが、あの場を収めるにはあれが一番効果的だったのです。ユリスはあれで根が真面目まじめですから、ルールを破やぶってまで決けつ闘とうを続けることはしないとわかっていました」

「いや、でも……」

「あら、でしたら止めないほうがよかったですか？」

「う……」

　それを言われるとつらい。

「あのまま続けていたら、どうなっていたでしょうね？　私も学園も、そんな事態は望んでいないのです」

「……」

　なるほど、自分で言うだけのことはある。どの程度の黒さなのかはさておき、目の前の生徒会長殿は見た目通りの人物ではないらしい。

　すでに先ほど垣かい間ま見みせた弱弱しさなど微み塵じんも感じられない。

「さて、そろそろ始業時間ですし、このくらいにしておきましょう。なにかありましたらいつでも言ってください。できるだけお力になりますよ」

　それでもそう言って綾斗を見送るクローディアの笑顔は、やはり美しかった。



　　　　　＊



「あー、とゆーわけで。こいつが特待転入生の天あま霧ぎりだ。テキトーに仲良くしろよ」

　実におざなりな紹介だった。

　新しいクラスにうまく馴な染じめるか不安になっている転入生には、もう少しこう、思いやりとか心こころ遣づかいとか、そういうものがあってもいいんじゃないだろうか。

　そんな気持ちを込めて綾斗は隣となりに立つ女性を横目で見たが、一年三組担任・谷や津つ崎ざき匡きよう子こは「次はおまえだ」とでも言わんばかりに、あごをくいっと動かしただけだった。

　スラリとした長身で、目つきが鋭するどい……というより目つきが悪いと言ったほうがいいかもしれない。口調も態度もあまり教師らしくなく、率直に言ってやや柄が悪い。

　なにより目に付くのは、その手に持った釘くぎバットだ。見た限り、だいぶ年季が入っている。赤黒く変色したその染みがなんなのか、とても気になる反面できれば知りたくないような複雑な気分にさせる一品だった。

「ほら、さっさとしろ」

「あ、はい。えーと、天あま霧ぎり綾あや斗とです。よろしく」

　もっとも綾斗は綾斗でそっけないことこの上ない挨あい拶さつだったので、あまり人のことは言えないかもしれない。

　そんな綾斗を見つめるクラスメートたちの視線は様々だった。

　興きよう味み津しん々しんなもの、無関心なもの、探るようなもの、警戒しているもの……。

　いやでも注目されるのが転入生の常とはいえ、これはちょっと過か剰じような気がする。

　ただ一人だけ、なんとも複雑な表情のまま綾斗に視線を向ける少女がいたが、これについては綾斗にもその理由が理解できた。

「席は……ああ、ちょうどいい。火遊び相手の隣となりが空あいてるから、そこにしろ」

「だ、誰だれが火遊び相手ですか！」

　匡きよう子この言葉にその少女――ユリスが顔を真っ赤にして立ち上がる。

「ふふん。おまえ以外に誰がいるんだ、リースフェルト？　朝っぱらから派手にやらかしやがって。売られたほうならまだしも、こんな時期に《冒頭の十二人ページ・ワン》が気軽にケンカふっかけてんじゃねーよ。レヴォルフじゃねーんだぞ、うちは」

「ぐっ……」

　しぶしぶと腰を下おろしたユリスの席は最後列より一つ前。

　その隣は二つ空席が並んでいる。

「まさか同じクラスとはね」

「……笑えない冗談だ」

　綾斗が席についてそう声をかけると、机に突っ伏ぷしたユリスは大きくため息を一つ。

　あまり歓迎されてはいないようだ。

「今け朝さはいろいろあったけど、これからよろしく」

　それでもめげずに綾斗が話しかけると、ユリスは視線だけを綾斗に向けて言った。

「おまえには借りができた。要請があれば一度だけ力を貸そう。だが、それ以外で馴なれ合あうつもりはない」

　それきりぷいっと顔を背けてしまう。

　――と。

「ははっ、振られたな」

　後ろの席から同情半分からかい半分といった感じの声がかかった。

　振り向いてみると、精せい悍かんな顔に人ひと懐なつこい笑みを浮かべた男子が手を差し出してくる。

「ま、相手があのお姫様じゃしかたないさ」

　その手を握ると、その男子は嬉うれしそうにぶんぶん振り回した。

「おれは夜や吹ぶき英えい士し郎ろう。一応おまえさんのルームメイトってことになってる」

「ルームメイトって……ああ、寮りようの？」

「そういうこと。うちの寮は基本二人部屋だからな」

「じゃあ、今まではそこを一人で使ってたのか。悪い、狭くなっちゃうな」

「いいってことよ。おれはにぎやかなほうが好きなんでね」

　英士郎はいかにも快活そうな少年だった。

　座っているのではっきりとはわからないが、綾あや斗とよりも頭一つ分くらいは背が高いだろう。仕草は子どもっぽいのに、体のつくりや表情はずいぶんと大人びて見える。左ひだり頬ほおにやや目立つ傷きず跡あとがあったが、それが少年のアンバランスな魅力によく似合っていた。

「それにどうせ相部屋になるなら、面白いやつがいいと思ってたしな」

「……いや、俺は別に面白くはないよ？」

「またまた、転入初日の朝から《冒頭の十二人ページ・ワン》相手に決けつ闘とうしでかして、おまけにそのお姫様を衆人環視の中押し倒したやつが謙けん遜そんすんなって」

　綾斗としては謙遜したつもりは一ミリもなかったし、できればその件についても小こ一時間くらいは弁解したかったのだが、どうやらすでにその噂うわさと印象はかなり浸しん透とうしてしまっているらしい。

　実際、ホームルームが終わるや否や、綾斗のまわりにはちょっとした人だかりができていた。

「ねぇねぇ、天あま霧ぎりくんってば前の学校じゃなにかやってたの？　こんな時期に転入なんて普通じゃないよね？」

「つーか、どうしてまたお姫様相手に決闘なんてするはめになったんだ？　そのあたり、ぜんっぜん情報が入ってこないんだよなー」

「いやいやいや、それよりあの熱烈なアプローチのほうが問題っしょ？　なに？　なんなの？　決闘の最中にいきなり恋に落ちちゃったの？　禁じられた愛なの？」

「待てよ！　そんなくだらないことより、お姫様の攻略法だ攻略法！　どうやってかわしてたんだ、あれ？」

「確かにな。正直、あれだけ持つとは思わなかった」

　その一方で、あからさまに冷淡な態度のグループもいる。

「はっ、そんなの《華焔の魔女グリユーエンローゼ》が手加減してたに決まってるだろ」

「まったくだ。身のこなしにしろ、反応速度にしろ、この都市の基準にしてみれば凡ぼん庸ようの域いきを出ん。あれでは『在名祭祀書ネームド・カルツ』入りも難しかろうよ」

「なんであれが特とく待たい生せいなのかしら？　うちのスカウトも見る眼めがないわねぇ」

　などなど。

　とにかく授業が終わるたびにそんな感じだったので、綾あや斗とも放課後になる頃ころにはすっかり疲つかれ果てていた。

「はぁ～……」

「お疲れさん。人気者は大変だな」

　夕ゆう陽ひが差し込む教室でぐったりしていると、英えい士し郎ろうがその肩をぽんっと叩たたいてくる。

「まあ、おかげさまでいろいろわかったよ」

「ほぉ、例たとえば？」

「まず、人気者なのは俺じゃなくてユリスだってことかな」

　綾斗は隣となりの席を見ながら、わざとらしく肩をすくめてみせた。

　その席の主あるじは授業が終わるなり出て行ってしまったので、すでにいない。

「みんな俺に興味があるんじゃなくて、『ユリスと決けつ闘とうした誰だれか』の話を聞きたいんだ。そうだろう？」

「おや、ご明めい察さつ」

　英士郎がぱちぱちぱちと手を叩く。

　よくできましたと言いたげな顏だ。

「でもそれならユリス本人に聞けばいいんじゃないか？」

「それができれば苦労はないのさ。なにせ、あのお姫様ときたら人を寄せ付けない感じがあるだろ？」

「……確かに多少とっつきにくい感じはあるかな」

　それでもあのハンカチを抱きしめた時の笑顔は、とても人を拒絶するような人間のものではなかったと綾斗は思う。

「ま、どんな理由かはしらないが、あのお姫様が他人と距離をとっているのは間違いない。そもそも……」

「ああ、ちょっと待って。いまさらだけど、そのお姫様っていうのはユリスのあだ名なのかい？　みんなそう呼んでるみたいだけど」

「んー、あだ名っつーかなんつーか……正しよう真しん正しよう銘めいのお姫様なんだよ、彼女は」

「……は？」

　綾斗はさすがに自分の耳を疑った。

「お姫様って……あの、おとぎ話に出てくるようなお姫様？」

「おうよ。悪い魔女に呪のろいをかけられたり、王子様のキスで目覚めたり、政略結婚をさせられそうになったり、魔法の国からやってきたり、オークやら触しよく手しゆやらに責められたりする、あのお姫様だ。つまりプリンセス」

　後半は若干違うような気もしたが、それでも言わんとすることはわかる。

「《落星雨インベルテイア》以降、欧おう州しゆうのあちこちで王制が復活しただろ？　まあ、実質的に政治経済を取りまとめている統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいにとっちゃ、象徴としての王家ってのがいろいろ便利だったんだろうな。とにかく、その一つリーゼルタニアって国の第一王女が、あのお姫様ってわけだ。全名はユリス＝アレクシア・マリー・フロレンツィア・レナーテ・フォン・リースフェルト。ヨーロッパの王室名鑑にも載ってるぜ」

「へぇ……やけに詳しいね？」

「そいつが商売なもんでね。これでも一応新聞部なのさ」

　英えい士し郎ろうは不敵に笑ってみせた。

「で、なんでまたお姫様がこんなところで闘たたかってるのさ？　普通お姫様っていったら、もっとおしとやかにしてるもんじゃないの？」

　いい具合に焼き上げられそうになった一件を思い出し、綾あや斗とが首をひねる。

　確かに気品はあるし、威い厳げんや風格も十分すぎるくらいだけど、あまりにも勇いさましすぎやしないだろうか。

「さすがにそこまでは知らねーよ。てゆーかおれが聞きたいくらいだ」

　英士郎は真顔でうなずきながら「そしたらうちの一面記事間違いなしなんだがなあ」とつぶやいた。

「もちろんあれだけ可愛かわいくて、強くて、しかもお姫様ときたら、誰だれだってほっときゃしない。彼女がうちに来たのは去年なんだが、それこそ今日のおまえさんなんて目じゃないくらいのフィーバーぶりだったんだぜ？　あっという間に黒山の人だかりができて、質問攻めさ」

「目に浮かぶようだよ」

「ところがだ。あのお姫様はそんな連中に向かってなんて言ったと思う？　『うるさい。黙れ。私は見み世せ物ものではない』だ」

「……目に浮かぶようだよ」

「さすがにそれで大半は引いたんだが、当然そんな態度じゃ面白く思わないやつらも出てくる。んでまあ、ここのお約束としてその手の連中が次々決けつ闘とうを挑んだんだが、見事にみんな返り討ち。おまけにあれよあれよという間に《冒頭の十二人ページ・ワン》入りだ」

　それはそうだろう。

　綾斗も実際に立ち合ったからわかるが、ユリスの実力は相当なものだ。いくらアスタリスクとはいえ、あれより強い学生がそういるとは思えない。

「結果、誰もが一歩引いてしまう孤高のお姫様のできあがりってわけさ。今じゃあのお姫様に正面きって話しかけようなんて度胸のあるやつは滅めつ多たにいないぜ」

「ふぅん……ってことは、友達とかは？」

「少なくとも、俺の知る限りじゃ一人もいない……って、悪い、ちょい待った」

　英士郎は片手を上げて会話を止めると、ポケットから細かく振動している携帯端末を取り出した。

「はいはーい、なんすか部長」

『なんすかじゃなーい！　今日の朝一がゲラ校正の締切だって言っておいたでしょー！　なにやってんのよ！』

　空間ウィンドウが開くなり、ボブカットの女性が怒声を上げる。

「あー、すんません。朝はちょっち別件があったもんですから……」

『言い訳無用！　いいからさっさと部室に来なさい！　五分以内よ！』

　ぶつっとウィンドウが消え、英えい士し郎ろうは苦笑いで鼻をかいた。

「……ま、そんなわけだから、おれは出頭しないとマズいっぽい」

「ああ、俺もそろそろ帰るよ」

「おう、じゃあまた寮りようで」

「っと、その前に……夜や吹ぶき！」

　教室を出て行こうとする英士郎に、綾あや斗とは手に握っていたそれを投げ渡した。

「おおっ？」

　英士郎は驚いた顔で受け取ったが、ものを見るなりニヤリと笑う。

「なんだ、気がついてたのかよ」

「一応、ありがとうと言っておくよ。それがなければユリスも見み逃のがしてくれたかもしれないから、複雑ではあるけどね」

　それは煌式武装ルークスの発動体だった。

　それもクローディアから受け取ったものではなく、今け朝さ方がたの。

「なんでおれだと？」

「うん？　まあ、声かな」

　あっさりという綾斗に、英士郎は一瞬ぽかんとした表情を浮かべる。

「あの状況で、ただの一ギャラリーにすぎなかったおれの声を覚えてたってのか？」

「借りたものはちゃんと返すようにって、姉さんが口を酸っぱくして言ってたもんでね」

「……ははっ！　やっぱりおまえさん、面白いぜ」

　英士郎はにやける頬ほおを押さえるようにして肩を震ふるわせている。

「なぁ天あま霧ぎり。今朝の決けつ闘とう、本当に勝てなかったのか？」

「……ああ、今の俺じゃ無理だろうね」

　それは嘘うそ偽いつわりのない事実だ。

「ふーん……今の、ね」

　英士郎はその答えに満足したのか、軽かろやかな足取りで今度こそ教室を出て行った。

　残された綾斗はしばらく扉を見つめていたが、やがて大きく息を吐はく。

「思ってた以上に大変そうな学園だなぁ、ここ……」



    


  
    
      


第三章　気高き瞳ひとみ





「あれ？　しまったな、ここ通れないのか」

　寮りようへの近道かと思って学園の中庭を抜けようとした綾あや斗とは、閉ざされた鉄門の前で難なん儀ぎしていた。

　どうやら夕方以降は一部のゲートが閉められてしまうらしい。

　さほど高さがあるわけではないので乗り越えられないこともないが、なにしろ今け朝さはそれで失敗している。ここはおとなしく戻ったほうがいいだろう。

「はぁ……まぁ、いいや。別に急いでいるわけでもなし」

　そもそも散歩は綾斗の数少ない趣味だった。

　中庭とはいえ中規模の公園くらいの広さはあり、樹木も手入れが行き届いている。

　よくよく見回してみれば、のっぺりとした人形のようなフォルムの半人型ロボット――擬形体パペツトが木々の剪せん定ていをしていた。軍用の擬形体は遠隔操作も可能と聞くが、一般的な擬形体は自動制御なので複雑な作業はできないし動作も遅い。今では過か酷こくな労働環境での作業は大抵こうした擬形体が行っている。

　とはいえ綾斗の住んでいたような地方都市では滅めつ多たに見かけない光景だ。

　夕日が木々の影をくっきりと浮かび上がらせる中、そんな擬形体の作業を物もの珍めずらしく眺ながめながら歩いていると、ふいに怒鳴り声が響き渡った。

「……なら、なんで新参者なんかと決けつ闘とうしやがった！」

　若い男の声だ。

　気の小さい者ならすくみ上がってしまいそうな剣けん幕まくで、ビリビリと空気を震ふるわせている。

（なにか揉もめ事ごとかな……？）

　木こ陰かげに隠れるようにして様子をうかがえば、開けた場所にちょっとした四阿あずまやがあった。その前に三人組の男子学生が立っている。特に中央の学生はがっしりとした大柄な体たい躯くで、遠目にも威圧感がものすごい。他の二人――痩やせている学生とやや太めの学生は一歩引いていて、この大柄の学生に従っているような雰囲気だ。

　四阿の中にも誰だれかいるらしいが、綾斗の位置からは確認できない。

　穏やかでない事態なら放ほうっておくことはできないと思う反面、あまり首を突っ込みすぎるのもどうかと思う。ここにはここのルールがあって、綾斗はまだまだそれに馴なれていないのだからなおさらだ。

　――だが。

「答えろユリス！」

　聞こえてきたその名前に、綾斗は思わず身を乗り出した。

「答える義務はないな、レスター。我々は誰だれもが自由に決けつ闘とうをする権利を持っている」

「そうだ。当然、オレもな」

　こそこそと移動してみると、確かに四阿あずまやの中には輝かがやく薔ば薇ら色の髪の少女が座っている。

　レスターと呼ばれた大柄な学生とにらみ合っているその真ん中では、ばちばちと火花が散っているのが見えるようだ。

　とてもではないが友好的な雰囲気とは言いがたい。

「同様に、我々は決闘を断る権利も持っている。何度言われようと、もう貴様と決闘するつもりはない」

「だからなぜだ！」

「……はっきり言わないとわからないのか？」

　ユリスは大きくため息をつくと、立ち上がって真正面からレスターと向き合った。

「きりがないからだ。私は貴様を三度退しりぞけた。これ以上はいくらやっても無む駄だだ」

「次はオレが勝つ！　たまたままぐれが続いたくらいで調子に乗るなよ！　オレは、オレ様の実力はあんなもんじゃねえ！」

「そうだそうだ！　レスターが本気を出せばおまえなんて相手にならないんだぞ！」

　レスターの後ろに控ひかえていた二人のうち、太ったほうの学生が便乗するように野や次じを飛ばす。



    


  
    
      



    


  
    
      

「ならばまずそれを証明することだ――私以外の相手でな」

　だが、ユリスはこれで話は終わりとばかりに背を向けた。

「待て！　まだ話は終わっちゃ……！」

　レスターがその肩をつかもうとしたところで、綾あや斗とは木こ陰かげから出て行って声をかけた。

「あれ、ユリスじゃないか。奇遇だね、こんなところで」

「……おまえ、なぜここに」

「なんだてめぇは？」

　そのタイミングと台詞せりふがあまりにもわざとらしかったせいか、ユリスとレスターは二人揃そろって眉まゆをひそめながら綾斗をにらむ。

「あはは……いや、ちょっと道を間違えちゃってさ」

「ああっ！　レスター！　こいつ、例の転入生だよ！」

「なんだと……？」

　より鋭するどさを増したレスターの視線が綾斗に突き刺さる。

　視線に攻撃力があったとすれば、鉄板くらいは簡単にぶち抜きそうなくらいの迫力だ。

　しかし綾斗は平然とそれを受け流してユリスに尋ねた。

「で、ユリス。こちらは？」

「……レスター・マクフェイル。うちの序じよ列れつ九位だ」

　ユリスは腰に手をあてつつ呆あきれ顔がおで答えた。

「へえ、君も《冒頭の十二人ページ・ワン》なのか。すごいな」

「……」

「あ、俺は天あま霧ぎり綾斗。よろしく」

　綾斗が差し出した右手には見向きもせず、レスターは怒りに満ちた目で綾斗を見み下おろしている。

　間近で見るレスターは並なみ外はずれて大きかった。身長は二メートル近いだろう。肩幅も広く、その筋肉はかなり鍛きたえ上げられている。

《星脈世代ジエネステラ》の筋肉組織は常人よりも強きよう靭じんかつしなやかで、鍛えてもそれほど外見的に発達しないのだが、よほどのトレーニングを積んだに違いない。

　短く刈かられた茶色の髪は逆立つようで、堀ほりの深い顔立ちには憤ふん怒ぬの形相が浮かんでいた。

「こんな……こんな小僧と闘たたかっておいて、オレとは闘えねえだと……？」

　握った拳こぶしと声を震ふるわせ、レスターがうめく。

「ふざけるな！　オレはてめぇを叩たたき潰つぶす！　絶対に、どんな手を使ってもだ！」

　すでにレスターの目に綾斗は映っていないようだった。

　大きく腕を振り、ユリスに詰め寄る。

「ちょ、ちょっとレスターさん、落ち着いてください……！　さすがにここじゃ……」

　痩やせたほうの男子生徒がなだめようとするが、まるで聞く耳を持っていない。

　ユリスはこの年代の女子としては平均的な身長なので、レスターとの体格差たるや大人と子どものようだ。

　それでもユリスは一歩も引かずに毅き然ぜんと返した。

「不可能だな。少なくとも貴様がその猪いのししのような性格を改善しない限りは、いくらでもあしらえる」

「なんっ……くそっ！」

　レスターは一瞬怒りを爆発させそうになったが、ここでそうしたらまさにユリスの言葉を肯定するようなものだとわかったのだろう。

「お、おまえ！　あんまりレスターを舐なめてると後悔するぞ！　きっと次こそは……！」

「やめとけランディ！」

　小太りの学生を一いつ喝かつし、苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔で四阿あずまやを出ていくレスター。

「オレは諦あきらめねぇぞ。必ずてめぇにオレの実力を認めさせてやる……！」

　そう吐はき捨てて去っていくレスターのあとを、残された二人があわてて追いかけていく。

「はぁ……やれやれだ」

　その姿が完全に見えなくなってから、ユリスは再び長イスに腰を下おろした。

「あはは……余計なお世話だったかな」

「まったくだ。おかげで普段よりも余計に絡からまれたではないか」

「それはごめん――って、普段からあんなことを？」

　ユリスは答える代かわりに小さく両手を上げてみせた。

「レスターはどうやら私が気に食わないらしい。その手の輩やからは少なくないが、こうまでしつこいのは初めてだな」

「だけど、序じよ列れつ九位ってことは相当強いんだよね？」

　そのあとに「大丈夫なの？」と続けようとして思いなおした。

　まだ半日程度の短い付き合いでも、それが彼女の機き嫌げんを損ねるような一言だということくらいは綾あや斗とにもわかる。

「強いか弱いかで言えばまあ強いほうだろう。だが私ほどではないし、そもそも序列なんてものは言うほどあてにならん。『在名祭祀書ネームド・カルツ』入りしていなくても実力のあるやつはいくらでもいる。相性もあるしな」

　ユリスは顔を上げると、わずかに口角を上げた。

　その問いかけるような視線に綾斗は逃げるように目をそらす。

「せっかくだ。私からも一つ質問がある」

「ええっと……な、なにかな？」

「今け朝さの決けつ闘とうで、おまえは流星闘技メテオアーツを使ったな。無調整の煌式武装ルークスで一体どうやった？」

「ああ、あれは流星闘技メテオアーツじゃないよ」

「……なんだと？」

「そもそも俺、流星闘技は使えないんだ。どうも煌式武装ルークスと相性が悪いっていうか苦手でさ。できれば実体があるほうが使いやすい」

「だったら今け朝さのあれは……」

「あれはただの剣技だよ。うちは一応古流剣けん術じゆつの道場だから、そりゃ多少はね」

「ただの剣技だと……？」

　ユリスの瞳ひとみが見開かれる。

「……確かに煌式武装の刀身ならば、私の炎ほのおを斬きること自体は不可能ではない。だがあそこまで見事に切り裂さかれたのは初めてだぞ。おまえ、どんな腕をしている？」

「はは、たまたまさ」

「……ふん、まあいい。そのとぼけた顔がいつまで続くか見み物ものだ。ここはおまえが思っているほど甘い場所ではないのだからな」

「甘く見ているつもりは全然ないんだけどなぁ」

　ぽりぽりと頭をかく綾あや斗と。

「そういうユリスはなんでそんな危ないところで闘たたかってるのさ？」

「なに？」

「聞いたよ。お姫様なんだって？」

「確かに私はリーゼルタニアの第一王女だ。だが、それがなんだというのだ。ここにいる者は多かれ少なかれ、ここでしか手に入れることのできないなにかを掴つかむために闘っている。肩書きや身分など関係ない」

　静かな言葉だったが、そこには揺るぎのない強い意志が感じられた。

「……ユリスが望むものって？」

　そこまで踏み込んでいいものか少し迷ったものの、綾斗はあえて尋ねてみる。

　ユリスは意外にも素直に答えてくれた。

「金だ」

「え……？」

「私には金が必要なのだ。そのためにはここで闘うのが一番手っ取り早い」

　……お姫様が金銭のために闘っている？

　普通に考えればお姫様というのは裕福な身分のはずだ。

　それがなぜ？

「あまり時間の余裕もなくてな。区切りもいいし、今シーズンの《星武祭フエスタ》を全て制せい覇はする。それが私の目標だ」

「三つの《星武祭》を全部って……」

　つまり、グランドスラム。

　それがどれほど難しいことかは綾あや斗とだって知っている。

「ああ、手始めは《鳳凰星武祭フエニクス》だ。最低でもここは押さえておかねばならん」

《星武祭フエスタ》の賞金はそこで得たポイントで決定するが、一度でも優勝すれば一生遊んで暮らせるほどの褒ほう賞しようが出ると聞く。

「……」

　綾斗は理由を尋ねたかったが、さすがにそれはやめておいた。

　そのくらいの分別は綾斗にもある。

　代かわりに別の疑問がひとつ氷解した。

「ああ、それでパートナーを探しているんだ？」

　今け朝さのクローディアとユリスのやり取りを思い出す。

《鳳凰星武祭》はタッグ戦なので、当然ユリス一人では出場できない。

「う……ま、まあそうなるな」

　言葉を濁にごしたところをみると、やはりパートナー探しに難なん儀ぎしているというのは事実らしい。まあ、ユリスのこの性格からすれば仕方がないかもしれないが。

「べ、別にいまだにパートナーが見つかっていないのは、私に友人がいないからではないぞ？　いや、私に友人がいないのは事実だが、それとは関係なく単純に私のパートナーとして合格基準に達した者がいないというだけだ」

　――友達がいないのは認めちゃうんだ。

「ちなみにどんな相方がお望みで？」

「そうだな……まず私と同程度の実力者――というのはさすがに望みすぎなので、せめて《冒頭の十二人ページ・ワン》クラスの戦闘能力を持ち、清せい廉れん潔けつ白ぱくで頭の回転が速く、強い意志と高こう潔けつな精神を秘めた騎士のごとき者だな」

「……それはまただいぶハードルが高いね」

「む、そうか？　これでもかなり甘めにしたつもりなのだが……」

　こういうところはお姫様っぽいかもしれない。

「だが確かにエントリーの期限も近い。そろそろ贅ぜい沢たくも言ってられんだろうな」

　ユリスは自分に言い聞かせるようにつぶやくと、鞄かばんを持って立ち上がった。

「さて、私はそろそろ戻るとするが――そういえばそもそもおまえはどうしてこんなところにいたのだ？」

「あー、それがなんとゆーか……こっちのほうが近道だと思ったら、向こうの扉が閉められちゃっててさ」

「ああ、中庭のゲートは夕方になると自動的に閉まるようになっているはずだからな。この時間ならまだ閉まるのは中等部側だけだと思うが」

　やっぱりか。

「あ、ところで自動的に閉まるってことはさ、もしかしてここでのんびりしてたらそのまま閉じ込められちゃう……なんてことはないよね？」

「は？」

「いや、俺ってこういうところを散歩するのが好きだから、そうなったら困るなあって」

　綾あや斗との言葉にユリスは一瞬ぽかんとした表情を浮かべたが。

「……ぷっ、あははは！」

　次の瞬間小さく吹き出していた。

「あ、当たり前だ。まったくおまえは本当に馬鹿なのか？　今け朝さあんな目にあったのだから、少しは学習して案内図を見るなりするがよかろうに。心配しないでも、ちゃんと高等部校舎側の門は夜間まで開いている」

　からかうように言いながら、ユリスが柔やわらかく目を細める。

　その顔は年相応の、ごく普通の女の子のようで――

「うん？　どうした？」

「いや……そんな風に笑うんだなって思ってさ」

「なっ!?」

　見る見るうちにその顔が赤く染まった。

「な、なななにをいきなり！　私だって笑うことくらいはある！」

　そしてすぐにいつもの不ふ機き嫌げんそうな顔に戻ると、ぷいっと横を向いてしまう。

「だったら普段からもっと愛あい想そよくしてればいいのに。もったいないよ？」

「うるさい！　大きなお世話だ！」

　ユリスが噛かみ付つかんばかりに言い返す。

「だ、大体おまえのほうこそその腑ふ抜ぬけた顔をもう少し引き締めたらどうなのだ！　顔の緩ゆるみは気の緩み！　そうすれば今日みたいな間抜けな失敗をせずともすんだはずだぞ！」

　……さすがにそれは飛ひ躍やくしすぎではないだろうか。

「まあ、確かに半分は俺がうかつなせいだけど、もう半分は単に知識不足のせいだし……」

　そもそもこの学園が広すぎるのが問題なのだ。おまけによくわからないルールも多いし、とにかく新参者に優しくない。

　せめて誰だれか案内でもしてくれたなら――

「あっ」

　そこまで考えて綾斗はじっとユリスを見た。

「な、なんだ……？」

　なぜだかユリスは顔を赤くしながら後ずさる。

「――ユリス、俺に学園を案内してくれないかな？　ああ、せっかくだから街のほうも」

「……はぁ？」

　その申し出に、露ろ骨こつに顔をしかめるユリス。

「なんの冗談だ？　私がどうしてそんなことをしなければならん」

「だってほら、俺はユリスが言うところの『貸し』を持ってるんでしょ？　ユリスだって言ってたじゃないか。一度だけ、頼みを聞いてくれるって」

「それは確かに言ったが……まさか本気なのか？」

「本気って？」

「そんなことでいいのか、という意味だ。はなはだ不本意ではあるが、私はおまえに危機を救われた。決して小さくはない借りだ。望むのならばある程度のことは――い、いや、もちろん破は廉れん恥ちなことは不許可だが――例たとえば《冒頭の十二人ページ・ワン》としての私の力を貸すこともできるのだぞ？」

「つまり戦力としてユリスの力を貸してくれるってこと？」

「そうだ」

「それはいいや」

　綾あや斗とはあっさりと首を横に振った。

「まずはこの学園に慣れるほうが先だと思うしね」

「……」

　あっけらかんと言ってのける綾斗を探るような目で見ていたユリスは、やがて苦く笑しようして息をはいた。

「底の読めぬ男だ。あるいは本当にただの馬鹿なのか？」

「……その二択なら、まあ、どっちかと言えば後者じゃないかな」

「ふん、よく言う。だがまあいい。そういうことなら案内してやる」

「ありがとう、助かるよ」

「し、仕方あるまい、借りは借りだからな。学園内の案内は明日の放課後、街の案内は……そうだな、どこか休日の予定を空あけておいてやろう」

「うん、よろしく」

　これで当面の懸け念ねんは解消されそうだ。

「よし、それじゃ今度こそ俺も寮りようへ戻ろうかな……って、ぐぇ！」

　そのまま歩き出そうとした綾斗の襟を、ユリスが背後からぐっと掴つかむ。

「では早速一つ教えておいてやる。ここから男子寮へ向かうなら大学部校舎の横を抜けるのが一番早い」

「げほっ、ごほっ……！　そ、それはどうも。ただ、できればもう少し優しくレクチャーしてくれると嬉うれしいんだけど……」

　首が絞しまってむせる綾斗に、ユリスは小さく微笑ほほえみながら答えた。

「それはさっきの条件にはなかったので却きやつ下かだ」



　　　　　＊



　綾あや斗とが男子寮りようについた頃ころには、あたりはすっかり暗くなっていた。

　女じよ子し寮りようとは校舎を挟んでちょうど反対側。あちらがクラシックな欧風式の造りだったのに比べて、こちらはごく普通のマンションタイプだ。

「えーと、二一一号室だったっけ」

　今度はしっかりと案内図を確認してから部屋に向かう。

　棟とうが分かれているとはいえ、共有階には中等部や大学部の学生の姿もあってなかなかに新鮮だ。すれ違う学生がことごとく好奇の目で見てくることには面食らったが、綾斗はもう開き直ってにこやかに手を振って応こたえることにした。

　二一一号室は二階の角部屋で、真新しいネームプレートにも「天あま霧ぎり綾斗」の文字が入っている。

「よう、おかえり。遅かったじゃん」

「ちょっといろいろあってさ」

　一応ノックをしてから自室の扉を開けると、ベッドに寝転がっていた英えい士し郎ろうがひらひらと手を振って出で迎むかえてくれた。

「へぇ、思ったより広いんだなぁ」

　おおよそ十畳程度の室内には備え付けのベッドと机。

　下おろしたてのシーツの上にはバッグが一つ無造作に置いてある。先に送っておいた綾斗の荷物だろう。

「荷物はそれだけなのか？　少ないな」

「着替えくらいなものだから。夜や吹ぶきこそあんまり物を置いてないんだね」

　英士郎の机には手書きのメモが貼はり付つけられていたり書類らしきものが山をなしていたが、それ以外はいたって簡素なものだ。

「無む趣しゆ味みなもんでね。部活動くらいしかやることがないのさ」

「ああ、そうだ。その新聞部殿に聞きたいんだけど、レスターって男子学生はどんな人なんだい？」

「レスター？　レスター・マクフェイルか？」

「だったかな。確か序じよ列れつ九位って言ってた」

「なら間違いないな。《轟遠の烈斧コルネフオロス》レスターだ」

　英士郎は上半身だけ起こすと、携帯端末を操作して空間ウィンドウを呼び出した。

　そこに映し出されたのはまさしくさっき綾斗が会った大柄な男子学生だ。

「レスター・マクフェイル。星せい導どう館かん学がく園えん一年で序じよ列れつ九位の《冒頭の十二人ページ・ワン》。体格をいかしたパワーファイトを得意とし、近接戦闘では無類の強さを誇る。一方で《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》といった能力者相手には苦戦することが多い。使用武器は斧型煌式武装ルークス《ヴァルディッシュ＝レオ》」

「おおー、すごいな」

「ま、このあたりは普通にネットで拾える情報だけどな。これ以上のが欲しいってんなら、そっから先はまた別の話だ」

「と言うと？」

「これが必要ってことさ」

　英えい士し郎ろうは人差し指と親指で丸を作ってみせた。

「お金を取るの!?」

「おいおい、当然だろ。この学園の生徒は――というより他よ所そも大体似たようなもんだから、このアスタリスクにいる学生はだな、大きく二種類に分けられるんだ。一つはお姫様たちみたいに本気で《星武祭フエスタ》での活躍を目指してる学生。もう一つはおれたちみたいにとっくに《星武祭》なんか諦あきらめてる学生だ」

「……夜や吹ぶきは諦めてるのかい？」

「おうよ。同じ《星脈世代ジエネステラ》つっても、みんながみんなここで天下を取れるわけじゃない。ここにいるとな、嫌でも実力の差ってやつを見せつけられちまう。越えられない壁ってもんを自覚するわけだ。で、そうやって脱落していったやつらはなにをしてるのかって話さ」

「なにって……なんだろう」

　考え込む綾あや斗とに、英士郎はけらけらと笑いながら胸を張った。

「簡単さ。《星武祭》以外のやりがいなり楽しみなり稼かせぎ方なりを見つければいい。それがおれの場合は新聞部なわけだ」

「でも、新聞部が儲もうかるなんて話はあんまり聞かないけど？」

　学生のクラブ活動からはどうにも「稼ぐ」というイメージがわかない。

「おいおい、失しつ敬けいだな。こういっちゃなんだが、かなりなもんなんだぜ？　おまえさんもネットなりテレビなりでアスタリスクの映像を見たことあるだろ。あの手の映像で学園内が舞台だったら、まず学生の報道系クラブが撮影したもんだと思っていい。外部の報道機関は協定によって学園の敷しき地ち内には入れないからな」

　それを聞いてピンときた。

「ははぁ、なるほど……。つまり夜吹たちはそういった映像なり情報なりを、外の報道各社に売っているわけか」

「そういうこった」

　英士郎はにんまりしながら指を立てる。

「手に職をつけてるやつらは他にも多いんだぜ。クラブでいえば煌式武装ルークスのカスタマイズを請うけ負おってる落らく星せい工こう学がく研究会なんかは、装そう備び局きよくよりずっと腕がいい。ま、さすがに六学園随一の技術力を持つアルルカントとは比べられないけどな。あとは大きな声じゃ言えないが、学園内での決けつ闘とうに関して開かれる賭と場ばの多くは学生が胴どう元もとだ」

「……そういうのって学園側が取り締まったりしないの？」

　綾あや斗とには学生の領分を逸いつ脱だつしているのではないかと思えたのだが、英えい士し郎ろうは立てた人差し指を小さく振った。

「ちっちっち。今の世の中、金が動くのに文句をいうやつはいないさ。そもそも学園の上にいるのは統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいなんだぜ？」

　統合企業財体は経済活動が活性化し、発達することを最重要視している。

　そのためにはお金が流動することが必ひつ須すとなるので、消費活動は世界的な風潮として推すい奨しようされていた。

　このアスタリスクもそうした土台の上に成立しているのだ。

「それから……そうだな、簡単なとこでは有力学生の取り巻きになるってのもあるな。特に《冒頭の十二人ページ・ワン》クラスになるとおこぼれの旨うま味みも多い」

「うん？　それって……もしかしてレスターにもいる？」

　綾斗はレスターの後ろに控ひかえていた二人の学生を思い出した。

「あー、こいつらか？」

　英士郎が端末を操作すると空間ウィンドウがさらに二つ展開される。

　片方は痩やせ気味、もう片方は小太りの男子だ。外見は対照的な二人だったが、その卑ひ屈くつそうな目つきだけはよく似かよっていた。

「そうそう、この人たちだ」

「痩せてるほうはサイラス・ノーマン。一応《魔術師ダンテ》なんだが目立った戦績はないな。能力は物体操作。で、小太りのほうはランディ・フック。こっちは一度だけ『在名祭祀書ネームド・カルツ』入りしたことがあるが、今はリスト外。使用武器は弓型煌式武装だ」

「本当にぽんぽん出てくるんだね……」

　綾斗は正直閉口していた。

　有力学生の情報だけならともかく、その取り巻きまで把握しているというのは並大抵ではないはずだ。

「へっへっへ、恐れ入ったか？」

　英士郎はウィンドウを閉じると、そのまま勢いをつけてベッドから飛び降りる。

「さってと、そんじゃそろそろ飯めしにしようぜ。食堂まで案内してやるよ」

「その前に、レスターについてもう一つ聞かせてほしいんだけど」

「お？」

「彼、ユリスとなにか因いん縁ねんでもあるのかな？」

　その質問に英えい士し郎ろうは嬉うれしそうに笑った。

「なるほどねぇ。なんでいきなりレスターの話を聞きたがるのかと思ったら、そういうことか。おまえさん、本気であのお姫様狙ねらいなんだな」

「べ、別にそういうわけじゃないんだけど」

　ただ、あの少女がなぜか気になることは確かだった。

「いいってことよ。ただし、さっきも言ったがこっから先は有料だぜ？」

　こくりとうなずく綾あや斗とを待って、英士郎が再び空間ウィンドウを開く。

　今度は動画だ。画面では炎ほのおを駆使して戦う少女が華はなやかに舞っている。

　それに対するは巨漢の男子。身みの丈たけほどもある巨大な戦せん斧ぷを振り回してはいるが、一見しただけでもその劣勢は明らかだった。

「こいつは去年の公式序じよ列れつ戦だ。当時レスターは序列五位。お姫様は序列十七位だった」

「ということは……」

「そう、勝ったのはお姫様。これで晴れてページ・ワン入りした記念の試合さ」

「一方、レスターにとっては屈くつ辱じよくの試合ってことか」

「そうなるな。実際レスターはこの後も公式序列戦で二回お姫様に挑んで、見事に負けている」

　公式序列戦とは一ヶか月げつに一回開かれる学園選抜試験だ。

　決けつ闘とうは双方の合意が不可欠なので、闘たたかうことを拒否し続けることができる。一度上位にランキングされた学生がその地位を守ろうと逃げ続けることを防止するため、こうして一ヶ月に一度は闘わなければならない仕組みになっているのだ。原則として、公式序列戦では序列が下位のものから指名された場合拒否することはできない。

「もっとも同じ相手、同じ序列へ指名できるのは二回までだ。そうでないと八や百お長ちようもできちまうからな」

「――つまり、レスターはもう公式序列戦でユリスを指名できない」

　だからあれほど決闘にこだわっていたのか。

「レスターはプライドが高いし、気き性しようも激しい。どうしてもやり返さないと気がすまないんだろう……無理だとは思うがね」

　英士郎はそう言って端末をポケットにしまった。

「おまえさんはどう思う？」

「さっきの映像を見る限りじゃ、勝ち目がないわけでもないと思うよ」

　相性は悪いが、それでもレスターの強さはかなりのものだ。勝負は時の運もあるし絶対はない。

「ただ――目が違う」

「ほぉ」

　ユリスの瞳ひとみはレスターを見ていなかった。

　あれはもっと遠くの、遥はるか遠い場所を見定めている目だ。

　一方でレスターはユリスしか目に入っていない。

　あれではきっと、レスターがユリスに及ぶことはないだろう。

　――そして綾あや斗とにはユリスと同じような眼まな差ざしに、確かな覚えがあった。

「ありがとう、夜や吹ぶき。で、情報料っていくらくらいかな？」

　特とく待たい生せいなので入学金も学費も無料の綾斗だったが、それほど資金に余裕があるほうではない。なにしろ実家はほとんど潰つぶれかけているボロ道場だ。

　小遣い程度はバイトでどうにかしていたが、それとて節約しないといつまで持つかわからなかった。

「おしっ、んじゃ今度こそ飯めしだ飯！　行くぞ、天あま霧ぎり！」

　しかし英えい士し郎ろうは綾斗の首にがしっと腕を回すと、そのまま引きずるように部屋を出る。

「わわっ！　ちょ、ちょっと夜吹！」

「うちの学食は和食か洋食か選べるんだが、おまえさんはどうする？」

「え、ええっとじゃあ和食で……」

「和食なら今日の献こん立だては鰆さわらの幽ゆう庵あん焼やきに厚揚げ豆腐、大根と竹ちく輪わの煮に物ものだったな……。よし、じゃあ厚揚げ豆腐をもらっとくぜ」

「……は？」

「転入祝いだ。今回はそのくらいで勘かん弁べんしといてやるよ」

　英士郎はニヤリと笑うと、首に回した手をほどいて綾斗の背中を軽く叩たたく。

「どうだ、おれっていいやつだろ？」

「自分で言わなきゃ、もっとね」

　綾斗は苦く笑しようして、その背中を叩き返した。



    


  
    
      


第四章　追憶と再会





　草の香りたつ初しよ夏かの夜だった。

　その日、少年は道場の片隅で正座をさせられていた。

　わずかな灯あかりが照らすだけの薄うす闇やみの中、子どもらしい愛あい嬌きようのある仏ぶつ頂ちよう面づらが苦痛をかみ殺している。どれだけの時間こうしているのか、もはや少年にもわからなかった。それでも足を崩さないのは少年なりのプライドと反抗心ゆえだ。

「まったくもう……今度はなにをやらかしたの？　お父さん、カンカンだったよ」

　と、ふいに扉が開いて柔やわらかな声と月明かりが差し込んできた。

「……ぼくは悪くない」

　少年はすねるようにそう言って、ぷいっと顔を背ける。

　現れた少女は月光を背に身をかがめると、小さく息を吐はいた。

　長い黒髪を押さえるようにかき上げながら、困ったような表情で少年を見み下おろす。少年よりは五つか六つは年上だろう。袖そでの短いセーラー服が、溌はつ剌らつとしたその雰囲気によく似合っている。

「綾あや斗と」

「だってお姉ちゃん！　あいつらが……！」

「綾斗っ！」

　鋭するどさを増した少女の声に、少年はびくんと首をすくませた。

「言い訳なんて男らしくないぞ」

「うう……」

　それまで気丈に耐えてきた少年の顔が歪ゆがみ、その瞳ひとみに涙がにじむ。

「……でも、綾斗がちゃんと反省してるなら話を聞いてあげる」

「ほんとっ？」

　一転、ぱぁっと少年の表情が明るく輝かがやいた。

「ちゃんと反省してる？」

「うん！　反省してる！」

「本当に？」

「うん！」

「本当に本当？」

「うん！」

「本当に本当に本当？」

「……お姉ちゃん、重い女は嫌われるって前にサヤちゃんがいってたよ」

　ごつん。

「……ごめんなさい。反省してます」

「よろしい」

　少女は威い厳げんたっぷりにうなずいてみせる。

「じゃあ、まずはそこに座りなさい」

「もう座ってるよ、お姉ちゃん」

「……ちゃ、ちゃんと正座で座りなさい」

「ずっと正座だよ、お姉ちゃん」

「……」

　少女はコホンと咳せき払ばらいすると、赤面しながら制服のポケットから眼鏡めがねを取り出した。

「いつも思うんだけど、お姉ちゃんはかっこつけてないで普段からメガネをかけてればいいのに」

「う、うるさいな！　いいでしょ、別に！」

　ブラックフレームのオーソドックスな眼鏡は少女によく似合っていたが、あまり気に入っていないらしい。

「はぁ……それで何があったの？」

　ようやく本題に入れると思い、少年がまくしたてる。

「ぼくはなにもしてない！　ただ、あいつらがしつこく立ち合えっていうから……！」

　少年の話によると、道場の門もん下か生せいが素振りばかりしている綾あや斗とをからかってきたことが発ほつ端たんらしい。

　少年は他の門下生と剣を合わせることを父親から厳きびしく禁じられている。そのためこうして馬鹿にされたりちょっかいを出されることが少なからずあった。

　門下生の数は多くないものの、そのほとんどが《星脈世代ジエネステラ》だ。武道が《星脈世代》の精神修練と人格形成に役立つと、政府から推すい奨しようされているためである。

　だが、そんなものは嘘うそっぱちだと少年は感じていた。

　彼らはただ単に自分の力を、自分がいかに強いのかを示したいだけなのだ。

　法律は《星脈世代》が一般人に対して暴力を振るうことを厳しく禁じている。それは未成年だろうと例外ではなく、だからこそ同じ《星脈世代》である綾斗がターゲットになったのだろう。

「それにあいつら、お姉ちゃんのことまで……！」

　少年が悔くやしそうに唇くちびるを噛かむ。

　少女も同じ道場で剣の腕を磨みがいている一人だ。少年ほど厳しく禁じられているわけではないが、他の門下生と立ち合うことは滅めつ多たにない。今回の門下生達はまだ入門して日が浅く、そうした少女の姿をまだ見たことがなかった。

　それでもこの少女が門もん下か生せいの中でも一番腕が立つことを少年は知っている。

「だから、ちょっとだけ相手をしてやったんだ！」

　その結果どうなったのか、少女には聞くまでもなかった。

「……ふむ」

　少女はしばらく考え込んでから慎重に口を開いた。

「なるほどね。確かに綾あや斗とは間違ってない」

「そうだよね！」

　少年が嬉うれしそうに顔を上げる。

　しかし少女はそんな少年をじっと見つめると、諭さとすように続けた。

「――でも、正しくもない」

「え？」

「綾斗、なんでお父さんがあなたに立ち合いを禁止しているかわかる？」

「……」

　少女の言葉に少年はふるふると首を振る。

　以前、父親に直接聞いたことはあったが答えてくれなかったからだ。

「あなたは強い力を持っている。でも力っていうのは人を傷つけてしまうこともある。そしてそれは、自分を……綾斗自身を傷つけてしまうことでもあるの」

「ぼくは怪け我がなんかしてないよ？　どこも痛くないし……」

「それはあなたがまだ力に頼っているから」

　少女の声が少しだけ硬くなる。

「力に頼って身をまかせている限り、痛みを感じることはない。でもそのかわり、人の痛みを感じることもできなくなってしまう。お父さんもお姉ちゃんも、綾斗にそんな人間になってほしくないの」

「……？」

「尊そん厳げんを守るために闘たたかうことは、誰だれもが持っている正当な権利よ。だから綾斗は間違っていない。けれど、綾斗はまだその結果に対して責任を負おえない。無責任と正しさは決して相あい容いれないものだから」

「……よくわからないよ」

　なにか大切なことを教えてもらっているのだということはわかったが、その内容はほとんど理解できなかった。

「とにかく、まだ綾斗には早いってこと」

「じゃあ、いつになったらいいの？」

「んー、そうだなあ」

　少女はあごに指をあてて首をひねる。

「強しいて言えば、綾あや斗とが自分の成なすべきことを見つけたときがそうかな」

「なすべきこと……」

「うん。それはきっと、あなたがその力をどう使うかを決めたときだから」

　少女の言葉はそれでもまだ難しかったが、少年は小さくうなずいた。

「ん、よろしい」

　少女は満足そうにうなずくと、少年の頭をぽんぽんと叩たたく。

　と、少年はそこでふと思い立った疑問を少女へ尋ねた。

「お姉ちゃんは？」

「ん？」

「お姉ちゃんは、もう『なすべきこと』を見つけたの？」

　その質問に少女はやや面食らったような顔になったが、すぐに優しく微笑ほほえんだ。

「もちろん。あたしが成すべきことはね――」

　そこまで言うと、少女は身をかがめてぎゅっと少年を抱きしめる。

「あなたを守ることよ、綾斗」

「ぼくを……？」

「そう。それがあたしにとって、なによりも、一番大切なこと」

「じゃあ――じゃあぼくもお姉ちゃんを守るよ！　それがぼくの『なすべきこと』だ！」

　少年は本気だった。少年にとっても、それがなによりも大切で、かけがえのないことに思えたから。

　けれど少女は悪戯いたずらっぽく笑うと、そんな少年の額ひたいを人差し指でちょこんと弾はじいた。

「あはは、生意気言ってくれるじゃない。そういうのはあたしより強くなってから言うものよ？」

「う……」

　確かに少女の実力は少年を遥はるかに上回っている。

　それがわかっているだけに、綾斗はなにも言えなかった。

「それに、そういう言葉はもっと大事に取っておきなさい。綾斗も男の子なんだから、いつかもっと相応ふさわしい時がくるわ」

「……そんなのわかんないよ」

　しょんぼりとうなだれる少年を、少女はもう一度、先ほどよりもずっと強く抱きしめた。

「うん、今はまだそれでいいの」

「……お姉ちゃん？」

「ありがとね、綾斗。お姉ちゃんのために怒ってくれて。大好きだよ……」
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　薄手の毛布を振り払い、ばね仕掛けの人形のように跳ね起きる。

　時刻を確認すれば午前四時を少し回ったところ。

　窓の外には夜明け前の薄暗さだけが広がっていた。

「……またずいぶんと懐なつかしい夢を見たもんだ」

　タッチの差で鳴り出した目覚ましのアラームを止めて、綾あや斗とはコキコキと体をほぐす。

　まったく習慣というのは怖おそろしい。

　あれだけいろいろなことがあって疲ひ労ろう困こん憊ぱい状態だったのに、いつもの時間になると勝手に目が覚める。

「いや、でも今日は救われたかな」

　もしあのまま続きを見ていたら……。

　綾斗はぶんぶんと首を振って、着替え始めた。

　制服ではなく訓練用のシャツと短パンだ。

　それにしても、と綾斗は思う。

　この早朝訓練の習慣も姉から授さずけられたものだった。どれだけ多くのものを自分はあの人からもらったことか。幼い頃ころに亡なくなった母の代かわりとして、そして厳きびしくも優しい姉として。

「……ああ、そうか」

　そこでふいに綾斗は思い至った。

　ユリスの眼まな差ざしはあの日の姉と同じなのだ。自分を守ると言ってくれた、姉の眼差しと。

　それは決して曲げぬ信念を持った者の目だ。

　今の綾斗には持ちえぬ目。

「――よし」

　枕まくら元もとに置いた煌式武装ルークスを腰のホルダーへ収め、準備完了。

　実家で使っていた木刀を持ってくればよかったのだが、かさばるのでやめたのだ。

　まだ眠っているルームメイトを起こさないようにそっと出て行こうとしたその背中に、明るい声が飛んできた。

「さすが特とく待たい生せい殿。朝練とは真面目まじめだねえ」

　見れば寝転がったまま片目だけを開けた英えい士し郎ろうが白い歯を見せて笑っている。

「悪い、起こしちゃったか」

「いんや、気にすんな。おれは元々眠りが浅いほうなんだよ。今も夢ゆめ現うつつってとこだ」

　ぼりぼりと頭をかきながら、あくびをかみ殺す。

「ま、そんなわけで……誰だれかさんの寝ね言ごとが聞こえてきたような気もするが、あれもきっと夢の中の出来事だったんだな、うん」

「っ！」

　綾あや斗との顔からさぁっと血ちの気けが引いていく。

「あ、あの……夜や吹ぶき？　それは確かに夢の中の出来事だとは思うんだ。俺もそう思うんだけど、参考までにどんな寝ね言ごとだったか聞いてもいいかな？」

「『うん！　ぼくもお姉ちゃんのことが大好……』」

「わーわーわーっ！」

　綾斗はダッシュで英えい士し郎ろうに駆け寄るとその口を押さえた。

「夢！　それは間違いなく夢だから！」

　そのまま念を押すように言い含める。

「そっかー。そういわれてみるとそうだったかもしれないなー。いやー、でもどうだったかなー。……ところで天あま霧ぎり、今日の朝食は和食と洋食どっちにする？」

　英士郎の言葉に、綾斗はがくりと肩を落とした。

「わかったよ。好きなのを持ってけ」

「へへへ、んじゃ焼き魚いただきー！」

　この分で行くと毎食おかずが一品なくなるんじゃなかろうか。

　綾斗はそんな危き惧ぐを抱いたが、とにかく今回だけは仕方がない。

「さぁて、寝直すか。そっちも朝練がんばれよ」

「はぁ……」

　なんだかこの学園に来てからため息の回数が増えたように思えるのは、きっと気のせいではないだろう。
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「ふわぁ～あ、眠い眠い……おはようさんっと」

　大あくびをかましながら英士郎が無造作に教室の扉を開く。

　あれから宣言通り二に度ど寝ねをしたようだが、それでもまだ寝足りないらしい。

　綾斗が呆あきれつつそのあとに続くと、すでに大半の席は埋うまっていた。あちこちでわいわいと雑談に花が咲いているようで、一見すれば普通の学校と変わらない光景だ。

　なんだかんだ言って出席率はちゃんとしているあたり、この学園の生徒も根は真面目まじめなのかもしれない。

「おはよう、ユリス」

「……ああ、おはよう」

　隣となりの席に声をかけると、頬ほお杖づえをついたままのユリスが短く返してくる。

　――が、その瞬間クラスの喧けん騒そうがピタリと収まった。

「お、おい、今の聞いたか……？」

「……あ、あのお姫様が挨あい拶さつを返しただと……!?」

「聞き間違いじゃないよね……？」

「あいつ、一体どんな魔法を使いやがった……！」

「いやまて、そもそもあれは本物なのか……？」

　一転してざわめきだしたクラスメイトたちに、ユリスがバンと机を叩たたいて立ち上がる。

「し、失しつ敬けいだな貴様ら！　私だって挨拶くらいは返す！」

　ユリスは憤ふん懣まんやる方なしといった表情で宣言したが、ざわめきが収まる様子はない。

　余程意外なことだったらしい。

　これだけでも普段ユリスがどのような立場にあるのかわかろうというものだ。

（せっかくだし、このままクラスメイトと打ち解とけてくれればいいんだけど）

　綾あや斗とは内心そんな風に考えていたが、それ以前に自分だってまだ転入二日目だということを思い出した。

　ユリスの心配もいいけれど、まずは自分をどうにかしてからだ。

　と、そこで綾斗はようやく昨日は空席だった左隣どなりの席が埋うまっていることに気がついた。

　青みがかった綺き麗れいな髪の女の子が、机に突っ伏ぷすように寝息を立てている。

　まさか昨日の今日でまた転入生ということはないだろうから、昨日は休んでいただけなのだろう。

　ここは一つ挨拶をしておかねばと思ったが、お休み中のところを起こすのも忍びない。

　どうしたものかと悩んでいると、ちょうどその女の子がむくりと顔を上げた。

　よし、ナイスタイミング。

「おはよう、お隣さん。えっと、俺は昨日この学園に転入してきた天あま霧ぎり――」

　しかし綾斗は最後まで口にすることはできなかった。

「……え？」

　その女の子の顔を見た途と端たん、ぽかんとした顔のまま固まってしまったからだ。

「さ、紗さ夜や……？」

「……」

　当の女の子は無表情に綾斗を見つめていたが、やがて小さく首を傾かしげてぼそりとつぶやいた。

「……綾斗？」

「えええっ！　な、なんで紗夜がここに!?」

　間違いない。沙さ々さ宮みや紗夜だ。

　驚きのあまり立ち上がった綾斗の後ろで、新しい玩具おもちやを見つけたように目を輝かがやかせた英えい士し郎ろうが身を乗り出してきた。

「なんだなんだ。おまえら知り合いなのかよ？」

「ああ、うん……古い友人というか……まあ、いわゆる幼おさな馴な染じみってやつかな」

「幼馴染ぃ？」

　英えい士し郎ろうは疑わしそうに二人を見比べる。

「だったらなんでうちの生徒だって知らなかったんだ？」

「いや、幼馴染って言っても、紗さ夜やが海外に引っ越して以来だから……もうかれこれ六年ぶりくらいになると思う」

「へー……そのわりに、こっちの反応は薄いようだぞ」

　確かに紗夜は少しも表情を変えずに綾あや斗とを見つめている。

「んー、そうは言っても昔からこんな感じだったからなぁ。これでもきっと驚いてる……はず。きっと」

「本当か？」

「……うん。ちょおビックリ」

「……いや、全然そうは見えないけどな」

　ピクリとも眉まゆを動かさない紗夜に、英士郎が力なく突っ込みを入れた。

「でも、本当に久しぶり。元気だった？」

　こくりとうなずいて返事をする紗夜。



    


  
    
      



    


  
    
      

「それにしても変わらないね、紗さ夜やは。なんか昔のまんまっていうか……」

　すると、今度はふるふると首を横に振る。

「……そんなことない。ちゃんと背も伸びた」

「え……そ、そう？」

　綾あや斗とは偶然の再会を果たした幼おさな馴な染じみをまじまじと見つめた。

　目はくりくりと大きく、顔立ちはあどけない。身長は最後に別れたあの日からほとんど変わっていないように見えるくらいなので、小学生と言っても十分に通用するだろう。表情がほとんど変わらないので、良くも悪くも人形のような可愛かわいらしさがあった。

「やっぱりあんまり変わってないような……」

「違う。綾斗が大きくなりすぎ」

　すると紗夜はぷくっと頬ほおを膨ふくらませる。

「……でも大丈夫。私の予定では来年くらいには今の綾斗くらいになってる。綾斗もまだ背は伸びるだろうから、ちょうど釣り合いが取れるはず」

　紗夜は一人うんうんとうなずいていたが、さすがに一年で三十センチ近くも背を伸ばすのは不可能ではないだろうか。

「しっかし世の中狭いもんだ。運命の再会ってやつかもな」

「運命の再会……。うん、夜や吹ぶきはいいこと言う」

　ぐっとサムズアップする紗夜。

　こういうノリの良さも昔と変わっていないようだ。

「そういえばおじさんたちは元気かい？」

　紗夜の父親は落らく星せい工こう学がくの科学者――それも煌式武装ルークスの開かい発はつ畑ばたけ一ひと筋すじ――で、沙さ々さ宮みや一家が引っ越した理由もその仕事の関係だったはずだ。

「……元気すぎるくらい。自じ重ちようして欲しい」

「はは、その言い方だと相変わらずらしいね」

　紗夜の父親に対する綾斗のイメージは、ずばり「マッドサイエンティスト」だ。

　子どもの頃ころに遊びに行った沙々宮家で、研究室にこもって高笑いをしていた姿が思い出される。

　聞くところによるとかなり優秀な人らしいが、性格に難なん有ありという評価で仕事先を転々としていたらしい。

「私がここに来たのも、お父さんがそうしろって言ったから」

「おじさんが？」

　紗夜は制服のホルダーから煌式武装の発動体を取り出した。

　グリップ型の発動体が起動し、一瞬で大型の自動拳銃が現れる。その一連の動作にはよどみがなく、かなり手て馴なれていることをうかがわせた。

「お父さんの作った銃、宣伝してこいって」

「宣伝って、そんな理由で……」

　命のやり取りをするわけではないとはいえ、アスタリスクは決して安全な場所ではない。娘を宣伝に使うために寄よ越こしたとなれば、あまり良いいこととは思えなかった。

「うんにゃ。そう馬鹿にしたもんじゃないぜ。ここで有名になれば宣伝効果は計り知れないからな。実際、ここの運営をやってる統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいだって半分はそれが目的みたいなもんだ」

　英えい士し郎ろうが割り込んできてそう説明する。

「でも、紗さ夜やはそれでいいの？」

「私は私で理由があった。だから平気」

　そんな綾あや斗との心配をよそに、紗夜はけろりと答えた。

「ほほう。で、その理由とは？」

　英士郎はすっかり取材モードになっているようで、メモ帳を片手に真剣な表情だ。

「それは秘密」

　そう言いつつも紗夜はチラリと綾斗を見る。

「でもその理由の半分は、もう……」

「ほほう」

　英士郎はそれだけで察したらしい。

「そういや沙さ々さ宮みやは入学早々に外出許可申請を出してたよな。あれ、どうなった？」

　アスタリスクは一応日本の領土内に位置しているものの、完全な治ち外がい法ほう権けんエリアとなっている。そのためアスタリスクから出る場合には、正当な理由と所属学園の許可が必要だった。

「……まだ許可が下おりてない。それがなにか？」

「いんや、もう必要なくなったんじゃないのかと思っ――」

　英士郎がニヤニヤしながらそこまで言いかけたところでピタリと口をつぐんだ。

　なぜなら紗夜がその喉のど元もとに銃口を突きつけていたからだ。

「……無ぶ粋すいな勘かんぐりはやめたほうがいい」

「おーらい。了解した。ごめんなさい。すいません」

　ぐりぐりとあごを銃口で押し上げられ、両手を上げて降こう伏ふくする英士郎。

「なんだかよくわからないけど、紗夜は意外と過か激げきだから気をつけたほうがいいよ」

「そういうことはできれば先に言ってくれ」

「おらおら、さっさと席につけ。ホームルームはじめっぞ」

　そうこうしていると匡きよう子こが眠そうな顔で教室に入ってきた。

　引きずるように持った釘くぎバットが床にぶつかり、がちがちと耳障りな音を立てているのが相変わらず無む駄だに怖おそろしい。

「おらそこ、教室で得え物もの振り回してんじゃ……って沙さ々さ宮みやじゃねーか」

「……おはようございます」

「てめー、昨日はなんで休みやがった。聞いてやるから言ってみろ」

　ずかずかと紗さ夜やの前までやってくると、匡きよう子こは腕組みをして見み下おろした。

「……単に寝ね坊ぼう」

「はっはっはー、そうか寝坊かー」

　がつん。

「……痛い」

「アホ！　これで何度目だと思ってやがる！　次の休日は補習だからな！」

　げんこつをもらった紗夜は相変わらずの無表情だったが、少しだけその目に涙がにじんでいる。

「あはは、朝が弱いところも変わってないみたいだね」

「……お布団ふとんには勝てない」

「……」

　そんな綾あや斗とと紗夜のやりとりを、隣となりの席からどこか面白くなさそうな顔でユリスが見ていた。



　　　　　＊



　その日の放課後。

「――ま、まあ、こんなものか」

　ユリスは手洗いの鏡の前で身だしなみのチェックを終えると、小さく一人ごちた。

　華か美びにすぎて本人としてはあまり気に入っていない髪にも、きっちり完かん璧ぺきに着こなした制服にも乱れはない。

　とはいえ別にそういったことを気にしているわけではないというか、その、これはあくまで礼儀の問題なのだ。服装の乱れは気の緩ゆるみに繋つながるし、以前あいつにもそんなことを言った手前、おろそかにはできないだろう。うむ、そうだ。

　ユリスはそう自分に言い聞かせると化け粧しよう室しつを出て教室に戻った。

　もう残っている生徒はそれほどいなかったが、綾斗は自分の席に座ってなにやら紗夜と談笑している。

　今け朝さの話では二人は幼おさな馴な染じみなのだという。

　それが数年ぶりに再会したとなれば話に花が咲くのも当然だろう。

　……そうは思うのだが、なぜだかユリスは落ち着かなかった。

「あー、こほん。そろそろ準備はいいか？」

「ああ、ユリス。じゃあよろしく頼むね」

「し、仕方がない。約束は約束だからな」

　ぷいっとそっぽを向きつつも、ユリスは視線の端はしでしっかり綾あや斗とを捉とらえていた。

　相変わらずのんびりとした緊張感のない顔だ。

　が、ふいに助けてもらった時の真剣な眼まな差ざしが思い浮かび、胸がざわめいた。

　ユリスは自分でもよくわからない感情が胸に渦うず巻まくのを感じ、それを振り払うようにぶんぶんと首を振る。

「……約束って？」

　と、そんな二人の会話を聞いていた紗さ夜やが不思議そうに尋ねてきた。

「今日はユリスに学園内を案内してもらうことになってるんだ」

「リースフェルトに？　なぜ？」

「それは……まあ、いろいろあったのだ。沙さ々さ宮みやには関係ない」

「……むー」

　紗夜がわずかに眉まゆを寄せる。

「さあ、行くぞ」

「ああ。じゃあ紗夜、また明日……」

「……待って。だったら、私が綾斗を案内する」

「なっ！」

「ええっ？」

　突然の宣言に綾斗とユリスは驚いて振り向いた。

「案内くらい私だってできる。リースフェルトは『仕方ない』って言ってた。だったら私が代かわっても問題ないはず」

　その言葉に今度はユリスが顔をしかめる。

「申し出はありがたいが、あいにく私は一度交かわした約束を破やぶる気はない」

「……でも綾斗だって嫌いや々いややられるより私のほうがいいと思う」

「い、嫌々やるわけではない！　第一、沙々宮は今年入学してきたばかりではないか！　　その点私は中等部からここにいる。どちらが相応ふさわしいかは明白だろう」

　二人の間にバチバチと盛大な火花が散った。

「あの、二人とも……？」

　綾斗が止めようとするが、二人の耳には入っていないようだ。

「あら、そういうことでしたら私が一番適任ということになりますね」

「おわぁっ!?」

　いつの間にやってきたのか、綾斗の背後からすっと顔を出したのはクローディアだった。

　後ろから綾あや斗とに抱きつくような格かつ好こうで、そのたわわな胸を背中に思い切り押し当てている。

　それを見たユリスと紗さ夜やの顔が一層険けわしくなった。

「ユリスは中等部三年からの転入ですが、私はちゃーんと一年生からここの生徒ですもの」

「……だれ？」

「なぜおまえがここにいる」

「てゆーかその前にまず離れてよ、クローディア！」

「あら、皆さんつれないです。せっかくですし、私も混ぜていただきたかったのですけど」

「……嫌」

「不許可だ」

「いや、だから、あ、あたってるってば！」

「ふむ、残念です。それでは用件だけ済ませて退散するとしましょう」

　クローディアは名な残ごり惜しそうに離れると、綾斗に向かって書類の束たばを差し出した。

「先日申し上げました純星煌式武装オーガルクスの選定及び適てき合ごう率りつ検査を明日行います。この書類に目を通していただいて、問題ないようでしたらご署しよ名めいをお願いします」

「あ、そのことか」

　明日とは急な話だが、せっかく姉が使っていたかもしれない純星煌式武装を見る機会だ。逃のがすわけにはいかない。

「わかったよ。……って、結構書類多いんだね」

　十枚以上はあるだろうか。どれも細かい字でびっしりと埋うまっている。

「預かっているとはいえ、統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの資産ですからね。まあ形式上のものなのでお気になさらず、さらさら～っと流してしまって結構ですよ」

「……そんなものをわざわざ生徒会長が持ってくるとは、生徒会もよほど暇ひまらしいな」

「ええ、おかげさまでうちの生徒はみんな良いい子ですから助かっています」

　ユリスの皮肉をクローディアはさらりと受け流した。

「……前から思ってたんだけど、ユリスとクローディアって友達なの？」

「はい、そうですよ」

「断じて違う！」

　まったく正反対の答えに、綾斗は困惑した顔で首を傾かしげる。

「あらあら、冷たいお答えですね」

「ウィーンのオペラ座舞踏会オーパンバルで何度か顔を合わせた程度の昔むかし馴な染じみだ。それ以上でも以下でもない」

　ウィーンのオペラ座舞踏会とは欧おう州しゆう最大の舞ぶ踏とう会かいだ。

　いわゆる上流階級の子女が社交界デビューする場として知られている。

「いいから用が済んだらさっさと帰るがいい」

「……しっしっ」

「ふふっ、ごきげんよう。ですが明日は私が綾あや斗とを独り占めさせていただきますので、悪あしからず」

　一礼して去っていくクローディアを、ユリスと紗さ夜やは腹立たしげな視線で見送った。

「まったくあの女め狐ぎつねめ、少しばかり乳ちちが大きいからといって調子に乗りおって……。あんなもの所しよ詮せんただの脂し肪ぼうではないか」

「……同意」

　ユリスの言葉にうんうんとうなずく紗夜。

　さっきまでいがみあっていたのが嘘うそのように意気投合している。

「あ！　じゃあさ、せっかくだし二人に案内してもらおうかな！」

　この機を逃のがしてなるものかという勢いで、綾斗が妥だ協きよう案あんを提示した。

「二人で……？」

「……」

　ユリスと紗夜はしばらくお互いの顔を見やったあと、さも仕方がないという様子で苦く笑しようした。

「……了承」

「いいだろう。これ以上揉もめるのも面倒だ」

「ふぅ」

　額ひたいの汗をぬぐう綾斗も心底ほっとした表情だ。



　こうして三人で学園内をめぐることになったのだが――

「ここがクラブ棟とうだ。うちは一部のクラブ以外あまり活発ではないが、報道系のクラブなどに文句を言いたい場合などで足を運ぶこともあろう」

「……ふむふむ」

「ここは委員会センター。福利厚生に関する要望・クレームはここを通す必要がある」

「……なるほど」

「食堂は……さすがに今更案内する必要はないか。一応学園内にはカフェテリアを含めて七つの食しよく事じ処どころがあるが、ここの地下は比較的空すいていることが多いので活用するといい」

「……それは初耳」



「――沙さ々さ宮みや、私は別におまえを案内しているわけではないのだがな？」

　中庭のベンチで一休みしながら、ユリスは自分の説明に逐ちく一いちうなずいていた紗夜に向かって言った。

「……私、方ほう向こう音おん痴ちだから」

「それでよくも自分が案内するなどと言えたものだ」

「えへん」

「いや、褒ほめてないぞ？」

「まあまあ、いいじゃないか。俺も勉強になったし、本当に助かったよ」

　そう言う綾あや斗とはいつものようにのんびりとした笑みを浮かべている。

「そ、それならいいのだが……」

「あ、なにか飲み物を買ってくるけどなにがいい？　おごるよ」

「そうだな。では冷たい紅茶を頼む」

「……私はりんごジュース。濃のう縮しゆく還かん元げんじゃないやつがいい」

「了解」

　綾斗は大きな噴ふん水すいを回り込むようにして高等部校舎のほうへ走っていった。

　ここからなら中等部校舎にある自販機のほうが近いのだが、そのあたりもあとで教えておいてやらねばなるまい。

　ユリスがそんなことを考えて苦笑していると、ふいに紗さ夜やが口を開いた。

「……リースフェルト、もう一度聞きたい」

「なんだ？」

「なぜリースフェルトが綾斗を案内することになった？」

「おまえもなかなかしつこいな……まあいい、答えてやる。私はあいつに借りがあったからだ。それだけにすぎん」

「借りとは？」

　その問いにユリスは一瞬口ごもったが、仕方なく素直に答える。

「……決けつ闘とうの最中に助けられた」

「決闘？　リースフェルトは綾斗と決闘をしたのか？」

「そうだ。知らなかったのか？」

《冒頭の十二人ページ・ワン》の決闘はそれなりに話題になるし、昨日の夜にはもうニュースでも映像が流れていたはずだ。

　どうやらこのクラスメイトはあまり序じよ列れつに興味がないらしい。

「さすがにその理由までは答えんぞ。プライバシーの問題だからな」

「……結果は？」

「途中で邪じや魔まが入ってな。不成立となった」

「……それはおかしい」

「なにがだ？」

「綾斗と闘たたかってリースフェルトが無事なわけがない」

　唐突なその言葉にユリスは少々面食らった。

　冗談かとも思ったが、紗さ夜やの瞳ひとみはいたって真面目まじめだ。

「これはまた過小評価されたものだ」

「……リースフェルトは強い。それは知ってる」

　紗夜が淡々と語る。

　それがさも当然の事実を諭さとすように聞こえて、ユリスは心がさざめくのを感じた。

「でも、せいぜい私と同程度。それじゃ綾あや斗との相手にはならない」

「――ほう。今度はずいぶんと大きく出たな」

　ピンと空気が張り詰める。

　少なくともユリスの知る限り、紗夜の名前は『在名祭祀書ネームド・カルツ』にない。同じクラスの有力生徒くらいは頭に入れてある。

　他人とは距離を置いてきたので確かとは言えないが、そもそも紗夜は公式序じよ列れつ戦にも参加していないはずだった。

　無論、序列が強さの全てを表しているわけではない。それはユリス自身が綾斗に語ったことだ。注目されることを嫌い、《星武祭フエスタ》直前まであえて身を隠すようにしている生徒も少なからず存在する。

　しかし、それでもユリスはこの暴ぼう言げんを見み逃のがすわけにはいかなかった。

「いいだろう。試してみるか？」

「……」

　紗夜が立ち上がり、無言のまま距離を取る。

　それを同意と見たユリスも腰を上げ、胸の校こう章しように手をかざした。

「我ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトは、汝なんじ沙さ々さ宮みや紗夜へ決けつ闘とうを――」

　そこまで言いかけて、ユリスは反射的に跳躍していた。

　ほぼ同時に、乾かわいた音が響いてベンチに光の矢が数本連続して突き刺さる。

「っ！」

　攻撃は真横からだった。つまり紗夜ではなく――

「噴ふん水すいだと!?」

　いつから潜んでいたのか、黒ずくめの格かつ好こうをした襲しゆう撃げき者しやがその上半身だけを水面からのぞかせていた。その手にはクロスボウ型の煌式武装ルークスが握られている。

「ふんっ、またもや不意打ちか」

　おそらくは前回と同一犯。

　嘲あざけるように笑ったユリスは星辰力プラーナを集中し、内なる炎ほのおを創そう起きする。

「咲き誇れ――鋭槍の白炎花ロンギフローラム！」

　空中で顕けん現げんした炎の槍を、着地に合わせて解とき放つ。

　完かん璧ぺきなタイミングでの反撃だったが、相手を貫つらぬき焼き尽くすはずの炎えん槍そうは、間に入った黒い影によって遮られた。

「新あら手てか……！　いや、それよりも私の炎ほのおを防ぐとは……」

　間に入った影も襲しゆう撃げき者しやと同じく黒ずくめの格かつ好こうだった。両手で構えたその巨大な斧形の煌式武装ルークスを盾たて代がわりにしたようだ。

　そのセンスの欠片かけらもない格好からして仲間と見てまず間違いないだろう。噴ふん水すいに潜んでいたほうはややずんぐりした体格で、新手のほうはかなりがっしりとした大男だ。二メートル近くはあるだろうか。

　その体格と装備には覚えがないこともないが、今はそれを気にしていられる状況ではない。どちらもまるで気配を感じさせなかったことといい、侮あなどれる相手ではなさそうだからだ。聞きたいことは叩たたきのめしてからじっくりと吐はかせればいい。

　ところが、ユリスがいざ星辰力プラーナを集中させようとしたその途と端たん。

「……どーん」

　地面を震ふるわせるような重低音と共に、大男が真横に吹き飛んだ。

　十数メートルの距離を舞った大男はそのままきりもみするように地面へ落下。

　ピクリとも動かない。

「……は？」

　荒々しい爆風が吹き荒れる中、唖あ然ぜんとしながら目をやると、紗さ夜やが自分の身長よりも巨大な銃を構えていた。

　というより、もはや紗夜が銃を持っているのか、それとも銃に紗夜が付属しているのかわからない。

「……なんだそれは」

「三十八式煌型擲てき弾だん銃じゆうヘルネクラウム」

「擲弾銃、ということは……まさかグレネードランチャー？」

　こくりとうなずいた紗夜は、構えた銃口を無造作に噴水へと向ける。

「……《バースト》」

　銃身がほのかに光を帯びた。

　星辰力が急速に高まり、巨大な銃へ集まっていく。マナダイトが煌こう々こうと輝かがやきを増す。

　つまりそれは――

「――流星闘技メテオアーツか！」

　ずんぐりとした体型の襲撃者は噴水の中から身をおこし、あわてて逃げ出そうとしていたようだがもう遅い。

「……どどーん」

　なんとも気の抜けるような掛け声で発射された光弾は着弾と同時に炸さく裂れつ。

　耳をつんざくような轟ごう音おんを響かせ、噴ふん水すいを木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいしていた。

　わずかに残った基き底てい部分から、猛烈な勢いで水が噴ふき上がる。それはまるでシャワーのように周囲へ降り注そそいだ。

　爆発の規模としてはユリスの「六弁の爆焔花アマリリス」が上かもしれないが、純じゆん粋すいな破壊力だけを比べればこちらに軍配があがるだろう。

「見かけによらず過か激げきだな、おまえは」

「……リースフェルトほどじゃない」

　ユリスもそう言われると返す言葉がない。

「礼は言わんぞ。あの程度、私一人でもどうにかできた」

　相手がそれなりの手て練だれだったのは事実だが、撃げき退たいできる自信があったのも確かだ。

「必要ない。邪じや魔まだっただけ」

　紗さ夜やは普段と変わらない素っ気無い口調で言うと、視線を上げてユリスを見る。

「……続き、する？」

　ユリスは一瞬なんのことかと思ったが、それが決けつ闘とうを指しているのだとわかると、思わず吹き出しそうになった。

「いや、やめておこう。おまえの実力は本物だ。非ひ礼れいを詫わびる」

「……ならいい」

　すると紗夜はあっさりと煌式武装ルークスを解除した。

　自分が言うのもなんだが、この少女もかなりの変わり者らしい。

「さて、それでは不ふ埒らち者ものを風紀委員に突き出すとするか」

　だがユリスの言葉を見計らっていたかのように、ごとりと瓦が礫れきを押おし退のけて黒ずくめの姿が現れた。

　ユリスと紗夜はとっさに身構えるが、襲しゆう撃げき者しやは軽かろやかな身のこなしで止める間もなく木々の中へ消えてしまう。

　気がつけば大男のほうもすでに姿がない。

「なんとまあ、丈じよう夫ぶな連中だ」

「……びっくり」

　あれだけの衝撃だ。直撃は避けたとしても、普通ならそうそう動けるようなものではないのだが……。

「まあ、逃げたものは仕方がない。迂う闊かつに追いかけて待ち伏ぶせされてもことだしな。それより沙さ々さ宮みや、学園の備品を破壊したのだからちゃんと申請しておけよ」

「……私が？」

「当然だ。おまえが吹き飛ばしたのだろう」

「……わずらわしい。リースフェルトに委任する」

「なんで私が。冗談ではない」

「おーい！」

　二人がそんなやり取りをしていると、高等部校舎のほうから綾あや斗とが走り寄ってきた。

「なんかさっきすごい音が……って、うわ！　なにこれ、どうしたの!?」

　粉々になった噴ふん水すいを見て、驚きの声を上げる綾斗。

「ちょっとな、いろいろあったのだ。なあ、沙さ々さ宮みや」

「……うん。いろいろあった」

「……？」

　もちろんそんな説明でわかるわけがない。

　とはいえ一から説明するのも面倒なので、とりあえずそういなしておく。

「なんだかよくわからないけど、これじゃ……って、わわっ！」

　はてなマークを浮かべて周囲を見回していた綾斗の顔が突然真っ赤に染まり、気まずそうに視線をそらした。

　ユリスはその態度に首をひねり――すぐさま理解する。

　このあたり一帯は壊れた噴水から降り注そそぐ水で水みず浸びたしだ。

　当然、ユリスも紗さ夜やもびしょ濡ぬれなわけで。

　そうなると生地の薄い夏服はこれもまた当然だが肌に張り付くようになり。



    


  
    
      



    


  
    
      

　必然的に、透すけてしまう。

　ユリスが慌あわてて自分の格かつ好こうを確認すれば、それはもうくっきりと下着が浮き出ていた。

「な、ちょ、み、みみ見るな！　こっちを見たらただではすまさん！」

「み、見てない見てない！」

「……むむ、すけすけ。これはエロい」

「ええい、沙さ々さ宮みやも少しは隠せ……って、お、おまえ、下着はどうした！」

　同じように制服を貼はり付つけた紗さ夜やを見てユリスが目を見開く。

　ずぶぬれなのは一緒だが、致命的に違う場所が一点。

「……悲しいかな、私にはまだ必要ない」

　平然と言ってのける紗夜にユリスは頭を抱えた。

「とにかくなにか羽は織おるものを用意してくれ！　今すぐだ！」

「わ、わかった！」

　噴ふん水すいを吹き飛ばすような騒ぎがあったのだから、ここの野や次じ馬うま生徒がいつまでも見み逃のがすわけがない。

　駆け出していく綾あや斗とを見送りながら、ユリスは盛大にため息をついたのだった。



    


  
    
      


第五章　黒炉の魔剣セル＝ベレスタ





　翌日、純星煌式武装オーガルクスの適てき合ごう率りつ検査を受けるために生徒会室を訪れた綾斗を、クローディアが笑顔で出で迎むかえた。

「昨日は大変だったようですね、綾斗」

　ユリスが再び襲われたという一件は、昨日のうちに風紀委員会へ通報済だ。

　当然クローディアの耳にもとっくに届いているのだろう。

　ちなみにネットニュースにも話題があがっていたが、どれも「ユリスが謎なぞの襲しゆう撃げき者しやを撃げき退たい」という点ばかりを取り上げていて、紗夜の名前はおろかその場にいたことさえ出ていなかった。やはり《冒頭の十二人ページ・ワン》と序じよ列れつ外の学生では扱あつかいが異なるらしい。

　まあ、わかりやすいと言えばわかりやすい。

「どう、犯人は捕つかまりそう？」

「んー、正直なところ難しいかもしれませんね。風紀委員会にも本腰を入れて調査を行ってもらっていますが、ほとんど手がかりが残っていないようです」

「いくらアスタリスクでも、昨日のは明らかな犯罪行為にあたるんじゃないのかな？　だったら普通に警けい察さつとかに任せてしまえばいいんじゃない？」

　風紀委員会はあくまで学生による取り締まり機関だ。

　正規の捜査機関があるなら、そちらのほうが頼りになるだろう。

「そこが難しいところでして。アスタリスクにも一応警けい察さつに準じる星猟警備隊シヤーナガルムという組織があるのですが、彼らは少々鼻が利きすぎるのですよ」

「というと？」

「彼らの警察権はアスタリスク市街地においてのみ発はつ揮きされるべきもので、学園内に及ぶものではない――というのが各学園共通の見解です。余程の事件でもない限り、学園側は彼らを招き入れることをよしとしません」

　学園の意向は統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの意向であり、すなわちアスタリスクのルールだ。

　つまり学園側が許可しない限り、星猟警備隊とやらは入ってくることができないらしい。

「痛くもない腹を探られるのは嫌だってことか」

「探られると痛いから嫌なのでしょう」

　クローディアはあっさり認めた。

「私個人としては警備隊にお願いしたいところですが、こればかりは私の権限でもどうにもなりません。せめてもう少しユリスが協力的であれば打つ手もあるのですが……」

「まったく。なんでああも頑かたくななのかなぁ」

　風紀委員会に一報こそしたものの、ユリスはそれ以上の関与を拒んでいる。

　誰だれの助けも必要ないと言ってはばからないのだ。風紀委員は必要なら警護を付けることも可能だと言っていたのだが、「自分より弱い警護など不要だ」と一いつ蹴しゆうしていた。

「きっとあの子は自分の手の中のものを守ることで精一杯なのでしょうね。新しいものを手に入れようとすると、今あるものがこぼれ落ちてしまうと思っているのかもしれません」

「手の中のもの……？」

「とはいえ、それとこれとは話が別です。私としても今回の件を看かん過かすることはできません。そこでご相談なのですが――」

　クローディアがそう言って身を乗り出したところで、生徒会室のドアが荒々しくノックされた。

「……と、すみません。今日はあなた以外にも来客があるのを忘れていました。この続きはまた後ほど」

　クローディアが執務机の端末を操作すると扉が開き、思わぬ一行が入ってくる。

　それは向こうも同じだったようで、揃そろって驚いたような顔で綾あや斗とを見た。

「純星煌式武装オーガルクスの利用申請はいろいろと手続きが面倒なので、できれば一度に済ませてしまいたいと思いまして。えーと、こちらは……」

　にこやかに紹介してくれようとしたものの、もちろんその必要はなかった。

　なにしろ、やってきたのはレスターとその取り巻きたちだったからだ。

　クローディアもすぐにその雰囲気を察したのか、不思議そうに首を傾かしげる。

「あら、もしかして皆さんすでにご存じでしたか？」

「まあ、一応ね」

「な、なんでおまえがここに……？」

　太ったほうの取り巻き――ランディがぽかんとした顔で綾あや斗とを指差す。レスターはといえば、忌いま々いましそうに綾斗を一いち瞥べつしただけですぐに視線をそらしてしまった。

「今回は綾斗とマクフェイルくんのお二人に適てき合ごう率りつ検査を受けていただきます。おわかりだとは思いますが、そちらのお二人は付き添いということなので保管庫には入れません。よろしいですね？」

「ああ、はい、もちろん了解しています」

　痩やせたほうの取り巻き――サイラスがこくこくとうなずいた。

「いいからさっさとはじめようぜ。時間がもったいねえ」

「ふふ、せっかちですね。ですが確かに時間は有意義に使うべきです。参りましょうか」

　クローディアはそう言って立ち上がると、先導するように生徒会室を出た。

　よく磨みがかれた廊下を進みながら、綾斗は気になっていた疑問をクローディアにぶつけてみる。

「それで、純星煌式武装オーガルクスの貸し出しって一体どういう手順になってるの？」

「手順としては単純ですよ。希望する純星煌式武装との適合率を測定して、八十パーセント以上であればそれが貸たい与よされます」

「それだけ？」

「ええ」

　なんだか拍子抜けだ。

　純星煌式武装のコアに使われているウルム＝マナダイトは、とても金銭には換算できないほどの価値があるという。そんなものを気軽に学生へ貸し出してしまっていいものなんだろうか。

「はっ、なんも知らねぇんだな。純星煌式武装を借り受けるのは言うほど簡単じゃねぇんだよ」

　すると綾斗の後ろを歩いているレスターが嘲あざけるように言った。

「そもそも希望すれば誰だれでも通るってわけじゃねえ。序じよ列れつ上位者か、《星武祭フエスタ》で活躍したやつ、あるいは特とく待たい生せいでもなきゃまず無理だ。その上で適合率が八十パーセントを超える純星煌式武装と巡り会えなきゃ意味がねえ。よしんば借り受けられたとしても、そいつを使いこなせるかどうかはまた別問題だしな」

　適合率とはその純星煌式武装の能力をどこまで引き出せるかの目安だ。誰でも簡単に起動可能で、威力もある程度調節できる煌式武装ルークスと違い、純星煌式武装はクセが強い。

　ウルム＝マナダイトは極きわめて純度の高い万応素マナの結晶であり、限定的に《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》のような特殊な力を発はつ揮きする。

　つまりはそれを扱あつかいきれるかどうかを測るのが適てき合ごう率りつ検査なのだが、言ってしまえば相性の問題なので、基本値自体は本人の努力ではどうにもならない部分が大きい。

「ふふっ、さすがにチャレンジも三回目となると説得力がありますね」

　得意そうに語っていたレスターだったが、クローディアの言葉に一転顔をしかめる。

「けっ！　今度で終わりにしてやるさ」

　そして苦々しそうにそう吐はき捨てた。

「そうだよレスター！　今まではちょっと運がなかっただけだ！　今度こそやれるさ！」

「ふふん、当然だ」

　ランディのお世辞は随ずい分ぶんとあからさまだったが、レスターもすぐに気を良くする。

「希望すれば何回もチャレンジできるってこと？」

「許可さえ下おりれば可能ですよ。学園としても宝の持もち腐ぐされでは意味がありませんからね。まあ、そうは言ってもその審査が厳きびしいのも事実です――《冒頭の十二人ページ・ワン》を除いては、ですけれど」

　なるほど。それはさすがの特権だ。

「といっても《冒頭の十二人》とて無制限ではありません。見込みがないと判断されれば許可が下りなくなることもあります」

　そうこうしているうちにたどり着いたのは、高等部校舎の地下ブロックにある装そう備び局きよくだ。

　地下といってもアスタリスクは人工島なので実際は水中なのだが、窓らしきものは一つもないので中はそう大差がない。

　職員と思おぼしき白衣姿の人々が忙いそがしそうに行き交かう通路を、綾あや斗とが物もの珍めずらしそうに眺ながめながら進んでいると――

「や、やあ、この前はすみませんでしたね」

　ふいに背後から小さな声で話しかけられた。

　振り向いてみれば、サイラスが気の弱そうな笑顔を浮かべている。

「レスターさんも悪い人じゃないんですが……その、ちょっとばかり気き性しようの激しいところがある方なので……」

　そう言って恐縮した様子で頭を下げてくる。

「ああ、いや、別に気にしてないから、そんな」

「ランディさんもあの調子ですから、また何か不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまうかもしれませんが……本当に申し訳ないです。昨日も二人でなにか話してたみたいで……」

「おい、サイラス！　てめえ、なにやってやがる！」

「そうだぞ！　早くこい！」

「は、はいっ！」

　そこへ前を行くレスターたちから怒声が飛んできた。

　サイラスはもう一度小さく頭を下げると、慌あわてた顔で二人に駆け寄っていく。

　どうやら三人の力関係はレスターが一番上でサイラスが一番下らしい。

「ふむ……」

　それから装そう備び局きよくフロアの最さい奥おうにあるエレベーターでさらに潜り、ようやく到着したそこは広めのトレーニングルームのような空間だった。地下なのにずいぶんと天井が高い。

　片方の壁には六角形の模様がズラリと並んでいて、その反対側の壁は一部がガラス張りのようになっている。ガラスの向こうでは白衣姿の男女が何人か忙いそがしそうに働いていたが、年齢的にも学生とは思えないので装備局の職員なのだろう。ランディとサイラスも今はそちらで待機している。

「先にはじめるぜ。いいな？」

「構いませんか、綾あや斗と？」

「ああ、うん。どうぞ」

　綾斗としては姉が使っていた（かもしれない）純星煌式武装オーガルクスを見ることができればいいだけなので、どちらでも構わない。

　レスターは手て馴なれた様子で六角形が並んだ壁の隅に置かれた端末を操作しはじめた。巨大な空間ウィンドウがいくつも表示され、真剣な表情でそれと向き合っている。

「あれは？」

　一歩引いたところでそれを眺ながめていた綾斗は、隣となりに立つクローディアにそっと尋ねた。

「星せい導どう館かん学がく園えんが所持している純星煌式武装の一覧です。ちなみに現在の総数は二十二。これは六学園中トップなんですよ」

「へぇ」

「一覧には形状と名前、その能力が記載されていますので、希望するものを一つ選んでください。表示がグレーになっているものは現在使い手の元にあるものです。つまり貸し出し中というわけですね」

「ということは、ええっと」

　綾斗はグレーの表示を数えてみた。

「ふふっ、今うちの学生で純星煌式武装を使っている学生は七名。そのうち四名は《冒頭の十二人ページ・ワン》です」

　つまり《冒頭の十二人》の三分の一は純星煌式武装の使い手ということになる。それだけで純星煌式武装がいかに強力な武器なのかわかろうというものだ。

「よし、これでいい」

　やがてレスターは一覧から一つを選んでウィンドウを閉じる。

　と同時に六角形の模様が一つ輝かがやき、それは場所を組みかえるように滑なめらかに動きながらレスターの前にやってきた。さらには低い音を響かせて、模様が壁からせり出してくる。

　どうやら模様に見えたものは収納ケースだったようだ。

「うふふ、無む駄だに凝ってますよね」

「無駄って……」

　生徒会長に言われてはこれを設計した人も立つ瀬がないだろう。

「あら？」

　と、クローディアが驚いたように目を見開いた。

「マクフェイルくん、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を選びましたか。これはまた……」

「《黒炉の魔剣》？」

「ええ、かつて他学園から“〝触れなば熔とけ、刺さば大地は坩る堝つぼと化さん”〟と恐れられた強力な純星煌式武装オーガルクスです」

「……ずいぶんと仰ぎよう々ぎようしいね」

「確かにそれに見合うだけの力を秘めていますから。ああ、いえ、それはいいのですが、そうではなくてですね」

　クローディアはそこまで言って、困ったように苦く笑しようした。

「――あれが、履歴が改かい竄ざんされていたという件くだんの純星煌式武装なんです」

「ええっ!?」

　レスターはケースから発動体を取り出すと、部屋の中央に進み出てガラスの向こうへ合図を送っている。綾あや斗とは思わずその手元を凝ぎよう視しした。

「あれが……姉さんが使っていたかもしれない純星煌式武装……」

　見た感じは煌式武装ルークスの発動体とほとんど変わらない。強しいて言えばコアであるマナダイトの色が違うくらいだろうか。煌式武装のマナダイトは緑一色だが、ウルム＝マナダイトには様々な色があるらしい。実際、今レスターの手にある発動体には鮮やかな赤色のコアが輝いている。

「さぁて、いくぜえ……！」

　レスターが発動体を起動させると、まずはその柄つかが再構築されていく。かなりの大きさだ。そして間髪をいれずにその柄の部分が開き、光の刀身が現れた。

《黒炉の魔剣》という名前の割に、透すき通るような純白の刀身をしている。見た目には片刃のようで、巨大な光の刀といった印象だ。

　もっとよく見ようと身を乗り出した瞬間、綾斗の心臓がドクンと強く脈打った。まるで得え体たいの知れない化け物と目を合わせてしまったかのような戦せん慄りつ。

　もっともそれはほんの一瞬の感覚で、すぐに消きえ失うせてしまった。

（今のは……？）

　綾あや斗とは首をひねったが、そこでどこからかスピーカー越しの声が響いてきた。

『計測準備できました。どうぞはじめてください』

　それを受けてレスターは《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を握ったまま吠ほえるような気合の声を上げる。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　爆発的に星辰力プラーナが高まっているのが綾斗にもわかったが、《黒炉の魔剣》からはなんの反応もない。

『現在の適てき合ごう率りつ、三十二パーセントです』

　スピーカーの声にレスターの顔色が変わった。

「なぁめるなあああああああああああああ！」

《黒炉の魔剣》を握る腕の筋肉が膨ふくらみ、割れんばかりに歯を食いしばる。

　それは何者をも圧倒的な力でねじ伏ふせようとする強い意志の具現だ。

　だが《黒炉の魔剣》はそんなものは歯し牙がにもかけずといった体ていで、突然猛烈な閃せん光こうを放つとレスターの巨体を弾はじき飛とばした。

「ぐあああっ！」

　どういう力が作用しているのかはわからないが、《黒炉の魔剣》はしばらく宙に留とどまったままそんなレスターを見み下おろしている。

　まるでうるさくまとわり付く虫を払ったかのようだ。

「拒絶されましたね」

　クローディアがぼそりとつぶやいた。

「話には聞いていたけど、純星煌式武装オーガルクスに意思のようなものがあるっていうのはこういうことか……」

「ええ、といってもコミュニケーションが取れるようなものではありませんけど」

『最終的な適合率は二十八パーセントです』

「まだまだぁ！」

　壁際まで吹き飛ばされたレスターは猛もう然ぜんと体を起こし、めげずに再度《黒炉の魔剣》を構える。

「ああいう、がむしゃらに力を追い求める姿勢は嫌いではありませんが……強引なだけで口説き落とせる相手ではないようですね」

「よくわかるね？」

「私も純星煌式武装の使い手ですから」

　それは知らなかった。

「マクフェイルくんは前回、前々回とやはり名の知れた純星煌式武装を選んでいますが、どれも今回と同じような結果でした。強力であればなんでもいいという節せつ操そうの無さを見抜かれているのかもしれません。その割り切り方は決して悪いことではないのですけど……」

　クローディアはそこで言葉を切って、レスターに目をやった。

　なんとか押さえ込もうとしているようだが、何度やっても弾はじき飛とばされてしまっている。

「くそがぁ！　なんでだ！　なんで従わねぇ！」

「少なくとも、アレはそういう態度をお気に召さないようです。まあ、気難しいことで知られた純星煌式武装オーガルクスですし、無理もありませんが」

「そうなんだ？」

「アレは比較的古い純星煌式武装になりますが、使いこなせた学生は今までに二人――ああ、『彼女』を入れるならば三人ですね」

「姉さんが、あれを……」

　そのうちに、レスターは《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》に触れることさえできなくなってきた。

　近づいただけで跳ね飛ばされてしまうのだ。

『適てき合ごう率りつ、十七パーセントです』

　適合率は低下する一方で、レスターももはや苛いら立だちを隠そうとしない。

「いいから……オレ様に従ええええ！」

　怒号を上げて掴つかみかかったレスターだったが、今度は一際大きく吹き飛ばされた。

　思い切り壁に叩たたきつけられ、さすがにがくりとひざを折る。

「ぐっ……！」

『適合率、マイナス値へ移行シフト！　これ以上は危険です、中止して下さい！』

「ああ、これはいけません。本格的に機き嫌げんを損ねてしまったようです」

　珍めずらしく慌あわてた口調でクローディアが一歩踏み出しかけたが、ピタリとその足が止まった。

　理由はすぐにわかった。空中に浮かんだ《黒炉の魔剣》が猛烈な熱を発しているのだ。

　十メートルほどの距離があるのに直じか火びで炙あぶられているような気さえしてくる。

『た、対象は完全に暴走しています！　至急、退たい避ひしてください！』

　スピーカーから焦あせった声が響き渡った。

『対象の熱量が急速に増大中！』

　言われるまでもなく、綾あや斗とたちはその熱を感じている。

　このままでは蒸し焼きになりかねない。

「アレは本来熱を刀身に溜ため込こむ剣です。制御する使い手がいないので、少々外に漏もれ出してしまっているみたいですね」

「こういうことってよくあるの？」

「純星煌式武装の暴走ですか？　いいえ、記録では何度か見たことがありますが遭そう遇ぐうするのは私も初めてです。逃げますか？」

「そうしたいのは山々なんだけど……」

　すでに室内はサウナのような状態だ。

　汗がひっきりなしにこぼれ落ちる中、綾あや斗とは《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の視線をひしひしと感じていた。

　その切っ先が綾斗に向けられる。

　どういうわけか綾斗が狙ねらわれているらしい。

　人が相手ならいなすこともできたかもしれないが、なにしろ相手は剣である。ごまかしが通じるとも思えない。

「はぁ、仕方ないか」

　綾斗はしっかりとその切っ先を見据え、星辰力プラーナを集中させる。それだけでズクンと体中に鈍にぶい痛みが走るが、構ってはいられない。

《黒炉の魔剣》はしばらく綾斗とにらみ合ったあと、突とつ如じよとして襲い掛かってきた。

　猛烈な速度で迫り来るそれを間かん一いつ髪ぱつでかわし、異常な熱気に目を細めつつも柄つかに手を伸ばす。しかしそれを握ろうとした途と端たん、《黒炉の魔剣》は空中で向きを変えるようにして綾斗の胴を薙ないだ。

　とっさに床を蹴けって距離をとったものの、制服に一ひと筋すじ、焼き切れたような跡あとが走った。

「……これって弁べん償しようしてもらえるのかな？」

「おいっ！」

　緊張感のない台詞せりふにレスターのツッコミが入る――と思いきや、それは注意を促す声だったらしい。

《黒炉の魔剣》は一瞬で天井一杯まで舞い上がると、綾斗の頭上から急降下してくる。

　完全な死角からの攻撃だったが、綾斗はそれを待っていたかのように体をひねり、すり抜ける《黒炉の魔剣》の尻尾しつぽならぬ柄をひっつかまえた。

「あっつ！」

　想像はしていたものの、その柄はとてつもない熱さだった。

　星辰力を掌てのひらに集中させてなお肉が焼けるのがわかる。

　それでも綾斗は手を離さず――そのまま《黒炉の魔剣》を床に突き立てた。

「……悪いけど、しつこくされるのは嫌いなんだ。君と同じでね」

　その途端、部屋に満ちていた熱気がかき消える。

《黒炉の魔剣》も今までの暴れっぷりが嘘うそのように動きを止めた。

「ふぅ……」

　一同が唖あ然ぜんとする中、クローディアただ一人だけがパチパチと手を叩たたく。

「さすがは綾斗、お見事です――適てき合ごう率りつは？」

　その言葉の後半が自分たちに向けられたものだとわからなかったのだろう。

　装そう備び局きよくの職員はしばらく呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたが、はっと我に返った様子で報告した。

『きゅ、九十七パーセント、です……！』

「結構」

　クローディアは満足そうにうなずいてから、レスターに視線を向ける。

「そういうわけです。あなたには残念ですが、異議はありませんね？」

「……」

　レスターはまだ信じられないといった表情で綾あや斗とを見つめていたが、やがて悔くやしそうに唇くちびるを噛かんでその拳こぶしを床に叩たたきつけた。
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「――はい、これでおしまいです」

　消炎薬を塗った上から包帯を巻き終えると、クローディアは綾斗の右手をそっと離した。

「ですが、本当に医務室へ行かなくてよろしいのですか？　あちらでならもっとちゃんとした治ち療りようが受けられますよ」

「ありがとう。でもこれで十分だよ」

　綾斗は右手を握ってみたが、ほとんど痛みもない。

　ややジンジンするものの、それくらいは仕方がないだろう。

「あなたがそうおっしゃるなら構いませんが……」

　綾斗とクローディアは再び生徒会室にいた。

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を掴つかんだ際に軽度の火傷やけどを負おっていたので、その治療を受けさせるためにクローディアが半ば無理矢理引っ張ってきたのだ。

　応接用のソファに並んで座り、なぜだか妙に体を密着させてくるクローディアにどぎまぎしつつも、まずは気になっていたことを尋ねてみる。

「だけど、本当に俺が使っていいのかな？」

　あの騒動のあと、結局《黒炉の魔剣》は綾斗が借り受けることになった。

　とはいえ登録手続きには二、三日かかるということでまだ手元にはない。

「適てき合ごう率りつ九十七パーセントに文句をつける人はいませんよ。それとも《黒炉の魔剣》では不服ですか？」

「いや、そりゃ姉さんが使っていたかもしれない剣なんだから、俺も気になっているのは確かだけど……ただ、ね」

「マクフェイルくんのことですか？」

　去り際の苛いら立だちに満ちたその表情を思い出しながらうなずいた。

「横取りしたみたいな形になっちゃったのはマズかったかなって」

「それは仕方ありません。この都市の本質は競い合いです。もちろん友情や助け合いを否定するものではありませんが、他者が己よりも高い評価を得たのであれば、それを素直に受け入れることも必要です」

「レスターもそう思ってくれていたらいいんだけどね」

　初めて顏を合わせたときといい、どうにも自分に対してはあまり良いい印象を持ってくれていないらしい。

「彼となにかあったのですか？」

「うーん、正確には俺じゃなくてユリスなんだけど……」

　綾あや斗とは先日の放課後、レスターがユリスに詰め寄っていた一件を説明した。

「ははぁ……マクフェイルくんがユリスに執しゆう着ちやくしているのは有名ですからね」

「俺が恨うらまれるぶんには諦あきらめもつくしいいんだ。でもユリスは昨日みたいなこともあったばかりだし、変な形で迷惑をかけることになったら嫌だからさ」

「……綾斗はユリスを襲った犯人がマクフェイルくんだと？」

　探るようなクローディアの言葉に、綾斗は苦く笑しようする。

「そうは言ってないよ。確かに昨日ユリスを襲ったのはレスターくらいの大男だったそうだけど、それだけで犯人扱あつかいは可哀かわい想そうじゃないかな」

「ですが彼には動機があると思いませんか？　ユリスに敗北し、穏やかならざる感情を抱いていることは広く知られている事実です」

「だからこそ違うと思うんだ。レスターはユリスを恨んでいるというより、ただユリスに勝ちたい……というか、自分の力を認めて欲しいと思ってるみたいだし、だったらこそこそと隠れて襲っても意味がない。むしろいよいよとなったら人目のあるところで真っ向から勝負を挑むんじゃないかな」

「では、どうして綾斗はユリスに迷惑がかかると考えたのですか？」

「犯人はかなり慎重にユリスの隙すきをうかがってるみたいなんだ。まあ、当然かな。ユリスは強いし、普通にやったら失敗する可能性が高いだろうしね。だけどいくらユリスでも、戦闘となれば目の前の相手に集中せざるを得ない」

「格かつ好こうの狙ねらい目めですね」

「俺との決けつ闘とうの時もそうだったし、昨日は紗さ夜やと決闘をはじめようかっていうところを襲われたらしいよ。そうなるとレスターを刺激して、万が一ユリスが闘たたかうようなことになったら危険だなって思ってさ」

「なるほど……すばらしい炯けい眼がんです」

　クローディアは感心したようにうなずいた。

　その態度がよくできた生徒を褒ほめる教師のようにも見えるのは、きっと気のせいではないだろう。

　おそらくそんなことはクローディアもとうに承知していたはずだ。

　そう思っていると、クローディアはすっと居住まいを正して綾斗に向き合った。

「綾あや斗と、そんなあなたを見込んでぜひお願いしたいことがあります。今夜、少しだけお時間をいただけますか？」

「え？　それはかまわないけど今じゃダメなの？」

「ええ、内密のお話ですので。詳しい場所と時間についてはまた連絡いたします」

　内密といっても、ここには綾斗とクローディアしかいないのだから同じことではなかろうか。

　しかしそんな綾斗の考えを読み取ったかのようにクローディアが続けた。

「壁に耳あり障子に目ありと申します。権けん謀ぼう術じゆつ数すう渦うず巻まくここは、存外に安全ではないのですよ」



　その晩、もうすぐ消灯時間という頃ころになって、ようやく綾斗の携帯端末に連絡が届いた。

　英えい士し郎ろうに聞かれるのも困るので、保留にしてから寮りようの外へ出る。

　高等部以上の学生には門限がないのは幸さいわいだった。

『すみません、遅くなってしまいました。あれからまた一件会議がありまして』

　空間ウィンドウは開かず、音声のみの通信だ。

「俺はいいけど、そっちはこんな時間に大丈夫なの？」

　門限がないとはいえ、あまり女の子が出歩くような時間でもない。

『ええ、ですからお手数ですが綾斗にこちらまでいらしていただければと』

「こちらって？」

『私の部屋です』

「……部屋って、つまり、その、女じよ子し寮りようの？」

『はい。部屋は東南の最上階です。窓を開けておきますので、どうぞお入りください』

　あっさりと言う。

「いや、俺はこの前それでとんでもない目に遭あったばかりなんだけど」

　しかも前回は男子禁制の女子寮だと知らなかった上でのことだからまだ自分にも言い訳が立つが、今度はそうはいかない。

『大丈夫ですよ。私はユリスと違って決けつ闘とうを申し込んだりはしませんから』

「……そういう問題じゃないと思うんだけどなぁ」

　そもそもにおいて生徒会長が率先してルールを破やぶるというのは、どう考えても問題があるだろう。

『では、お待ちしておりますね』

「あ、ちょっ！　クローディア!?」

　一方的に通信が切られてしまった。

　しかもこちらから繋つなぎ直そうにも拒否されてしまう。綾斗は思わず頭を抱えたくなったが、まさかこのままなかったことにするわけにもいかない。確かに少なからず真意を掴つかみづらいところがあるものの、クローディアは信用できる人……のはずだ。

　仕方なく綾あや斗とは女じよ子し寮りようへ向かうことにした。

「ユリスに見つかったら今度こそ命がないだろうな……」

　女子寮は一見するとそれほど警備が厳重ではないようにも思えるが、それには理由がある。星せい導どう館かん学がく園えんの女子寮は防犯よりも撃げき退たいに重きを置いているからだ。

　確かに《星脈世代ジエネステラ》が相手となると通常の防犯システムでは用をなさないし、あまりに厳重にしすぎると今度は暮らしている女生徒にも不便を強しいかねない。

　そこで女子寮では、自じ警けい団だんへの連絡システムを強化することによって問題の解決を図はかった。

　寮生は寮内にいる限りボタン一つ、あるいは一声だけでも自警団へ通報することができるのだ。この連絡システムの設定は個人によってカスタマイズ可能で、例たとえば「自室の窓が割られたら通報」であったり、極端なところでは「自分以外の人間が部屋へ入ったら通報」などにもできる。

　そして通報が届いた自警団は平均二分以内で現場まで到着し、不ふ審しん者に問答無用の制せい裁さいを加えるのである。

　これを聞いた綾斗は自分が引き当てた「不幸中の幸さいわい」に感謝したものだ。なにしろユリスの通報設定によっては、綾斗は間違いなく制裁の対象となっていたはずなのだから。

　ちなみにユリスはほとんどの設定をオフにしているらしい。自警団に頼らずとも不審者を撃退できる自信があるからだろう。

「さてと、あそこか。足がかりはあるからこの前より楽だけど、これじゃ本当に変へん質しつ者しやだよ……」

　女子寮へたどり着いた綾斗は人目につかないよう壁まで移動すると、わずかな足がかりを伝って慎重に最上階まで上っていった。

　ヤモリのように壁にへばりついて、目的の部屋までそろそろと忍んでいく。

　その部屋の窓を外から軽くノックすると、クローディアの言っていたとおり鍵かぎはかかっていなかった。

　この警備体制の問題点は、寮生が望んだ場合このように容易に招き入れることができてしまうところだ。

　風紀上どうかとは思うのだが、自警団も個人の交友には関与しないらしい。

「クローディア？　入るよ？」

　そう声をかけてみたものの、中から反応はない。

　このまま壁にへばりついているのも辛いので、綾斗はおそるおそる部屋の中へ足を踏み入れた。

　シックな装よそおいで統一された室内は、綾斗と英えい士し郎ろうの部屋とは比較にならないほどの広さだ。寮りようというよりはむしろ高級ホテルの一室といった趣おもむきである。調度品も小物一つに至るまで品が良く、部屋の主あるじの美意識を表していた。

　しかしその主の姿が見えないのはどういうわけか。

「まさか留守ってことはないだろうけど……」

　隣となりにもう一部屋、恐らくは寝しん室しつがあるようだからそっちだろうか。やや腰が引けながらも綾あや斗とがそちらを覗のぞこうとすると、ふいに奥の扉がガチャリと開いた。

「あら、いらしていたのですか。すみません、シャワーを浴あびていたものですから」

「……」

　現れたクローディアは、ほこほこと立ち上る湯気をまとっていた。それ以外に身に着けているものといえば、バスタオル一枚。

　しかも軽く巻かれただけなので、今にもたわわな胸が飛び出てしまいそうだ。

　タオルの丈が短いせいかしなやかな太ももは大胆すぎるくらいに露出していて、火ほ照てったように上気した肌がただでさえ過か剰じような色香を倍増させている。

「ちょっと着替えてきますので、どうぞくつろいでいてください」

　クローディアは濡ぬれそぼった髪に水滴を艶なまめかしく煌きらめかせ、硬直した綾斗の前を平然と通り過ぎて寝室へ向かった。

（……いや、この状況でくつろげって！）

　綾斗は思わずそう叫びたかったが、忍び込んでいる身ではそうもいかない。

　それ以前にちゃんと声が出るかどうかも怪しかったが。

「はい、お待たせいたしました。こちらへどうぞ」

「……うん」

　しばらくしてお声がかかったので寝室へ入る。

　なんとなく予想はしていたが、クローディアはゆるくバスローブを羽は織おっただけの格かつ好こうでベッドに腰掛けていた。

「なんというか、必要以上にくつろいだ格好だね……」

「自室ではいつもこうなんです」

　正直目のやり場に困りすぎる。

　だが言ったところで聞いてくれるとも思えない。

　綾斗がため息と共にソファへ座ると、クローディアは用意していたグラスにルビー色の液体を注そそいだ。

「綾斗の分もご用意してありますが、どうします？」

「それがなにかは聞かないほうがいいんだろうね」

「ふふっ、賢けん明めいです」

　とりあえず遠慮しておこう。

「……それにしても広い部屋だね。これも生徒会長の特権なのかい？」

　綾あや斗とは部屋をぐるりと見回しながら――そしてできるだけクローディアを見ないようにしながら――尋ねてみた。

「いえ、これは生徒会長のではなく序じよ列れつ上位者としての特権です。《冒頭の十二人ページ・ワン》になればこのような個室もいただけますし、資金面でもいろいろと優ゆう遇ぐうがあるのですよ」

「へぇ、クローディアも《冒頭の十二人》だったんだ」

　するとクローディアは寂しそうに苦く笑しようした。

「悲しいことを言ってくれますね。綾斗はもう少し私に興味を持ってくれてもいいのではありませんか？」

「ご、ごめん」

「まあ、いいでしょう。とにかく生徒会長なんてものは面倒なだけで、思ったより実入りは少ないのですよ」

「それならどうして生徒会長を引き受けたのさ」

「私は面倒なことが好きなんです」

　クローディアは意い味み深しんに笑うと、優ゆう雅がに足を組み替えた。

　蠱こ惑わく的てきな太ももがチラチラと視線を誘うが、綾斗は意識的に顔をそらして話を切り出す。

「つまり……お願いっていうのもその面倒なことに絡からんでいるのかな？」

「話が早くて助かります。これをご覧ください」

　クローディアが携帯端末を操作すると、空間ウィンドウが複数展開した。それぞれに違う学生が映っているが、特に統一感はなさそうだ。

「彼らは次の《鳳凰星武祭フエニクス》にエントリーしていた学生です。《冒頭の十二人》はいませんが、『在名祭祀書ネームド・カルツ』の序列上位者ばかり。ある程度活躍が期待されていた方々といっていいでしょう」

「……過去形だね」

「ええ、そうなのです。彼らは皆、ここしばらくの間にケガを負おって出場を辞退せざるを得ない状況になってしまいました」

　クローディアはため息交じりにそう言うと、ウィンドウを消去した。

「原因はさまざまです。事故であったり、決けつ闘とう中のケガであったり……そもそもこの都市ではある程度のケガは珍めずらしくありません。そのため対たい処しよが遅れてしまいましたが、調べてみるとどうにも怪しいところがありまして」

「第三者の介入があったと？　――ユリスの一件みたいに」

「ええ。先日のように直接襲撃があったという報告はありませんが、ユリスの時も綾斗との決闘の際には狙そ撃げきという形で姿を見せませんでしたしね。同じように彼らの場合も犯人が暗あん躍やくしていた可能性が高いのです」

　綾あや斗とはしばらく考え込んだ。

「なにか証拠は？」

「いいえ、なにも。それに狙ねらわれた生徒たちは皆捜査に非協力的でして」

「どういうこと？」

「う～ん……この学園の、と言いましょうか、《星脈世代ジエネステラ》特有の問題なのですが、それなりに自分の力に自信を持っている生徒は、あまり他人を頼ろうとしない傾向が強いのです。怪け我がが治ったら自分で犯人を見つけて叩たたきのめしたいという子もいましたよ」

「なるほど、それは確かに問題だね……」

「全て事情を説明すればまた別なのでしょうが、そういうわけにもいきませんし」

　なまじ皆が闘たたかえる力を持っているからだろう。もちろん中にはちゃんと風紀委員に任せてくれる学生もいるのだろうが、最初からそうした性格の学生だけを狙っていたとするならば、かなり計画的だ。

「ちなみにここだけの話ですが、風紀委員はマクフェイルくんを有力な容よう疑ぎ者しや候補として調べています。彼とランディ・フックくんの二人は昨日の襲撃時間、アリバイがないそうですから」

「でも、クローディアはそうは思っていないんだよね？」

「ええ、あなたと同様に」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむクローディア。

「ところで今の話だと、サイラスは容疑者に入っていないのかい？　あの三人、いつも一緒みたいだけど」

「サイラス・ノーマンくんには完かん璧ぺきなアリバイがあるようですね。その時間、彼は確かに寮りようの部屋で勉強していたとルームメイトやその友人が証言しています」

「そっか……。なんにせよ、こうまで手がかりがないと後手に回らざるを得ないね」

「そうですね。ですが、一つだけ私たちが有利なことがあります」

　クローディアは人差し指を立てて言った。

「次に狙われるのが誰だれなのか、わかっていることです」

「……ユリスだね」

「ええ。犯人の狙いが誰でもいいというのなら、わざわざ姿を見せてまで襲ってきたりはしないでしょう。そもそも《冒頭の十二人ページ・ワン》を狙うということ自体していないはずです。つまり犯人は、それが難しいとわかっていながら有力学生を狙っていることになります。これらから推測するに――」

　綾斗もぐっと身を乗り出す。

「犯人は他の学園の意向で動いている、と見て間違いないでしょう」

「他の学園が？」

「そしておそらく犯人はうちの学園の生徒です。犯行場所はほとんどが学園内ですし、わざわざ他学園に侵入するのはリスクが高すぎますからね」

「いや、でもそんなこと……」

　アスタリスクで覇はを争あらそう六つの学園――すなわち星せい導どう館かん学がく園えん、聖ガラードワース学園、レヴォルフ黒くろ学がく院いん、界龍ジエロン第だい七なな学がく院いん、アルルカント・アカデミー、クイーンヴェール女学園――は、いずれも友好的とは言いがたい関係にあるという。

　競い合っているのだから当然といえば当然だが、それにしたってこれは無法に過ぎるのではないだろうか。

「無論、あってはならないことです。星武憲章ステラ・カルタでも禁じられていることは言うまでもありません。ですが過去にも幾度となく事例があり、どの学園も本当に必要とあればその程度のことはやってのけるのが事実なのです」

「……」

　綾あや斗とはわずかに眉まゆをひそめた。

　必要とあれば星導館も同じようなことに手を染める可能性があると、この生徒会長は言っているのだ。

「今回に限ってはガラードワースとクイーンヴェールは除外してもいいでしょうね。あちらはイメージがありますから、万が一露ろ見けんした際に被こうむるダメージが大きすぎます。今回の件で得られるメリットでは釣り合いがとれません。この手のことが得意なのはレヴォルフですが、あそこは《王竜星武祭リンドブルス》に注力しているはずなので、この時期に動くとは思えません。となると界龍かアルルカントになりますが……まあ、ぶっちゃけそれはどうでもいいのです」

「どうでもいい？」

「はい。問題は他の学園が絡からんでいる以上、こちらも迂う闊かつには動けないということなのですよ」

　クローディアはそこで言葉を区切ると、じっと綾斗を見つめた。

「実のところ星導館学園には統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たい直轄の特務機関が存在します。上の許可が下おりない限り私でも自由に動かすことはできませんが、風紀委員会よりもはるかに強い権限を持った組織です。ですが、彼らを動かせば遠からず相手もそのことに気がつくでしょう。統合企業財体はお互いにその動向を厳きびしく監視していますからね」

　やれやれと肩をすくめるクローディア。

「そうなれば犯人の背後にいる学園は即座に手を引いてしまうのは間違いありません。それでは意味がないのです。彼らが確かに関与していたという証拠を押さえられないなら、それは即すなわち我々の敗北なのですから。そして我らが統合企業財体は無意味な敗北を許してくださるほど寛容ではありません」

「確実な証拠か、あるいは犯人を押さえられる保証がない限り、その人たちを動かせないってことか……」

「ですが逆に言えば、それまでは向こうも襲撃を続行させる可能性が高いということでもあります。そこで綾あや斗とにお願いなのですが……しばらくの間、できるだけユリスの側そばについていてもらえないでしょうか？」

「え？」

　意外な言葉に綾斗はクローディアを見返した。

「ユリスは近いうちにまた犯人の襲撃を受けるでしょう。おそらく、次はあの子だけでは対たい処しよしきれないはずです。その時は力になってあげてほしいのです。もちろん可能な範囲でかまいません。本来は一学生であるあなたに頼むようなことではないのですが……」

「……俺じゃないとダメな理由が？」

「ご存じの通り、あの子は他人と距離を置きたがる傾向があります。ですが、幸さいわいあなたには気を許しているようですから」

「そうかなぁ……そりゃ一応学園を案内してもらったりはしてるけど」

　なんだかいつも怒られてばかりな気がする。

「ふふっ、あなたは本当に鈍にぶちんですね」

　そう言ってころころと笑うクローディアに、綾斗は真面目まじめに答えた。

「話はわかったけど、俺じゃ力になれないと思うよ」

「あら、どうしてです？」

「自分でいうのもなんだけど、頼りにならないからさ」

「ご謙けん遜そんを」

「事実だよ」

　そう、それは事実だった。

　自分がいたところで、それほどユリスの役には立てないだろう。

　クローディアはしばらく問いかけるような目で綾斗を見つめていたが、やがてふうっと息を吐はいて言った。

「先ほど申し上げたように、できる範囲でかまいません。自分の身が危ないと思ったら逃げてくださっても結構です」

「……」

「それに側そばに誰だれかいるというだけでも抑よく止し力りよくになるでしょう？」

「はぁ……わかったよ。そこまで言うなら引き受けるけど、あんまり期待しないでほしいな。クローディアたちが早く犯人を見つけてくれればそれで解決するわけだし」

「はい、もちろんです」

　安心しましたと、にっこり微笑ほほえむ。

「ところで、どうしてそこまでユリスのことを気にかけるのか聞いてもいいかな？」

「あら、生徒会長が自分の学園の生徒を守ろうとするのは当然ではありませんか？」

「本当にそれだけ？」

「……」

　クローディアはしばらく沈黙していたが、視線をそらして小さく答えた。

「私も他の学生同様、私自身の望みをかなえるためにここへやってきました。私はそのために必要なことをしているだけです」

「望み……」

　綾あや斗とはその言葉にかすかな痛つう痒ようを覚えた。

　クローディアも、ユリスも、そのために闘たたかっているのだ。

「そうそう、お願いというからには報ほう酬しゆうも必要ですね」

「えっ？　いや、いいよ。そんなの」

　綾斗は手を振って遠慮したが、クローディアはベッドから立ち上がるとゆっくり綾斗に近づいてきた。

「ク、クローディア……？」

「うふふ……」

　そのまま妖よう艶えんな笑みを浮かべて綾斗の背後に回りこむ。

　綾斗は腰を浮かしかけたが、それを押しとどめるようにクローディアがしなだれかかってきた。

「わわっ！」

「せっかくですから、この私を望んでくださってもいいのですよ……？」

「なっ!?」

　耳元での甘いささやき。

　熱い吐息が綾斗の首筋すじをそっと撫なで、そのままゆっくりとソファへ押し倒してくる。

　半分、綾斗に馬乗りになった状態だ。緩ゆるくまとったバスローブがズリ落ち、肩から胸まで大きく露出する。薄暗い部屋の中、潤うるんだその瞳ひとみがじっと綾斗を見つめている。

　さすがにこれ以上はマズいと思ったものの、なにしろ相手はほとんど裸はだかに近い格かつ好こうである。押しのけようにも、どこを触っていいかわからない。

「ふふっ、遠慮なさらずにどうぞ――」

「え？」

　クローディアはそんな綾斗の手を取ると、おもむろに自分の胸へと押し当てた。

「んっ……」

「っ！」

　この世のものとは思えない柔やわらかさ。しっとりとした肌は手に吸い付くようで、その質感は触れているだけでとろけそうになるほどに甘かん美びだった。このまま流されてしまいたくなるような、そんな――

「って、ちょっと待った！」

　しかし綾あや斗とは危ういところで我に返ると、次の瞬間するりとクローディアの下から抜け出して、一足で寝しん室しつの出口まで退たい避ひしていた。

「ご、ごめん！　それじゃそういうことで！」

　なにがそういうことなのかはともかく、これ以上は危険だ。絶対にマズい。

　なにしろクローディアは本心が読めなさすぎるというか、どこまでが本気でどこまでが冗談なのかわからない。

　わからないときは、わかるまで待て。姉の言葉が思い出される。

「あら残念。わかってはいましたが、やはりそうそううまくはいきませんね」

　去り際、クローディアのそんな声が聞こえてきたが、やはり綾斗にはさっぱりわからなかった。



　　　　　＊



「……やれやれ」



    


  
    
      



    


  
    
      

　なんとか女じよ子し寮りようを抜け出した綾あや斗とは、鉄てつ柵さくに寄りかかって息を吐はいた。

　先程まで自分の手にあった途方もない感触が頭をよぎり、ぶんぶんと頭を振る。

「い、いやいや、それはともかく！」

　誰だれに言うでもなくそう口にすると、綾斗はバチンと自分の頬ほおを叩たたいた。

　クローディアからの頼みごとについては、まあいい。

　ユリスが放ほうっておけないのは綾斗も一緒だ。

「それにしても――姉さんと同じ目をした女の子、か」

　今になって思えば、あれはなにかしらの決意を秘めた眼まな差ざしだったのだろう。

　だとすれば……。

「――おい！」

「うわっ!?」

　ふいに頭上から降ってきた声に背筋すじが伸びる。

　慌あわてて見上げれば、ユリスが窓枠にもたれるようにしてこちらを見み下おろしていた。

「そんなところでなにをしている？」

「え、いや、その……」

　まさかさっきまで女子寮に忍び込んでいましたとは言えない。

「なんだ？　聞こえんぞ？」

　するとユリスはいきなり窓から飛び降りてきた。

　部屋着なのだろう、ずいぶんとラフな格かつ好こうだ。その行動も合わせて、とてもお姫様とは思えない。

「よっと！」

「……俺が言うのもなんだけどさ、いつもそうやってるの？」

「馬鹿を言うな。この前、おまえを追いかけるためにやったのが初めてだ。しかしこれがなかなか便利でな」

　そう言って近づいてくるユリスの手には、なにやら封筒が握られていた。

　その視線に気が付いたのか、ユリスは少し焦あせった様子でそれをポケットへとしまう。

「手紙かい？」

「う、うむ、まあそんなところだ」

　ユリスはあまり触れてほしくはなさそうだったが、それでいてどこか嬉うれしそうだった。

　ひょっとしたら誰か大切な人からの手紙だったのかもしれない。

　映像通信が普及し、メールでのやり取りが一般的になった今でも手紙という文化は廃すたれていなかった。

　理由はいくつかあるが、やはりデータだけでは伝えられないものがあるのだろう。

　それとあまりよくない理由ではあるが、発信元が割れやすいデータでのやり取りよりも、かえって足が付きにくいという利点もあるらしい。

「で、こんな時間にこんな場所でなにをしているのだ？」

「えーっと、散歩……かな？」

「散歩？」

「ほら、趣味なんだってば」

　嘘うそではない。

「ふむ……まあいい。それより明後日あさつての日曜日は空あいているか？」

「明後日？　うん、大丈夫だけど」

　もとより転入してきたばかりで予定などあろうはずもない。

「よし、ならば前にも言ったとおり市街地を案内してやろう。約束だからな」

「ああ、それは助かるよ」

　そういえば今度の休日を空けておいてくれると言ってたっけ。

「そ、それでだ……。確認しておきたいのだが、おまえは私に案内を頼んだはずだな？」

「え？　そうだけど？」

「だったら、その……今度はあまり邪じや魔まが入って欲しくはないというか、ペ、ペースが乱れるというか……」

　ユリスにしては珍めずらしく歯切れが悪かったが、なんとなく言いたいことは理解できた。

「紗さ夜やのことならたぶん大丈夫だと思うよ」

「……なぜそう思う？」

「だってほら、この前先生から補習を申し付けられたじゃないか」

　綾あや斗とがそう言うと、ユリスはポンと手を打った。

「ああ、そうか……うん、そうだったな！　ならいいのだ、うん！　ではこれで失礼しよう。待ち合わせの詳細は追って連絡する！」

　ユリスはうんうんと一人で納得したようにうなずくと、しゅたっと手を上げて寮りようへと戻っていった。帰りはさすがに入り口からにしたようだ。

「明後日か……まさか学園の外で襲ってくるようなことはないだろうけど、一応用心はしておいたほうがいいかな」

　一ひと息いきつくと、綾斗も男子寮へと引き返す。

　あまり夜間に部屋を空けると、好奇心旺おう盛せいなルームメイトになにを突っ込まれるかわからない。

　何気なく見上げた夜空には、星明りを遮るような薄い雲が一面にかかっていた。



    


  
    
      


第六章　二人の休日





「おまたせ、ユリス。ひょっとして待たせちゃっ……」

「いや、私も今し方着いたばかりだ。ちゃんと時間前行動ができているのは褒ほめてやらんでもな――って、なんだ、ぽかんと口など開けて。腑ふ抜ぬけた面が一層腑抜けて見えるぞ？」

　すっきりと晴れ渡った日曜日。

　待ち合わせ場所である正門前へやってきた綾あや斗とは、ユリスの姿を見るなり固まっていた。

　黒とピンクのガーリーなワンピースはやや丈が短く、そこからすらりと伸びた足の太ももまでをフリルのあしらわれたオーバーニーソックスが覆おおっている。手には短めの日ひ傘がさを掛け、普段のイメージとは打って変わって女の子らしい。

　元から美少女なのはわかっていたが、その言動はどちらかというと勇いさましい方面に振り切っているので、こういう格かつ好こうをしているとなんだか妙に意識してしまう。

「……私の顔になにかついているか？」

「あ、ああ、ごめん！　いや、なんていうか……いつもと随ずい分ぶんイメージが違うなって」

「う……そ、そうか？」

「うん、でもすごく似合ってるよ」

「なっ！　ば、馬鹿！　なにを恥ずかしいことを……！」

　ユリスは目線を逸そらし、頬ほおを染めながらそっぽを向いてしまう。

「だ、大体これは本国から送ってきたものを適当に見み繕つくろっただけでだな、別におまえのために選んだというわけでは……」

　照れているようで怒っているような、そんな複雑な表情でユリスはしばらくごにょごにょと口を動かしていたが、やがて綾斗へ視線を戻すと興味深そうに言った。

「しかし……こう言ってはなんだが、おまえのほうは私服でもあまり代かわり映ばえせんな」

「そりゃまあ、元がそんなに良くもないからね。おまけにこれも着古しだし」

　綾斗はＴシャツの上に七分ぶ袖そでのシャツを羽は織おり、下はジーンズというラフな格好だ。

「いや、言うほど見てくれが悪いとは思わんが……ああ、待て」

「えっ？」

　ユリスはずいっと綾斗に顔を寄せると、いきなりその手を伸ばして髪を撫なでた。

「わわっ！　な、なになに？」

「寝ね癖ぐせだ。まったく、子どもじゃあるまいし、もう少しきちんと直してこい」

　そう言って、あどけない顔でくすくすと笑う。

　一方の綾斗はそんな仕草にまたドキドキしてしまう。

「よし！　では行くぞ！」

　そんな綾あや斗との心情を知ってか知らずか、ユリスは上じよう機き嫌げんで歩き出した。



　アスタリスクの市街地は、主に外がい縁えん居きよ住じゆう区くと中央区に分けられる。

　外縁居住区にはモノレールの環かん状じよう線せんが通っていて、縁の部分にあたる港湾ブロックと居住エリア、さらには六つの学園を繋つないでいる。

　それに対して中央区での移動は地下鉄が中心だ。これは学生同士の決けつ闘とうなどが交通機関に影響しないように配慮した結果らしい。

　中央区はさらに商業エリアと行政エリアに分けられ、その中にステージが点在する形になっている。

　ユリスと綾斗はその中央区、《星武祭フエスタ》総合メインステージ前にいた。

「ここがアスタリスク最大の規模を誇るメインステージだ。《星武祭》の決勝戦は全てここで行われる」

　巨大なドーム状の建物を前にユリスが説明を続ける。

　収容人数はおよそ十万人。《星武祭》の開催期間中はここがギャラリーで埋うめ尽くされるらしい。

　今でも観光客が記念写真などを撮っている姿があちこちで見受けられた。

「ローマのコロッセオをモチーフにしているらしいが、もはや別物だな。この他にも大規模ステージが三つ、中規模ステージが七つ存在する。小規模の野外ステージにいたっては数え切れん」

「へぇ、そんなにあるんだ」

「市街地での決闘でも、原則的にはステージを利用するのがマナーとされているからな。もっともあまり守られてはいないようだが」

「……それは街中で決闘が行われてるってこと？」

「うむ」

「どう考えても危ないよね？」

　例たとえばユリスがこの前のような攻撃を乱発したら、一帯はあっという間に焦しよう土どとなってしまうだろう。

「ここの住人は覚悟の上だ。観光客も同様だが、そういう誓せい約やく書しよにサインしない限りアスタリスクへは入れないようになっている。それに店舗や家が壊れた場合は一応補償されるしな」

「無む茶ちや苦く茶ちやだね……それでもみんなここに来たがるっていうんだからわからないなぁ」

「企業からしてみればアスタリスクに出店するということはステータスであり宣伝でもあるから仕方がない。それにイベントによっては中央区そのものが舞台になったりするケースもあるのだぞ」

「俺なら住みたくないよ、そんな町」

「同感だ」

　ユリスは苦く笑しようして言った。

「さて、次はどうする？　もう少しこのあたりを見てみるか？」

「いや、ここはもういいかな」

「ふむ、だとすれば次は行政区に行って治ち療りよう院いんでも見ておくか。あそこには治ち癒ゆ能力を持った《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》がいるから、《星武祭フエスタ》で大ケガをした場合などは世話になるぞ。もっとも公平性維持のため、骨こつ折せつ程度では普通の治療に回されてしまうがな」

　治癒系の能力者は極きわめて少ない。

　そのためどの学園の生徒でも平等に治療が受けられるよう、協定によってアスタリスク直轄の治療院に集められているらしい。

　ただし手が回りきらないので、命にかかわったり後こう遺い症しようが残ったりするような怪け我がでない限り能力者の治療は受けられないのだとか。

「あとは……そうだな、一度再開発エリアを見ておくのもいい。あのあたりは一部がスラム化していて治安的に問題があるが、知らずに迷い込むほうが危険だからな」

　スラムには様々な事情で学園に居られなくなった者や、外から逃げ込んできた《星脈世代ジエネステラ》の犯罪者などが巣食っているそうだ。

　なんとも物ぶつ騒そうな話だが、これだけの人が集まる場所ではどうしてもそういった影の部分が生まれてしまうのだろう。

「そういえば紗さ夜やが買い物に行こうとして怪しげな場所に迷い込んだことがあるとか言ってたなあ。なんか古くてボロボロのビルやら潰つぶれたお店やらばっかりが並んでたって」

「……それは間違いなく再開発エリアだな。というか買い物に行くなら普通商業エリアだろうに、なぜそんな場所へ？」

「紗夜、筋すじ金がね入いりの方ほう向こう音おん痴ちだから」

　それを聞いたユリスは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ。

「ふふ、そう言うおまえも変なところへ迷い込んでばっかりなのだから、人のことは言えないだろうに」

「う……」

　事実だけに言い返せない。

　確かに子どもの頃ころは紗夜と二人で遊びに行って、迷子になったことが何度もあった気がする。

「では、次は……」

「ねえ、ユリス。案内はありがたいんだけど、そろそろお昼にしない？」

　空間ウィンドウで地図を開きながら考え込むユリスに、綾あや斗とがそう提案した。

　時間的には丁度いい頃ころ合あいだ。

　体感的にも胃袋がそう主張している。

「む……まあ、確かにそんな時刻ではあるが……」

　しかしユリスのほうはいまいち煮にえ切らない。

「どうかした？」

「いや、その……昼食はかまわないのだが、場所というか店がだな……」

「お店なんて商業エリアに行けばいくらでもあるんじゃないの？　あっ、それとも実はすごく高いお店ばっかりとか？」

　観光地価格で強気に攻めている店が多いとかはうなずける話だ。だがそれにしたって一応は学園都市も兼ねているわけだから、安いお店だってあるだろう。

「そうではなくて、あー、なんだ。つまり……すまない！」

　するとユリスはいきなり頭を下げてきた。

「私は、その、あまり……というかほとんど商業エリアには行ったことがないのだ。だからこういう時にどういった店に案内すればいいのか判断がつかん」

「ああ、うん……」

「案内をまかされておいて情けない話だが……い、いや、それでも一応ネットで調べてきたのだぞ！　ほら！」

　ユリスはそう言うと懐ふところから携帯端末を取り出して、いくつか表示させた。

　どうやらクチコミサイトのページらしい。

　が、それを見た綾あや斗との顎あごが、かくんと落ちる。

　そこにチェックされていたのは超ド級の高級店ばかりだったのだ。観光地価格どころの話ではない。いわゆる一般的なランチ予算と比べれば桁けたが二つくらいは違うだろう。

　そもそも予約なしで入れそうなお店ではない。

「……いや、さすがにこれはちょっと」

「わ、私だってこれが一般的な金額ではないということはわかっている！　だが知っている名前でヒットしたのがこれくらいしかなかったのだ！　いくら評判がよくても、まったく知らない店に案内するのは不安だし……」

　確かによく見てみるとどれも世界的に有名な高級店の支店だった。

　いわゆる三つ星とか、そういう評価をもらっているお店だ。

「ははっ、わかったよ。じゃあ適当にぶらついてみて、よさそうなところに入ろうか」

「そ、それでいいのか？」

「ユリスがよければね」

「私は問題ない。むしろ……お、怒っていないか？」

「なんで怒るのさ？」

　不安そうに尋ねるユリスに綾あや斗とはきょとんとした顔で聞き返す。

「だって……これは明らかに私の不ふ手て際ぎわだろう？」

　どうやらユリスは本気で言っているらしい。

　まったく、どれだけ真面目まじめなんだか。

「前から聞きたかったんだけど、ユリスはいつもそんなまっすぐで疲つかれない？」

「……そう言われても、これが私の普通なのだから仕方あるまい」

　ふくれっ面で、ぷいっと横を向いてしまう。

「そんなにやたらと責任ばかり背せ負おってると、いつか潰つぶれちゃいそうで心配だよ」

「私はそうした重みを感じていたいのだ。それが私の生き方だからな。私からしてみれば、おまえのほうが余程心配だぞ。ふわふわしていてとらえどころがない。もう少し重みを背負ってみたらどうだ？　そうすれば地に足もつこう」

　その言葉はさらりとしたものだったが、綾斗の胸をチクリと刺した。

「あー。それじゃとにかく商業エリアのほうへ行ってみようか」

　綾斗がやや強引に話題を変える。

　ユリスもそれ以上は言ってこなかったので、そのまま二人は商業エリアの中でも最もにぎわっているメインストリートへと向かった。

「うわ、すごい人だね」

「うむ。さすがに休日だけあるな」

　綺き麗れいに整備された石いし畳だたみ風ふうの道は学生たちで溢あふれている。当然のように皆私服だが、それでも学生だとわかるのは校こう章しようを身に着けているからだ。アスタリスクにおいては休日であっても常に校章を携帯するのが義務となっている。

　商業エリアは一定時間以外車しや輌りようが入ってこれないようになっているので、今は歩行者しか見当たらない。

　道の両りよう脇わきにはいろいろなお店が並んでいたが、このあたりはちょうど飲食系のお店が集まっているらしい。外に掲かかげられたメニューを見ても、まあそれなりに庶民的なお値段だ。

「じゃ、このあたりで適当に決めようか」

　綾斗が振り返ってそう言うと、そこにユリスの姿はなかった。

「……あれ？」

　きょろきょろとあたりを見回してみれば、少し戻ったところに華はなやかな薔ば薇ら色の髪がたたずんでいる。

「なんだ、急にいなくなるから驚いちゃったよ」

　ほっとしながら声をかけると、ユリスは勢い込んで綾斗のほうを向いた。

「昼食はここでいいか？」

「ここって……」

　ユリスが覗のぞいていたのは、いわゆるハンバーガーチェーン店だった。世界的に有名なのはユリスがチェックしていた店と変わらないが、もちろん金額的な部分では天地の差だ。

「俺は構わないけど……本当にここでいいの？」

「ああ、ここがいい！」

　最初はお姫様らしい物もの珍めずらしさからここを選んだのかと思ったが、それにしては注文の仕方も支払いも堂に入ったものだった。

　綾あや斗ともハンバーガーとポテト、Ｍサイズのコーラという定番のセットを頼み、テラス席のテーブルに二人で座る。

「これを聞くのは二回目になるんだけど、ユリスって本当にお姫様？」

「……どういう意味だ」

　ハンバーガーにかぶりつく仕草も馴なれた感じだ。まあ、強しいて言うならハンバーガーを両手で持っているところは可愛かわいらしくはある。

「だって、普通お姫様はハンバーガーチェーンを利用しないでしょ？」

「それは偏へん見けんというものだな。おまえの目の前に実例があるのだぞ、納得しろ」

「そりゃそうだけどさ……」

　自分もポテトをつまみつつ、綾斗はイスの背にもたれかかる。

　子どものころから食べなれた、グローバリズム百パーセントの味がどこか懐なつかしい。



    


  
    
      



    


  
    
      

「――友人たちに教えてもらったのだ」

　やがて小さく、懐なつかしむかのような口調でユリスが言った。

「友達？」

「私にだって友人はいる。ここではなく、自分の国に、だがな」

　と、そこで綾あや斗とはピンと来た。

「あ、もしかしてこの前の手紙ってその友達からだったんだ？」

「むぐっ!?」

　それを聞いたユリスは喉のどを詰まらせたのか、顔を青くしてどんどんと胸を叩たたいた。

「けほっ、こほっ！　な、なんでおまえがそれを……！」

「本当にわかりやすいね、ユリスは」

「う……！」

　今度は真っ赤に染まった顔を背けるユリス。

　赤くなったり青くなったり忙いそがしそうだ。

「し、しかしあれだな。ここはクチコミサイトで調べても出てこなかったぞ。どういうことだ？」

「そりゃあ、わざわざここを登録する人はいないだろうからね」

「なぜだ？　こんなに美う味まいのに」

　ユリスは心底不思議そうな顔だった。

　……やっぱりどこかズレている。

「ところで――少し真面目まじめな話をいいかな」

「ん、なんだ？」

　ハンバーガーを食べ終えるのを待って話しかけると、ユリスも少し顔を引き締めて綾斗に向き直る。

「ユリスが襲われた一件なんだけど……」

　綾斗は先日クローディアから聞いた話をほぼそのまま伝えた。口止めをされたわけではないし、本人も知っておいたほうが対たい処しよしやすいこともあるだろう。

　ただ、綾斗がユリスを助けるよう頼まれたことは言わないでおいた。反発されるのが目に見えていたからだ。

「なるほど、ありそうな話だ。他よ所その学園の手引きか」

　コーラのストローを咥くわえながら話を聞いていたユリスは、それほど驚くわけでもなくうなずいた。

「おそらく私が最後のターゲットなのだろうな。だからこそ姿をさらしてまで仕留めにきたのだろう」

「そんなわけで、しばらく一人での外出や決けつ闘とうは控ひかえたほうがいいと思うんだけど……」

「断る。なぜ私がそのような卑ひ怯きよう者もののために自分の行動を曲げねばならんのだ」

「……だよね」

　そう言うと思った。

「私の道は私が決める。私の意志は私だけのものだ」

「――ほぉ、相変わらず勇いさましいじゃねえか」

　と、ユリスの後ろから巨大な人影が現れた。

「……レスターか。立ち聞きとは良いい趣味をしているな」

　ユリスは振り向きもせずに斬きって捨すてる。

　綾あや斗とも驚いてレスターを見上げた。休日にこんな場所で鉢はち合あわせをするとは、つくづく縁えんがあるらしい。

「けっ、好きで聞いたわけじゃねえよ。たまたまだ」

　レスターの後ろには今日も取り巻きの二人が控ひかえていた。

「聞いたぜ。謎なぞの襲しゆう撃げき者しやとやらに襲われたらしいな。少し恨うらみを買いすぎじゃねえのか」

「私は人に怨うらまれるようなマネはしていないぞ」

　きっぱりと言い放つユリスに、さすがのレスターも呆あきれた表情を浮かべた。

「そういう態度が敵を作るってわかってるのかよ？」

「わからんな。私はなにも間違ったことはしていない。それで敵となる者がいるなら、相手になるまでだ」

「はっ、大した自信だな――だったら今ここで相手になってもらおうじゃねえか」

「何度言えばその脳みそは私の言葉を覚えるんだ？　もはや貴様の相手をする気はない」

「いいからオレと闘たたかえって言ってんだよ！」

　レスターはテーブルを割るような勢いで手を叩たたきつけた。

　ひどく大きな音が響き渡り、一瞬あたりがしんと静まり返る。

「レ、レスターさん！　いくらなんでもここで同意なしの決けつ闘とうはマズいですよ！」

「そ、そうだよレスター！　ここで騒ぎを起こしたら警備隊が……！」

　サイラスとランディが必死でなだめるが、レスターは聞いてもいないようだ。

「そのくらいにしておいたほうがいいんじゃないかな？」

「てめぇは黙ってろ……！」

　レスターは綾斗を見もせずに言う。

「そうはいかないよ。先日ユリスが襲われた状況を知らないのかい？」

「なんだと？」

「今ここでユリスにケンカを売るのは、ユリスを襲った連中の同類と見なされても仕方ないってことさ」

　この物言いにはレスターも我が慢まんならなかったらしい。

「ふざけるなっ！　言うに事欠いて、このオレ様がこそこそ隠れまわってるような卑ひ怯きよう者もの共と一緒だと!?」

　怒鳴りながら綾あや斗とのほうを向くと、その襟首をぐいっと掴つかみ上あげた。

「いいだろう、だったらまずはてめぇから叩たたき潰つぶしてやるよ」

「おっと、あいにくだけど俺も決けつ闘とうをする気はないよ」

「あぁ？」

「受ける理由がないからね」

　するとレスターは綾斗を突き飛ばすと、憤ふん怒ぬの形相で拳こぶしをテーブルに叩きつけた。

　哀れテーブルは今度こそ真っ二つにへし折れる。

「このオレ様を卑怯者扱あつかいしておいて逃げるってのか？　この腰抜けが！」

「なんとでも」

　しかし綾斗は涼しい顔でそれを受け流した。

「てめぇ……っ！」

「レスター、お、落ち着いて！　レスターの強さはみんなわかってるから！　レスターはいつだって正々堂々相手を叩き潰してきたじゃないか！　こんな腰抜けの言うことなんて真に受けることないって！」

　拳を振り上げたレスターを、背後からランディが必死な顔で押しとどめる。

「そ、そうですよ！　みんなわかってます！　決闘の隙すきをうかがうような卑怯なマネ、レスターさんがするはずありません！」

　サイラスも慌あわててそれに加勢した。

「ぐぐぐ……！」

　レスターはそれでも怒りが収まらないといった顔で綾斗をにらんでいたが、やがてくるりと踵きびすを返すと無言のまま大おお股またで去っていった。

「ふぅ……」

「やはりおまえは食くわせ物ものだな」

　額ひたいをぬぐった綾斗に、ユリスがニヤリと笑いかける。

「なんのことかな？」

　とぼけたように答える綾斗。

「……まあいい。それよりだ」

　ユリスは微び苦く笑しようを浮かべて立ち上がると、手にした紙ナプキンで綾斗の口元をぬぐった。

「今度はケチャップが付いたままだぞ。まったく本当に底が知れんな、おまえは」
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　結局ユリスの案内が終わったのは、日も落ちかけた時間だった。

「今日はありがとう、ユリス。勉強になったし楽しかったよ」

「そ、そうか……いや、何度も言うが、あくまで借りを返しただけだからな。礼を言われる筋すじ合いはないぞ」

　夕暮れの町並みを二人、地下鉄の駅までのんびりと歩く。

　と、その駅のほうがなにやら騒々しいのに気が付いた。

「ん？　なんだろう？」

　近づいてみるとどうやら学生同士が集団で揉もめているらしく、怒号と罵ば声せいが飛び交かっている。十数人はいるようだ。

　周囲には遠巻きに見ている野や次じ馬うまの姿もあるが、大半は関かかわり合あいになりたくないのかそそくさと通り過ぎていく。

「あれはレヴォルフの連中だな。相変わらず馬鹿なことをやっているものだ」

　レヴォルフ黒くろ学がく院いんといえば、六学園中最も好戦的な学園として知られている。勝利を絶対とする校風で、校則はないに等しい。

　そのため素そ行こうの悪い学生が多く、スラムにたむろしているようなドロップアウト組は大半がレヴォルフ出身とのデータもあった。

「なんだか二つのグループが揉めてるみたいだね……あっ、手が出た」

　グループの代表らしき学生が向き合っていた学生を突き飛ばすと、それをきっかけに双方が武器を構える。

　あれよあれよというまに二つのグループのいさかいは乱らん闘とうに発展してしまった。

　かなりの人数が周囲に散開し、あちこちで戦闘が始まっている。

「……マズいな、はめられた」

「えっ？」

　どういうことか尋ねようとした綾あや斗との背後から、煌式武装ルークスの短剣を構えた学生が突っ込んできた。

「うわっと！」

　軽くステップしてそれをかわしたものの、今のは明らかに綾斗を狙ねらった攻撃だ。

　ところがその学生はすぐに乱闘にまぎれてどこかへ消えてしまう。

　いつの間にか綾斗とユリスは、小こ競ぜり合あいをするレヴォルフの学生たちに囲まれてしまっていた。

「レヴォルフの馬鹿共が街中で誰だれかを襲う時に使う手でな。こうして乱闘の最中にターゲットを取り囲んで痛めつけるらしい。あくまでターゲットは『乱闘に巻き込まれた』だけという風に装よそおうわけだな。まあ、私も体験するのは初めてだが」

　そう言うユリスも向かってきた学生をあしらっている。

　ということは、さっきのいさかい自体、前ふりの演技だったということか。

　確かに周りで剣を合わせている学生も、なんともおざなりな闘たたかい方だ。それでいて、時折鋭するどくこちらの様子をうかがうように視線を向けてくる。

「……またずいぶんと面倒なことをするんだなぁ」

「こいつらはお互いに正規の決けつ闘とう手続きを踏んでいるはずだ。万が一警備隊にしょっぴかれても言い訳がきく」

　それでも当然処しよ罰ばつを受けることにはなるが、通常よりは軽くすむことが多いらしい。

「ってことは、ユリスを狙ねらっていたのはレヴォルフだったってことかな？」

「いや、こいつらのようなゴロツキは金さえ積めば大抵のことは引き受ける。そうとも限るまい――おっと！」

　飛んできた煌式武装ルークスの矢をよけながら、ユリスは物ぶつ騒そうな笑みを浮かべた。

「なによりこの連中、どいつもこいつも三さん下したばかりだ」

「えーっと、それでどうするの？」

　なんとなく答えを予想しつつも、一応尋ねてみた。

「決まっている。この状況なら明らかに正当防衛だ。叩たたきのめして問いただす」

「あまり気は進まないんだけどな……」

　この乱らん闘とうも、恐らくはユリスに隙すきを作らせるためだけに仕掛けたのだろう。

　きっとどこかで襲しゆう撃げき者しやが狙いを定めているはずだ。

「案ずるな。この程度の連中、警戒しながらでも十分に焼き上げられる」

　ユリスの周囲に炎ほのおが舞い踊る。

「……ミディアムレアくらいで勘かん弁べんしておいてあげなよ」

　一応、そう忠告はしておいた。
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　実際、レヴォルフの学生たちは大したことのない腕前だった。

　今ではそのほとんどがぷすぷすと白はく煙えんを上げながら横たわっている。

　何人かは逃げ出したようだが、その際「あいつ《華焔の魔女グリユーエンローゼ》じゃねえか！」だの「き、聞いてねえぞそんなの！」だのと言っていたところを見るに、自分たちが狙った相手が何者なのかも知らなかったようだ。

「ふん、肩慣らしにもならん」

　ユリスは髪をかき上げると、死し屍し累るい々るいの光景には目もくれず、ぎろっと綾あや斗とをにらんだ。

「――それよりどういうことだ？」

「ど、どういうことって？」

「なんだ今の情けない闘たたかい方は！　この程度の連中になにをやっている！」

　ユリスが怒るのも無理はない。

　ゴロツキを片付けたのはほとんどがユリスで、綾あや斗とといえばあちこちから執しつ拗ように繰り出される攻撃を凌しのぐので精一杯だったからだ。

　一人一人の腕はそれほどではなくても、取り囲まれた状況では十分にやっかいだった。

「そうはいっても、今の俺じゃあれくらいが関せきの山やまなんだ」

「……」

　ユリスはいぶかしそうな顔で綾斗を見つめていたが、やがて大きくため息をついた。

「どうやら私が買いかぶっていたようだな」

　その声には明らかな失望が滲にじんでいる。

　それでも綾斗は苦く笑しようするしかない。

「まあいい。とりあえずはこいつらから聞き出さねばならんこともある」

　ユリスは転がっているレヴォルフの学生を何人か検分すると、モヒカン頭の学生を引きずり起こした。確か片方のグループのリーダー格だった学生だ。

「おい、いつまで寝たふりをしている。起きろ。さもないとこの珍妙な髪型を毛根から焼き尽くすぞ」

「ひぃぃっ！」

　脅おどしの効果は抜ばつ群ぐんだったようで、モヒカンの学生はあわてて目を開いた。

「簡潔に答えろ。誰だれの指示でこんなマネをした」

「オ、オレはなんも知らねえ！　あんたらを少し痛めつけてやれって頼まれただけだ！　理由も聞いてねえ！」

「頼んできたのはどんなやつだった？」

「黒ずくめで背の高い、大柄な男だった。だから顔は見てねえんだ！」

「声に聞き覚えは？」

「こ、声？　いや、わかんねえ」

「聞いたことがないということか？」

「違う、そうじゃなくてそいつ、一言も喋しやべらなかったんだよ。指示は金と一緒に入ってた紙に書いてあったんだ」

「紙だと……？　他にはなにが書いてあった？」

「これは前金で、残りは見届けてから払うと」

「見届ける……」

　ユリスがなにやら考え込んでいると、突然モヒカンの目が大きく見開かれた。

「あ、あいつ！　あいつだ！　あいつに頼まれたんだよ！」

「っ！」

　綾あや斗ととユリスが視線を向けるのとほぼ同時に、その人影は路地へと逃げ込んでいた。

　チラリとしか見えなかったが、黒ずくめの大男で間違いない。

「待てっ！」

　ユリスが男を追って走り出す。

「ユリス！　深ふか追おいはまずい！」

　その声にユリスは一瞬視線を向けたものの、足を止めることはなかった。

　かなり頭に血が上っていたのだろう。本来のユリスなら、そんな迂う闊かつな行動を取ることはなかったはずだ。

　それこそ襲しゆう撃げき者しやが待ち望んでいた隙すきだった。

「なにっ！」

　路地に飛び込んだユリス目掛けて、待ち伏ぶせしていた大男が巨大な戦せん斧ぷを振り下おろす。

　即座に横へ飛びのいたユリスだったが、そこへ黒ずくめの男がもう一人襲い掛かった。

　その手には煌式武装ルークスのアサルトライフルが握られている。

「くっ……！」

　降り注そそぐ光弾の雨を、ユリスは地面に転がってなんとかかわしてみせた。

　驚きよう異い的てきな反はん射しや神しん経けいだ。

（よし、これなら間に合う！）

　綾斗がユリスと男の間に飛び込もうとした瞬間――

「っ!?」

　綾斗の目は建物の屋上に人影を捉とらえていた。

　黒ずくめの男がもう一人、建物の屋上でクロスボウ型の煌式武装を構えている。

（三人目……！）

　それも狙ねらわれているのはユリスではない。

　――綾斗だ。

　発射された光の矢が、風をえぐるような速度で綾斗へ迫る。

　不意打ちとしては完かん璧ぺきなタイミングだった。

　回避しきれないと踏んだ綾斗は、とっさに煌式武装の発動体を盾たて代がわりにして身を守る。

　衝撃で発動体の外装が弾はじけ飛とび、その破片が服をかぎ裂ざきに切り裂さいたが、幸さいわいにも矢は突き抜けることなくそこで止まってくれた。しかしこれはもう使えないだろう。

「ふぅ……」

　この襲撃者たちときたら、本当に不意を突くのが上う手まい。きっと、素晴らしく性格が悪いに違いない。

「おい、大丈夫か!?」

「なんとかね。服はボロボロになっちゃったけど」

　険けわしい顔で駆け寄ってきたユリスに苦笑いを返しながら周囲を見回すと、すでに襲しゆう撃げき者しやたちの姿はなかった。

　まったく、逃げ足の速さも大したものだ。

　さっきまでのびていたレヴォルフの学生たちも三々五々に逃げ出している。

「……そろそろ警備隊がやってくる頃ころ合あいか。私たちも退散するとしよう」

「いいの？」

「私たちがとがめられることはなかろうが、あれこれ説明させられるのは面倒だ。それにせっかく手がかりを掴つかんだところで横から掻かっ攫さらわれるのも不ふ愉ゆ快かいだろう？」

　そう言うユリスの瞳ひとみは怒りに燃えていた。

「ここまでされたのだ、私の手で落とし前をつけねば気が収まらん」

「……狙ねらわれてる本人が無む茶ちやはしないでよ？」

「ふん」

　それは果たして肯定と受け取っておいていいのだろうか。

　まあ、どっちにしろクローディアには一報を入れておかねばならないだろう。

「それよりおまえ、このあとはまだ時間があるか？」

「え？　まあ、大丈夫といえば大丈夫だけど……」

　すでに周囲は宵よい闇やみが迫っているが、ユリスは綾あや斗との格かつ好こうを検分するようにじろじろと眺ながめてから言った。

「なら、ちょっと私の部屋にこい」

「……え？」



　　　　　＊



　そうは言っても、もちろん女じよ子し寮りように正面から入ることはできないわけで。

「お邪じや魔まします……って、なんか手て馴なれてきてる自分が嫌だなぁ」

　結局今回も綾斗は窓を経由してユリスの部屋を訪れることになった。

　初回はわざとじゃないとしても、これで通算三回目。

　噂うわさの女子寮自じ警けい団だんに知られたらと思うとゾっとする。

「ああ、来たか。悪いがもう少し待っていてくれ」

　先に戻っていたユリスは探し物でもしているのか、なにやら部屋の隅でごそごそとしている。仕方なく窓枠に腰を下おろしたまま部屋を眺めてみたが、こちらもやはりかなりの広さがあった。

　クローディア同様、《冒頭の十二人ページ・ワン》ということでの優ゆう遇ぐうがあるのだろう。

　もっとも部屋の雰囲気は大きく違う。

　ユリスの部屋で目に付くのは、まずなんといっても植物だ。

　鉢植えやプランターが並び、ちょっとした植物園のようになっている。といっても置き場所はしっかり考えられているようで、動線の邪じや魔まにはなっていない。中にはちょうどキレイな花を咲かせているものもあって、見ているだけで心が落ち着くようだった。

「……前回は部屋の様子なんて気にする余裕がなかったからなあ」

　なにしろ思い出そうとしても浮かんでくる映像は肌色の割合が多すぎる。

　あの時のユリスの格かつ好こうときたら――

「よし、あったぞ」

「うわっ！　ご、ごめん！」

「……なぜ謝る？」

　ユリスは不思議そうに首を傾かしげた。

「あー、いや……それで、なんの用なのかな？」

　別にごまかしたわけでもなく、純じゆん粋すいな疑問だ。

　消灯時間までにはまだ間があるものの、とうに日も落ちている。クローディアの時もそうだったが、こんな時間に女の子の部屋へ招かれるのはあまり精神衛生上よろしくない。

「そうだな。さっさとすませるとしよう。――ではさっさと服を脱ぬげ」

「なんっ!?」

　思わず仰のけ反ぞり、危うく窓から落ちそうになってしまう綾あや斗と。

「え、あ、あの、ユ、ユユユリス？」

「なにをそんなにうろたえている？　いいからさっさと……」

　と、そこまで言ってユリスもようやく気が付いたのか、見る見るうちにその顔が赤く染まっていく。

「ば、馬鹿！　な、ななななにを考えている！　そうではなくて、破やぶけた服を繕つくろってやると言っているのだ！」

「服……？」

　言われて綾斗も気が付いた。

　そういえばさっきの襲撃であちこちかぎ裂ざきになっていたはずだ。

「繕うって、ユリス裁縫ができるの？」

「得意ではない――が、まあ、できなくもない」

　ぶすっとした顔で答える。

「それは私にも責任があるからな。これ以上私はおまえに借りを作りたくない」

「そういうことなら、まあ」

　綾斗は大人しくシャツを脱いで手渡した。

　ユリスはソーイングセットから針と糸を取り出すと、いかにも危なっかしい手つきでちくちくと縫ぬい始める。

　確かに拙つたなくはあったが、まるで経験がないというわけでもないらしい。

「もしかして、それも友達から教わったのかい？」

「……よくわかったな」

　顔を上げず、もくもくと針を動かしながらユリスがうなずく。

「なんとなくね」

　綾あや斗ともしばらくはその手て許もとを眺ながめていたが、それほど心配する必要がなさそうだと判断して、改めて部屋を見回した。

　クローディアの部屋と違ってワンルームだが、その分こちらのほうが広い。掃除もよく行き届いているようできちんと整理されている。

　ベッドの脇わきにはしっかりした造りの勉強机があり、隅に置かれた一いち輪りん挿ざしにはバラの花が活いけてあった。そしてその横には今時珍めずらしい写真が飾ってある。

　興味が湧わいたので近寄ってみると、そこにはシスターらしき女性と幅広い年代の子どもたちが写っていた。身なりからしてもあまり裕福な暮らしではなさそうだ。

　しかし、その中に一人だけ明らかに浮いている子どもがいた。格かつ好こうこそは他の子どもたち同様に質素だが、写真からでも育ちの違いが見て取れる。

　それでも屈くつ託たくなく、他の子どもたちと同じように笑っているが――その少女は目にも鮮やかな薔ば薇ら色の髪をしていた。

「ねえ、ユリス。もしかして友達って……この子たちのこと？」

「ん……？　って、お、おまえ！　なにを勝手に！」

　ユリスはあわてた様子で駆け寄ってくると、綾斗の手から写真を奪い取る。

「その真ん中に写ってる女の子、ユリスだよね」

「……」

　ユリスは射抜くような視線で綾斗をにらみつけたが、やがて嘆息して写真を机に戻した。

「――そうだ。この写真に写っているのは私の友人たちで間違いない」

　そう言って、再びイスに座って繕つくろいを再開する。

「私はこう見えて、子どもの頃ころはお転てん婆ばでな」

「こう見えて？」

　いや、そもそも子どもの頃？　なら今は……。

「なにか文句でも？」

「……いえ、先をどうぞ」

「ふん……とにかく幼い頃はよく勝手に宮殿を抜け出したりしていたのだ。まあ、窮きゆう屈くつだったのだろうな。元よりうちの血筋すじは王族とはいえ傍系。王政復活に際し、残っていた血筋がほとんどなかったから担かつぎ上げられたにすぎん」

　手を休めることなく淡々とユリスが語る。

「ところがある日、いつもより少し遠出をしたら道に迷ってしまってな。うろうろしているうちに貧ひん民みん街がいのほうへ迷い込んでしまった。リーゼルタニアの治安はそれほど悪くはないが、そんな場所を裕福な身なりの子どもが一人でうろついていればどうなるかは目に見えている」

「その頃ころ、ユリスの力は？」

「せいぜいライター程度の火が出せるくらいだったな。役には立たん。いや、仮にその当時からもっと強力な力を使えたとしても、ケンカの経験一つもないのではどうしようもなかったろう。柄の悪い連中に目を付けられた私は路地裏へ連れ込まれ、なすすべもなく泣くだけだった。そしてあわやというところで助けてくれたのが――彼女たちだったのだ。その時の私の気持ちがわかるか？　まさしく彼女たちはヒーローだった」

　ユリスの声には強い憧どう憬けいの色が滲にじんでいる。

　きっと過去のことではなく、ユリスにとっては今もそうなのだろう。

「宮殿に戻って調べてもらい、彼女たちが貧民街にある孤児院の子どもだとわかった。それ以来、私は宮殿を抜け出しては彼女たちに付いて回るようになってな。最初は当然疎うとましがられたが、しつこく通っているうちになんとか仲良くなることができた」

　いつの間にかユリスの口調は懐なつかしむようなトーンになっていた。

「その子たちって、ユリスがお姫様だってことは知ってたの？」

「いや、当時は隠していたからな。シスターたちは当然知っていただろうが……」

「じゃあ、ユリスの家族のほうは？」

「周囲はそりゃもううるさかったが、その頃には父も母も亡なくなっていたので私自身は気にもしなかったぞ」

「え……？」

「うん？　ああ、知らなかったか。今のリーゼルタニアの国王は私の兄上だ。その先代が私の両親で――といっても私自身、両親のことはよく覚えていないのだがな」

「そう、だったんだ……」

　綾あや斗とも母親のことはほとんど覚えていないので、こういう時に他人がかける言葉がないことをよく知っている。

「調べてみて驚いたのは、その孤児院が母の創設した基金で作られたものだったということだ。さすがに奇妙な縁えんを感じたぞ」

　しかしそこまで語ったユリスはふいに手を止めた。

「とはいえ、その基金もすでにない。孤児の数は毎年増え、資金繰りは年々厳きびしくなっている。だからこそ、私はここに来た。今度は私が子どもたちを助けるために――守るために。今の子どもたちに最も必要なものは、悲しいことに金だからだ」

「いや、でも……」

「おっと、一応断っておくが私は誰だれかに頼まれてやっているわけではないぞ。私は自分の意思で、自分のために、今やりたいと思うことをやっているだけだ」

　きっぱりと言うユリスの瞳ひとみはまっすぐだった。

　それはその通りなのだろう。誰に言われたでもなく。ユリスはそういう女の子だ。

　だが、綾あや斗とが聞きたいのはそういうことではなかった。

「そうじゃなくてさ、もっと他にいくらでも手があるんじゃないの？」

「手とは？」

「つまり……お金を融ゆう通づうする方法だよ。だってユリスはその国のお姫様なんだろう？」

　するとユリスは肩をすくめて言った。

「はっ、私に自由にできる金などあの国にあるものか。王族の活動資金は議会が決めた歳費から捻ねん出しゆつされるのだぞ？　統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの傀かい儡らいとなっているあの国で、収益の見込めない福祉事業に許可が下おりるわけがあるまい。そもそも母の基金が廃止されたのもその流れだ。国民からも文句は出なかった」

　統合企業財体は経済活動を最優先させる。

　そのためであれば人の倫理観さえ変質させてしまうことを厭いとわない。

　長い時間をかけて世論を煽あおり、少しずつ少しずつ意識を変質させていく。

　――その具現がこの都市だ。

「私に使われる金はあっても、私が使える金はない。ならば自分で稼かせぐしかなかろう。幸さいわい私には《魔女ストレガ》としての才能があったしな。王女という立場も、入学に際してプラスに働いてくれたらしい。確かに見み世せ物ものの肩書きとしてはもってこいだ」

　そう言って自じ嘲ちよう気味に低く笑う。

「ここは下げ劣れつでくだらない都市だ。学生同士を闘たたかわせて、それに世界中が熱狂している。欲望が渦を巻き、あらゆるものを飲み込んで醜しゆう悪あくに肥こえ太ふとり、どこまでも大きくなっていく。だがそれゆえにここはあらゆる望みに最も近い都市だ。私はここで私の望むものを手に入れる。――それが私の闘う理由だ」

　ユリスはそこまで言うと、ばさっとシャツを広げてみせた。

　少し……いや、かなり不ぶ恰かつ好こうだが、一応最低限の修しゆう繕ぜんはされているようだ。

「よし！　ではこれを持ってとっとと帰るがいい」

「……ああ、ありがとう」

「これで貸し借りはなしだぞ」

「わかってるよ」

　そもそもがあまり長居をしていい場所じゃない。

　と、そこでテーブルの隅にきちんと折り畳まれたハンカチに気が付いた。

　ユリスと出会うきっかけとなったあのハンカチだ。今ならあのハンカチがどのようなものなのか、なんとなくわかる。

　ユリスもその視線に気が付いたのか、微笑ほほえみながらそっとそれを手に取った。

「ああ、これは昔、孤児院の友人たちから誕生日にもらったのだ。みんなで刺し繍しゆうを入れてくれて――特にこの一番ヘタクソなのが私の親友の刺繍なんだ」

　その人はきっとユリスにとっての大切な人なのだろう。

　最後に「私の宝物だ」とはにかむように笑い、ユリスはハンカチを元の場所へ戻す。

　綾あや斗とはそれを微笑ましく思うと同時に、胸の奥に鈍にぶい痛みを感じていた。

　大切な人。守るべきもの。――己の成なすべきこと。

「じゃあ、また明日」

　シャツを羽は織おり、軽く手を上げて窓から飛び降りる。

（……闘たたかう理由、か）

　綾斗は心の中で、短くそうつぶやいた。



    


  
    
      


第七章　解とき放たれし者





「どうした、天あま霧ぎり。ぼーっとして」

　隣となりを歩く英えい士し郎ろうの声に、綾斗ははっと顔を上げた。

「――ああ、いや、なんでもないなんでもない」

　慌あわてて手を振り、笑顔を作る。

「ふーん……まあ、ならいいけどさ。昨日からちょっと様子が変だぜ？」

「大丈夫だよ、ちょっと寝不足なだけさ。……あー、それよりほら、急がないと遅刻しちゃうんじゃないかな」

「慌てなさんな、この時間なら滑り込みセーフでいけるって」

　そうは言うが、廊下を歩く学生の姿はすでにほとんど見られない。

　実際、二人が教室へ着いたのはホームルームが始まる直前だった。

「大体、夜や吹ぶきはちゃんと起こしてあげたのになんで二に度ど寝ねするのさ……おかげでこんなギリギリになっちゃったじゃないか」

「いいじゃねーの、こうして間に合ったんだから」

「そういう問題じゃなくて――ああ、ユリス。おはよう」

　綾あや斗とが自分の席に着くと、隣となりのユリスはなにやら手紙に目を通しているところだった。

「……」

「ユリス？」

「あ、ああ、おはよう」

　ユリスは少し焦あせった様子で手紙をしまうと、視線をそらす。

「……？」

「おらおらー、席につけ席にー！　出席取るぞー！」

　綾斗はユリスの態度をいぶかしく思ったものの、匡きよう子こが殺気を振りまきながらやってきたためそれ以上の話はできなかった。

　授業中もあまり集中できていないのか、上うわの空そらといった感じだ。

「ユリス、どうかした？」

　放課後になってようやく話ができると思ったが、ユリスは綾斗のほうを見ようともせずに席を立つ。

「――すまないが、今日は用事がある」

「え？　ちょ、ちょっとユリス？」

　制止の声も聞かずに、早足で教室を出て行くユリスを綾斗は見送るしかできなかった。

「どうしたんだろう……？」

「あらら、なんだかまた昔に戻っちまったみたいだな」

「昔？」

　綾斗の質問に、英えい士し郎ろうは首をすくめて答える。

「あのお姫さん、おまえさんが来る前はいつもあんな感じだったんだよ。頑かたくなに『私に関かかわるな』ってオーラ振りまいてる感じでさ。せっかく雪解どけしてきた感じだったのに、もったいないねえ」

「……」

　ユリスの様子は気になるが、昨日の一件についてクローディアに報告しておかないとまずい。ついでにユリスのことも聞いてみよう。



「あら、ごきげんよう。どうかしましたか？」

　生徒会室に入るとクローディアはいつものように笑顔で綾斗を迎むかえてくれた。

「昨日、また連中がちょっかいを出してきてさ」

「ええ、話だけは聞いています。レヴォルフの生徒を使ったみたいですね」

「さすがに耳が早いね」

　だが本題はそこではない。

「……それとは別に、犯人の目め星ぼしがついたかもしれないんだ」

　これにはクローディアも目を見開いた。

「本当ですか？」

「ああ、たぶん間違いないと思う」

　綾あや斗とがその根こん拠きよをそっと耳打ちすると、クローディアはしばらくじっと考え込む。

「なるほど……。わかりました、ではこちらでも調べてみるとしましょう。これでうまく解決できればいいのですが……」

　クローディアはいまいち浮かない顔だ。

「なにか気がかりが？」

「このことはユリスも気が付いているのですよね？」

「口に出して確認したわけじゃないけど、ユリスも気づいてると思うよ」

「それでユリスは今どこへ？」

「用事があるとかですぐに帰っちゃったけど……って、まさか！」

　綾斗もようやく思い至った。

　そうだ。ユリスの性格からして、犯人の目め星ぼしが付いたならば他人にまかせるはずがない。

「……これは少々まずいかもしれませんね」

「でもまさか本当に直接問い詰める気なのかな？　向こうだって証拠がなければ白しらを切きるに決まってるし……」

「いえ、ここまできたらあちらもそんな悠ゆう長ちようなことは言ってられないでしょう。確実に口を封じようとしてくるはずです。むしろあちらから接触してきてもおかしくは――」

「っ！　じゃあ今け朝さの手紙はひょっとして！」

「手紙？」

「今朝、ユリスが見てたんだ。隠すみたいにしてたからおかしいとは思ったんだけど」

　クローディアの顔色が変わった。

「なにはともあれ、まずはユリスを探しましょう」

「だけど探すって言ってもどこを？」

　人工島とはいえアスタリスクの広さはかなりのものだ。あてもなく探したところで見つけられるとは思えない。

「まずは寮りように戻っているか確認を取ります。犯人がユリスを呼び出したのだとしたら、当然できるだけ人目につかないところにするでしょう。ならばある程度は限定できます」

　クローディアがアスタリスクの地図を空間ウィンドウで表示させる。

「――あ、ちょっと待って」

　と、綾斗の携帯端末に連絡が入った。

　ユリスからかと思って慌あわてて空間ウィンドウを開く。

『……綾斗、助けて』

　が、そこへ映し出されたのは困ったように眉まゆを寄せた紗さ夜やだった。

「紗夜？　どうしたのさ？」

『道に迷った』

　実に端的な返答に額ひたいを押さえる。

「またかい、紗夜……。てゆーか、ごめん。今はユリスのほうで手一杯で――」

『……リースフェルト？　それなら、さっき見かけたような……』

　その言葉にクローディアと二人、顔を見合わせる。

「本当に？」

　画面の向こうでこくりとうなずく紗夜。

「紗夜！　どこで見かけたか詳しく教えて！　いや、その前にまず今どこにいるの!?」

『……それがわかってたら迷ったとは言わない』

　――ごもっとも。

「失礼。沙さ々さ宮みやさん、周辺の景色を映してもらえませんか？」

『……こう？』

　突然割り込んできたクローディアの言葉に少し不思議そうな顔をしつつも、紗夜は素直に従ってくれた。

「再開発エリアの外れですね。ここからならかなり絞しぼり込めそうです」

　さすがはクローディア、一目見ただけでわかったらしい。

「ありがとう、紗夜！　おかげで助かったよ！」

『……私はまだ助かっていない』

「ああ、そっか。えーと……」

　一瞬紗夜にも手伝ってもらおうかと思ったが、犯人が本気だとしたら危険すぎると思い直す。第一場所を教えたところで紗夜が一人でたどり着けるとは思えない。

「沙々宮さんのほうは誰だれか迎むかえを手配しておきます。綾あや斗とはユリスのほうを」

「ごめん、頼むよ」

「いえ、お気になさらず」

　クローディアは微笑ほほえみながら次々と該当箇所を地図上にピックアップしていく。

　目を見張るようなスピードだったが、それでももどかしく感じられてしまうのはやはり余裕がないせいだろう。

「……それにしても、どうしてユリスはなにも言ってくれなかったんだろう」

　ユリスの性格から他人に任せたくないのはわかる。でもそれにしたって……。

「やっぱり信用されてないのかなぁ」

「逆だと思いますよ」

　そんな綾斗のぼやきに、目線は地図に残したままのクローディアが小さく苦く笑しようする。

「え？　どういうこと？」

「以前に言ったでしょう？　あの子は、自分の手の中のものを守るのに精一杯なのだと。きっとあなたも、その中に入ってしまったのでしょうね」

「守る……？　ユリスが、俺を――？」

　その瞬間、綾あや斗との中でなにかが弾はじけた。

　突然、目の前が大きく開けたような感覚。

「ああ、そうか……」

　あの夜の、姉の言葉が蘇よみがえる。

　自分を守ると言ってくれた姉。

　そんな姉を守るといった自分。

　それは叶かなわなかったけれど、だけど――。

「……こんなに単純なことだったんだ」

　今ならわかる。

　自分が『成なすべきこと』が、なんなのか。

「できました！」

　同時に、クローディアから携帯端末へ地図が送られてくる。

「よしっ！」

　まずは一番近いところから虱しらみ潰つぶしに当たってみよう。

「ああ、お待ちください。その前に――」

　弾丸のように生徒会室を飛び出そうとした綾斗に、クローディアから制止の声が飛んだ。

「――アレの用意ができています。どうぞお持ちください」



　　　　　＊



　その頃ころ、ユリスは再開発エリアの廃ビルを訪れていた。

　解体工事中のそこは逢おう魔まが時ときの薄うす闇やみが支配している。すでに一部の壁や床が打ち壊されているので広く感じるが、あちこちに廃はい材ざいが積まれているため死角は多い。

　それでもユリスはためらうことなく奥へと進んでいった。傾いた日が不気味な影模様を作り出す中、険けわしい顔で黙々と歩みを進める。

　――が、一番奥の区画へ足を踏み入れた途と端たん、吹き抜け状になっている上階部分からユリス目掛けて廃材が落ちてきた。少女一人を押おし潰つぶすには十分すぎる量だったが、ユリスは視線を上げることもなく感情を抑えた声でつぶやく。

「咲き誇れ――隔絶の赤傘花レツドクラウン」

　同時にユリスを守るように五角形の花弁が現出し、落下してきた廃材を全て撥はね除のける。それはまるで炎ほのおで作られた傘のようだった。

「今更この程度で私をどうにかできるとは思っていないだろう？　いい加減、出てきたらどうだ――サイラス・ノーマン」

　屋上まで貫つらぬいた吹き抜けの更に向こうには、うっすらとした月が浮かんでいる。

　弾はじかれた強化鉄骨が床に突き刺さり、廃はい材ざいが巻き上げた土ぼこりがもうもうと立ち込める中、一人の少年がゆっくりと姿を現わした。

「これは失しつ敬けい。余よ興きようにもなりませんでしたか」

　痩やせた少年――サイラスは、芝しば居いがかった仕草で頭を下げる。

「それにしても驚きましたよ、よく僕が犯人だとわかりましたね？」

「昨日、貴様が口を滑らせたおかげでな」

「昨日？　はて、なにか失敗しましたか？」

　首をひねるサイラスに、ユリスは努めて冷静に答えた。

「昨日、商業エリアで顔を合わせた時にあいつがレスターを挑発しただろう？　あの時、貴様はレスターを止めようとこう言ったのだ。『決けつ闘とうの隙すきをうかがうような卑ひ怯きようなマネ、するはずがありません』とな」

「……それがなにか？」

「なぜ襲しゆう撃げき者しやが決闘の隙を狙ねらってきたことを知っている。最初の襲撃――あいつとの決闘の隙を狙った狙そ撃げきはニュースになっていない」

「でも二回目の襲撃はニュースになっていたじゃありませんか。実際に僕も見ましたよ」

「そうだな、確かにニュースにはなった。だがあれらはどれも私が襲撃者を撃げき退たいしたということを伝えていただけだ。沙さ々さ宮みやの名前どころか、彼女が現場にいたことさえ伝えていなかった。愚おろかしいことだ。あの時、貴様らを撃退したのは沙々宮のほうだというのにな」

「……」

　サイラスは底の知れない目でユリスを見つめている。

「わかったか？　あの現場にもう一人いたという事実さえニュースになっていないのに、『決闘の隙を狙った』と言い切れるのは、その状況を直接見ていたか、あるいはその状況を知らされたか――いずれにせよ、犯人かその仲間しかありえんのだ」

「これはこれは……僕としたことが迂う闊かつでした。とすると、彼があの時レスターさんを挑発したのもわざとですか」

「だろうな。あれはそれくらいの腹はら芸げいならやってのける男だ」

　少し自慢そうにユリスが胸を張る。

「ふむ……だとするとやはり彼のほうへ狙いを変えたのは正解だったようですね。あなたを狙う上で、彼はいかにも邪じや魔ま者ものだ」

「っ！　貴様……！」

「くくっ、わかっていますわかっていますよ。あなたがわざわざここに足を運んでくださったのは、そうさせないためでしょう？」

　余裕の表情で手を広げてみせるサイラスに、ユリスはぎりっと奥歯を噛かみ締しめた。

　今け朝さ、ユリスの机に入れられていた手紙には「これからは周囲の人間を狙ねらう。それを望まぬなら以下の場所へ来られたし」とあったのだ。

「ならばさっさと用件を済ませようではないか」

「まあまあ、そう急せかないでください。僕としては話し合いですむならばそれに越したことはないと考えているのですよ。わざわざお呼び立てしたのもそのためです」

「白しら々じらしいにもほどがあるな。この期ごにおよんでなにを言う」

「いえいえ、本当です。僕としても正面からあなたとやりあうのはできるだけ避けたいのが本音ですし」

　そう言いながらもサイラスは余裕の態度を崩さない。

　ここに来る前に軽く調べてみたが、サイラスは序じよ列れつ外だし公式序列戦に参加した経歴もない。その実力は未知数だ。

　それに襲しゆう撃げき者しやは最低でも三人いた。あの黒ずくめの一人がサイラスだとしても、まだ他に二人仲間がいることになる。

「――わかった。話だけは聞いてやろう」

　ここは相手の出方をうかがったほうが良いとユリスは判断した。

「そうこなくては。実は僕もあなたと同様、ここでの目的はお金を稼かせぐことでしてね。気が合うはずだと思っていたのですよ」

　サイラスも尊大な笑顔でうなずく。

「おわかりでしょうが、こちらの条件はあなたの《鳳凰星武祭フエニクス》出場辞退です。プラスして、今回の襲撃と僕が無関係であることを証言していただけると助かります」

「私のメリットは？」

「あなたと天あま霧ぎり綾あや斗とくんの身の安全では不足ですか？」

「話にならんな」

　ユリスはばっさりと切り捨てた。

「そんなものはここで貴様を叩たたきのめせばすむことだ。それに私が黙っていたとしても、すでに生徒会は貴様にたどり着いているはずだぞ」

「そっちはどうとでもなります。なにしろ僕がやったという証拠は一切ないのですからね」

「大した自信だな」

「事実ですから」

　ユリスとサイラスの視線がぶつかり合う。

　と、そこへ割り込むように、低く怒りに満ちた声が響き渡った。

「これはいったいどういうことだ、サイラスッ！」

「……レスター？」

　ずかずかと大おお股またでやってきたのはレスター・マクフェイルだった。

　ユリスは一瞬身構えたが、その怒りは明らかにサイラスへと向けられている。

「やあ、お待ちしていましたよレスターさん」

「ユリスが決けつ闘とうを受けたというから駆けつけてみれば……今の話は本当なのか？　てめぇがユリスを襲った犯人だと？」

　どうやらさっきのやりとりを聞いていたらしい。

「ええ、その通りです。それがなにか？」

「ふざけるな！　なんでそんなマネしやがった！」

「なんでと言われましてもね。依頼されたからとしか答えられません」

「依頼だと……？」

　レスターは驚きと怒り、そして混乱が入り交じった表情をしている。

　これが演技ならば大した役者だが、そんな器用さを持ち合わせていないことはユリスもよく知っていた。一つため息をつき、口を開く。

「こいつはな、どこぞの学園と内通して《鳳凰星武祭フエニクス》にエントリーした有力学生を襲っていたのだ。知らなかったのか？」

「……！」

　レスターは言葉もないといった顔だ。

　彼にとってはよほど従順な取り巻きだったのだろう。

　そんなレスターを嘲あざけるような目で見ながら、サイラスが肩をすくめる。

「僕はあなた方と違い、正面切ってぶつかり合うような愚おろかしいマネを繰り返すのはごめんなんですよ。もっと安全でスマートに稼かせげる方法があるのなら、そちらを選択して当然でしょう」

「それが同じ学園の仲間を売ることだと？」

「仲間？　ははっ、ご冗談を」

　サイラスは笑いながら首を振った。

「ここに集まっている者は皆敵同士じゃありませんか。チーム戦やタッグ戦のために一時的に手を組むことはあっても、それ以外ではお互いを蹴け落おとそうとしている連中ばかりです。あなた方のように序じよ列れつが上位の人はよくおわかりでしょう？　必死で闘たたかって、血と汗を流して勝って、ようやくそれなりの地位を手に入れたと思ったら、今度はその立場を付け狙ねらわれる。僕はそのようにわずらわしい生活は真っ平なんですよ。同じくらいに稼げるのであれば、目立たずひっそりとしていたほうが賢いと思いませんか？」

「……まあ、貴様の言い分にも一いち理りあるな。確かに我々は同じ学園に所属しているが仲良しこよしの関係ではないし、名前が広まればわずらわしさも付いて回る」

「おい、ユリス……！」

　心当たり抜ばつ群ぐんだったのか、顔をしかめるレスター。

「だが――決してそれだけではない」

「おや、これは意外ですな。あなたはどちらかと言えば僕に近い方だと思っていたのですが」

「こちらも心外だ。貴様のような外げ道どうと一緒にされるとはな」

　ユリスはこれで話は終わりとばかりにサイラスをにらみつける。

「ぶちのめす前に聞いておくぜ。なんでわざわざオレ様を呼び出した？　まさかオレ様がてめぇの味方をするとでも思ったのか？　だったら大馬鹿野郎としか言えねぇな」

「いえいえ、あなたは保険のようなものですよ。もしユリスさんとの交こう渉しようが決けつ裂れつした場合、誰だれか代かわりに犯人役をやっていただく必要がありますからね」

「……てめぇ、本当に馬鹿なのか？　オレ様がはいそうですかと引き受けるわけねぇだろ」

「なに、お二人とも揃そろって口がきけなくなれば、あとは適当な筋すじ書きをこしらえますからご安心を。ま、そうですね、お二人が決けつ闘とうの挙あげ句く、仲良く共倒れというのが一番無難なところでしょうか」

　その言葉にレスターの堪かん忍にん袋ぶくろの緒は完全に千切れとんだようだ。

「おもしれぇ、てめぇのチンケな能力でオレ様を黙らせられるっていうなら、ぜひともやってもらおうじゃねぇか」

　そう言って煌式武装ルークスの発動体を取り出すと、その巨体に負けないサイズの戦せん斧ぷ《ヴァルディッシュ＝レオ》が出現する。

「レスター、あまり先走るな。なにを仕掛けてくるかわからんぞ。やつも《魔術師ダンテ》なのだろう？」

　ユリスにとってレスターは気の許せる仲とは言いい難がたいが、それでもこの状況で無視するわけにもいかない。

「ハッ、あいつの能力は物体操作だ。せいぜいそこらの鉄骨を振り回すくらいしかできやしねえさ。それよりユリス、てめぇは手を出すんじゃねえぞ！」

　言うが早いかレスターは地を蹴けった。一瞬でサイラスとの距離を詰めると、巨大な光の刃やいばを唸うならせて三日月斧を振り下おろす。

「くたばりやがれ！」

　が、その寸前。

「なにっ!?」

　突とつ如じよとして吹き抜けから降ってきた黒ずくめの大男が二人の間に割って入り、レスターの一撃を受け止めた。

　――それも素す手でで。

「ぐうぅぅ！」

　それだけでも驚きよう異い的てきなのに、大男はレスターが渾こん身しんの力を込めてもびくともしない。力では星せい導どう館かん学がく園えん随一を自負していただけに、これは衝撃だったのだろう。

　驚いた表情を浮かべつつも、一度大きく距離を取る。

「へっ！　そうかそうか、そいつがご自慢のお仲間ってやつか」

「仲間？　くくっ、馬鹿を言わないでください」

　サイラスがパチンと指を鳴らすと、大男に続いてさらに二人、黒ずくめの男たちが姿を現した。

「――こいつらは、僕の可愛かわいい可愛いお人形ですよ」

　男たちが黒ずくめの衣装を脱ぬぎさる。

　その下から現れた体は、まさしく人形だった。

　顔には目とおぼしき窪くぼみがあるだけで鼻も口もない。関節は球体で繋つながっており、全体的につるんとしている。

　強しいて言えばマネキンに近いが、それよりも遥はるかに不気味な外見だった。

「戦闘用の擬形体パペツトか……？」

　ユリスが冷静に観察する。

　戦場では遠隔操作用の擬形体が実用化されているが、それらを運用するには専門の施設が必要なはずだ。

　いくらなんでもそんな大掛かりな仕掛けを用意できるとは思えない。いや、正確には不可能ではないだろうが、それをこのアスタリスクで秘ひ密みつ裏りに運用するのは至し難なんの業わざだ。

「あんな無ぶ粋すいなものと一緒にしないでいただきたいですね。こいつらに機械仕掛けは一切使っていませんよ」

　それが本当ならば動くはずがない。

　だが現実に、目の前の人形たちはまるで人のようになめらかに動いている。

「――なるほど、それが貴様の本当の能力というわけか」

　なぜ襲しゆう撃げき者しやの気配をギリギリまで感じ取れなかったのかようやくわかった。単純に、相手が無機物だったからだ。最初から殺気が存在しないのであれば、感じ取りようがない。

「てめぇ、隠してやがったのか……！　自分じゃナイフを操るくらいが関せきの山やまだとほざいてやがったくせに……ッ」

「まさかそれを信じていたんですか？　あははは！　や、これは失しつ敬けい。ですが冷静に考えてくださいよ。わざわざ手の内を見せてあげる馬鹿がどこにいますか？」

　サイラスは大げさに肩をすくめてみせる。

「レスターさんの言葉通り、僕の能力は印を刻んだ物体に万応素マナで干渉し操作すること。それが無機物である以上、たとえこの人形のように構造が複雑であっても自由に操ることが可能です。もっとも、それを知っている人間はこの学園に居ませんけどね」

　これでユリスにもサイラスの自信の根こん拠きよが半分まで理解できた。

「貴様はターゲットをその人形共に襲わせていた。そして貴様が人形をコントロールできることを誰だれも知らないのであれば、なるほど貴様を捕つかまえるのは難しいだろうな」

　綾あや斗との話によればサイラスには完かん璧ぺきなアリバイがあるのだという。それもこの能力なら当然だ。どの程度の距離まで能力が有効なのかはわからないが、状況さえ確認できれば現場にいる必要はない。それこそ人形にカメラでも持たせておけばどうとでもなる。

《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》がこうして能力を犯罪に利用した場合、その立証は極きわめて難しいのが現実だ。そのためどこの国でも登録が義務付けられているのだが――

「くだらねえ！　そんなものここでてめぇを張り倒して風紀委員なり警備隊なりに突き出せばそれですむことだ！」

「それはあなた方が無事にここから帰れたらの話でしょう？」

「いいだろう、だったら次は本気で行くぜ……！」

　レスターが星辰力プラーナを高めると、《ヴァルディッシュ＝レオ》の光の刃やいばが二倍近くに膨ふくれ上がる。ユリスも何度か見たことがある、レスター必殺の流星闘技メテオアーツだ。

　それはもはや斧というより巨大なハンマーといったほうがいいだろう。

「くらいやがれ！　《ブラストネメア》！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に振り下おろされたそれは、人形たちを三体まとめて吹き飛ばしていた。

　派手な音を立てて柱に激突し、破片が飛び散る。受け止めた柱に亀き裂れつが入るほどの威力だった。

　その一撃で三体のうち二体は完全に破壊されたようだ。いずれも手足がもげて、あらぬ方向へねじれている。

　もっとも大男タイプの人形はボディにヒビが入っただけですんだらしい。柱から体を引ひき剥はがすと、何事もなかったかのように再びレスターと向き合った。

「ほう、ちったぁ丈じよう夫ぶなやつもいるらしいな」

　それを見たレスターがニヤリと笑う。こちらも自信は十分といった感じだ。

「これは対レスターさん用に用意した重量型ですからね。ノーマルタイプとは防御力が違います。体格も武器もあなたに合わせてあるんですよ。いざという時、あなたの代かわりを務めてもらうためにね」

「オレ様に罪を着せるためってわけか。ってことはそっちでクロスボウを構えてる人形はランディ役か？」

「ま、そんなところです」

「ふん、わざわざご苦労なこったが、残念だったな。そいつは無む駄だになりそうだぜ！」

　再びレスターが《ヴァルディッシュ＝レオ》を振り下おろす。

　が、その刃やいばが重量型に届く寸前――

「っ!?」

　柱の陰から現れた新たな人形が二体、レスターに光弾の雨を浴あびせていた。

「ぐああああああああああああああ！」

「レスター！」

　ユリスは思わず飛び出したが、それを阻むようにまた別の人形が現れる。

「おっと、あなたはそこでおとなしくしていてください。そうそう、そいつらも特別仕様でしてね。あなた用に耐たい熱ねつ限げん界かいを上げてあります」

「くっ……！」

　ユリスを囲むように、さらに三体。他の人形たちと違って素体の色が真っ黒だが、違いといえばそれだけだ。

　やはりその手には剣型の煌式武装ルークスが握られている。

　ユリスもすかさず細さい剣けん《アスペラ・スピーナ》を起動した。

「ぐっ……きたねぇ不意打ちしか、できねえようだな……！」

　一方のレスターは膝ひざを突き、苦しそうな表情でサイラスをにらみつけた。

「おや、存外にお元気ですね」

　とっさに星辰力プラーナを全て防御に回したのだろう。皮ひ膚ふは裂さけ、血をにじませてはいたものの、いまだに闘志は衰おとろえていないようだ。

　もっとも星辰力は無尽蔵ではない。

　それが尽きれば意識を失ってしまうし、この場でそうなれば当然それだけではすまないだろう。

「こ、こんな木で偶くの坊ぼう、例たとえ何体かかってこようとオレ様の相手じゃ……」

「やれやれ……レスターさん、どうやらあなたはなにも理解していないようですね」

　その瞬間、レスターの眼がん前ぜんに新たな人形が降ってきた。

　吹き抜けから飛び降りてきたその人形に続いて、一体、また一体と増えていく。

　レスターは忌いま々いましそうな顔つきでその光景を見ていたが、次第にその顏に浮かぶ感情は驚きよう愕がくへと変わり、やがて恐怖に塗り替えられた。

　なんとか人形たちの囲いを突破しようとしていたユリスも目を見開いて足を止める。

　その数は十や二十ではきかない。

　いや、それどころか――

「何体でかかってこようと？　いいでしょう、お望み通りにしてあげます。僕が同時に操作できる最大数、百二十八体の人形でね」

「ひゃく……」

　レスターの顔に絶望の色が広がる。

　それを愉ゆ快かいそうに見み下おろしながら、サイラスは低く喉のどを鳴らした。

「ああ、いい表情です。そうそう、あなたのそういった顔が見たかった。では――ごきげんよう」

　サイラスが腕を振ると同時に、人形たちがレスターへ向かって一斉に襲い掛かる。

「やめろ、サイラス！」

　ユリスは強引に囲みを突破しようとしたが、数の差はいかんともしがたい。

　一体一体はそれほど手て強ごわい相手ではないが、とにかく連係が巧みなのだ。

　薄く笑うサイラスの背後からは、しばらくレスターのくぐもった悲鳴が聞こえていたが、すぐにそれも途切れてしまった。

「ご安心を、まだしばらくは息をしていてもらわないと困ります。なにしろレスターさんはあなたが倒したことにしないとマズいですからね。適当に火種を用意しませんと――」

「咲き誇れッ――！　呑竜の咬焔花アンテリナム・マジエス！」

　この期ごに及んでサイラスの言葉を最後まで聞いていられるほど、ユリスは悠ゆう長ちような性格ではない。ユリスが細さい剣けんを振るった軌道に魔法陣が浮かび上がる。さらにそこから猛烈な熱波が迸ほとばしったかと思うと、その魔法陣を破やぶるようにして巨大な焔ほのおの竜が出現した。

「ほう、これは初めて見ますね」



    


  
    
      



    


  
    
      

　サイラスが感心したようにつぶやくが、それもそのはず。これはユリスにとって奥の手の一つだ。そう簡単に披ひ露ろうするようなものではない。

　焔ほのおの竜は空気を震ふるわせるような雄お叫たけびを上げると、行く手を塞ふさいでいた人形をその顎あぎとでまとめて噛かみ砕くだく。

「おおっ!?」

　耐たい熱ねつ限げん界かいを上げてあると言っていた特製の人形も、その圧倒的な破壊力の前にはなすすべもない。

「これは大したものですね。序じよ列れつ五位は伊だ達てではないということですか……！」

　サイラスは距離を取ると、再びパチンと指を鳴らす。

「しかし、所しよ詮せんは多勢に無勢！」

　竜の顎をかいくぐった人形が五体、再びユリスを囲むようにして襲い掛かった。

「くっ！」

　ユリスは細さい剣けんをふるって応戦するが、その集中力は能力のコントロールへ割さかれているためどうしても動きが鈍にぶくなる。

　振り下ろされる光剣をかろうじて受け止めると、煌式武装ルークス同士が干渉しあってまばゆい火花が飛び散った。

「舐なめるなッ！」

　ユリスは気合と共に人形の腹を蹴けり飛ばすと、振り向きざまに背後に回り込んでいた人形の武器を弾はじき、串くし刺ざしにする。

　――が。

　その人形は意にも介さずユリスにしがみついてきた。

「なっ……捨て身か!?」

「くくっ、人間相手の時と同じようにしていると、そのように足元をすくわれますよ？」

　そう言うサイラスの前に並んだ人形たちが一斉に銃を構える。

「っ！」

　とっさに焔の竜を盾たてとすべく呼び戻すが――わずかに間に合わない。

「くぅっ!?」

　爆炎が舞い踊る中を切り裂さくように飛んできた光弾が、ユリスの太ももをえぐっていた。

　たまらず膝ひざを折ったユリスを、すかさず二体の人形がその両腕を抱えるようにして壁に押さえつけた。

　同時に焔の竜が溶とけるように掻かき消きえる。

「あなたの能力は強力ですが、ご自分の視界までふさいでしまうのが難点ですね」

「ふん……さすがに、よく観察しているじゃないか……」

　痛みを堪こらえつつ、ユリスは挑むように笑みを見せる。

「だが、私にも一つわかったことがあるぞ」

「ほう、なんです？」

「貴様の背後にいるのはアルルカントだということだ」

　その言葉にサイラスの顔から笑みが消える。

「その人形共、特別仕様とか言っていたな。だが私やレスターの攻撃に耐えうるだけの装甲をどこから調達した？　ましてやその数を量産できるとなれば、技術的に見ても他の学園では不可能だ」

「ふむ、ご明めい察さつ――ですが、これはいよいよもって見み逃のがすわけにはいかなくなりましたな」

「はっ、もともとそんなつもりはないくせによく言う」

　サイラスは無言のまま近づいてくると、ユリスの太ももの傷を思い切り蹴けりつけた。

「あああぁぁぁぁっ！」

「くく……なぁに、あなたもレスターさん同様もう少し痛めつけてからにしようと思っていただけです。が、気が変わりました。さっさと終わらせてしまいましょう」

　苦痛に悶もだえるユリスに背を向け、サイラスが軽く手を上げる。

　押さえつけられたままのユリスに、一体の人形が巨大な戦せん斧ぷを振りかざし――

「……っ」

　思わず目をつむるユリス。

　――刹せつ那な、風が疾はしった。

　優しく、心地よい、それでいて力強い風。



「ごめん、遅くなった」



　その声に驚いて目を開けば、いるはずのない少年の顔が目の前にあった。

　その右手には、純白の大剣。

「綾あや斗とっ!?」

　ユリスが声を上げるのと同時に、斧を振り上げていた人形が崩れ落ちる。

　ユリスを取り押さえていた人形たちも同様だ。全てが一刀の下もと、胴から綺き麗れいに両断されていた。

「お、おまえ、なぜここに……」

　どうやら自分は綾斗に抱きかかえられているらしい。

　安あん堵どすると同時に、嬉うれしいような恥ずかしいような複雑な感情が湧わき上あがる。

「紗さ夜やとクローディアのおかげだよ」

「沙さ々さ宮みやとクローディアが……？」

　いや、それよりも。

「まさか私を助けにきたなどとぬかすなよ？」

「……いや、助けにきたんだけど？」

　困ったように言う綾あや斗とに、かっと頭に血が上る。

　自分がどうして一人で始し末まつをつけようとしたのか、この少年にはまるでわかっていないらしい。

　……認めよう。この、どこかふわふわした心優しい少年を、ユリスは気に入っていた。だから――だからこそ、これ以上巻き込みたくなかったのに。

「これは私の問題で、おまえとはなんの関係もないはずだ！　それなのにわざわざ危険な目に遭あいにきたというのか!?」

　その問いに、綾斗はどこかさっぱりした表情で答えた。

「ユリスはさ。自分の意思で、自分のために闘たたかっているんだって言ってたよね。孤児院の子どもたちを守るのも、全部自分がやりたいからやっているだけだって」

「……ああ、その通りだ」

　ふいに話が変わったので戸惑いつつも、小さくうなずく。

「それは確かにすごいと思うけど、でも――」

　綾斗はそこでじっとユリスを見つめて続けた。

「――だったら、ユリスのことは誰だれが守ってくれるのさ？」

「誰、が……？」

　そんなことは考えたこともなかった。

　今この手の中にあるものをこぼすまいとするのに必死で。

　失ってしまったものを取り戻そうとするのに必死で。

　それを繰り返さないようにするための未来を掴つかむために必死で。

　だから――

「俺はね、ユリス。ずっと探してたんだよ。自分になにができるのか、なにをやりたいのか、なにをするべきなのか――成なすべきことはなんなのか。大切な人が俺を置いていってしまったあの日から、ずっと。でも、ここに来て、ユリスと出会って、ようやくわかった」

　綾斗の言葉は懐なつかしむようで、それでいてなにかと決別するようでもあった。

「今、やりたいことがあって、それができるだけの力があるなら――それが俺の成すべきことなんだって」

「成すべきこと……」

「今の俺はユリスの力になりたい。それだけだよ」

　うなずき、綾斗は小さく微笑ほほえむ。

　ユリスを見つめる、どこまでもまっすぐな綾斗の眼まな差ざし。

　深く、黒い、夜空のような瞳ひとみだ。

　ドクンと、心臓が高鳴った。

　痛いような、苦しいような、それでいて心地よい不可思議な気持ちが溢あふれてくる。

　それは今まで感じたことのない、強く激しい感情で――

「お話は終わりましたか？　いやはや、まったく思わぬ飛込みゲストですね――天あま霧ぎり綾あや斗とくん」

　その声に視線と意識を戻せば、サイラスが芝しば居いがかった仕草で肩をすくめていた。

　相変わらず余裕たっぷりで、一瞬のうちに人形が三体片付けられたというのに微み塵じんも動揺していない。

　綾斗一人が増えたところで自分の優位は崩れないという自信があるのだろう。

「今のが《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の力ですか……なるほど、確かに少しばかり厄やつ介かいですね」

《黒炉の魔剣》といえばユリスも名前を聞いたことがある。星せい導どう館かん学がく園えんが誇る純星煌式武装オーガルクスの中でも、トップクラスに強力な能力を秘めた剣だったはずだ。

　純白の刀身がまぶしい巨大な剣だが、綾斗はそれを右手一本で構えている。

「しかし使い手が二流ではせっかくの純星煌式武装も宝の持もち腐ぐされというものです。綾斗くん、あなたの闘たたかいぶりは何度か拝見しましたが、正直に言ってこの学園においては凡ぼん庸ようの極きわみといったレベルですね。今は不意打ちがうまくきいたようですが、百体を超える僕の人形たちを相手に何ができると――」



「――黙れ。不意打ちしかできないのはあなただろう、サイラス・ノーマン」



　綾斗らしからぬ、底そこ冷びえするような声だった。

　その迫力に気け圧おされるように、サイラスが一歩後ずさる。

　一瞬後、そんな自分に気がついたように、忌いま々いましげに顔をしかめた。

「……言ってくれますね。でしたら試してみますか？」

　サイラスが指を鳴らすと、居並ぶ人形たちが一斉に煌式武装ルークスを構えた。

「これだけの数を一人でどうにかできるというならやってみるがいい！」

　四方から光弾が乱れ飛び、その合あい間まを縫ぬって剣や斧、槍といった煌式武装を持った人形たちが飛び掛ってくる。

　しかし。

「――内なる剣を以もって星せい牢ろうを破は獄ごくし、我が虎こ威いを解放す！」

　その刹せつ那な、ユリスは見た。

　綾斗の顔に苦く悶もんの表情が浮かび、星辰力プラーナが爆発的に高まったかと思うと、複数の魔法陣が周囲に浮かび上がり、光の火花を散らしながら砕くだけ散る。圧倒的な星辰力が解放され、光の柱のように立ち上る。

　まるで固く縛り付けていた枷かせが外はずれたように。

　そして次の瞬間、綾あや斗との姿はその場所から消えていた。

「は……？」

　サイラスが唖あ然ぜんとして間抜けな声を漏もらすと同時に、襲い掛かった人形たちがバラバラになる。その切り口は刃物で切ったというよりは、高熱で焼き切られたように赤せき熱ねつしていた。

　サイラスはなにが起こったのかわからないといった顔でぽかんと立ち尽くしたまま、さっきまで綾斗が立っていた空間を見つめるしかない。

「……なっ！　ば、馬鹿な!?」

　もっともすぐに我に帰ったのか、慌あわてた様子で周囲に視線をめぐらせる。

「ど、どこに消えた――!?」

「ここだよ」

「ひっ！」

　綾斗はサイラスの斜め後ろに立っていた。

　ユリスを抱きかかえたまま、一瞬で回り込んだのだ。それも人形たちを一振りで薙なぎ払はらって。

　ユリスには猛烈な突風と共に景色が切り替わったようにしか見えなかったが、その動きが尋常な速度ではなかったことくらいは理解できた。



    


  
    
      



    


  
    
      

「な、な、な……！」

　サイラスは慌あわてて振り返り、青い顔をして逃げるように後ずさる。

　そこには、右手に大剣、左手に少女を抱え、目視できるほどに圧縮された莫ばく大だいな星辰力プラーナをまとった少年の姿があった。

「お、おまえは一体……」

　ユリスも一瞬呆ぼう然ぜんと言葉を失っていたが、我に返るとすかさず綾あや斗とに声をかけた。

「い、いや、それよりも早く私を下おろせ！　足手まといになるつもりはない！」

　いくらなんでも人一人を抱えていては動きに支障がでないはずがない。

　ましてや綾斗は今、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を片手で扱あつかっているのだ。その大きさから考えても負担は並々ならぬものがあるだろう。

「いや、ユリスを一人にしたらあいつは必ずキミのほうを狙ねらってくる。悪いけど、もう少しだけ我が慢まんしてくれないかな」

「だが、片手では……！」

「ああ、それなら大丈夫。これ、案外軽いから」

　綾斗はそう言って《黒炉の魔剣》を振ってみせた。新しん雪せつのように真っ白だったその刀身には、いつの間にか黒い文もん様ようが浮かんでいる。いや、文字通り刀身から離れて浮かび上がり、巻き付いているかのようだ。

　それはユリスに地獄の蓋ふたから漏もれ出す黒い炎ほのおを連想させた。おそらくはこれが名前の由来なのだろう。

「まあ、正直言っちゃうとあんまり長くは持たないんだけど――この程度ならどうとでもなるよ」

　綾斗はそう言って視線をサイラスへ向ける。

「ぐっ……！　た、多少はできるようですが、あまり侮あなどらないでいただきたいですね！」

　サイラスはなんとか冷静さを取り戻そうと努めているようだが、明らかに動揺しているのがわかった。

「次はこちらも本気でいかしてもらいますよ……！」

　と、今まで乱雑に並んでいた人形たちが整然と隊列を組み始める。

　前衛は槍や戦せん斧ぷといった長柄武器、後衛は銃やクロスボウ、その間を剣や手斧を持った人形が埋うめ、その最後列にサイラスが鎮座した。

「これぞ我が《無慈悲なる軍団メルツエルコープス》の精せい髄ずい！　一個中隊にも等しいその破壊力、凌しのげるものなら凌いでみせろ！」

　前衛の人形たちが猛もう然ぜんと突っ込んでくる。

　綾斗は一斉に繰り出された穂先を跳躍してかわしたものの、そこへ狙いすましたかのように光弾が叩たたき込まれた。《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の腹でそれを防ぐが、今度は着地の隙すきをついて剣を構えた人形たちが飛び掛かってくる。

「よっと！」

　だが綾あや斗とは身をかがめてそれをかいくぐると、大きくバックステップして距離を取る。

　ユリスはそこでようやく息をついた。

　なにしろ文字通り喉のど元もとを白はく刃じんがかすめるような攻防なのだ。どうしても綾斗の首に回した腕に力が入るが、その度たびにあまりの密着っぷりに顔が熱くなってしまう。

　こんな時になにをと自分でも思うのだが、どうしようもない。

「ふ、ふふふ……よくかわしますね。ですが、逃げてばかりでいいのですか？」

　綾斗が防戦に回ったことでようやく少し余裕を取り戻したのか、サイラスが挑発するように笑う。

「そうだね、今のでもう十分わかったし」

「……わかった？」

「あなたの能力で個別に動かせる人形は、せいぜい六種類までってところだろう？」

「はぁ？」

　サイラスの眉まゆが怪け訝げんそうに寄る。

「まったくなにを言い出すかと思えば……一体どこに目をつけているのですか？　現に僕はこうして百体以上の人形を……」

「見ればわかるよ。完全に自由に動いているのは六種類、あとはある程度パターン化した動きしかしていない。それも十六体ぐらいまでかな。残りは全部同じように引き金を引いたり腕を振ったりといった単純な動きをしているだけだ」

「……！」

「ハッタリにはいいかもしれないけど、あなたが不意打ちしかできない理由もよくわかったよ。こんなお粗そ末まつな能力、普通に闘たたかえばすぐにネタが割れてしまうだろうからね」

　サイラスは青ざめた顔で小刻みに震ふるえている。

　それが綾斗の言葉が真実だと如によ実じつに表していた。

「ああ、六種類十六体ってことは、ひょっとしてチェスのイメージなのか」

「チェス――そうか！」

《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の能力は、自分なりに具体的なイメージを構築しているのが普通だ。ユリスにとっての花のように、サイラスにとってはそれがチェスの駒こまなのだろう。

　ユリスは納得しながらも綾斗の観察眼に舌を巻いていた。

　もしあの攻防だけでそれを見抜いたというのなら――この少年の力量は到底サイラスなどが及ぶようなものではない。

「まあ、ゲームプレイヤーを気取っていたのかもしれないけど――あまり腕がいいとは言えないね」

「くそがああああああああああああああああああああ！」

　一転して顔を真っ赤にしたサイラスが吠ほえる。

「潰つぶれろッ！　潰れてしまえッ！」

　再び前衛の人形たちが襲い掛かってくるが、綾あや斗とはもうそれをかわすことさえしなかった。雲うん霞かのごとき人形の群れに向かって歩きながら無造作に剣を振る。

　それだけで槍を手に飛び込んできた人形が三体、ほぼ同時に両断された。尋常ではない剣速だ。まるで羽は虫むしを払うかのようなのに、次々に人形たちが沈んでいく。

「無む駄だだよ。そもそも一体一体は大して強くもないんだ。動き方が読めてしまえばただの木で偶くにすぎない」

　綾斗がそちらを見ずに差し出した剣先に、人形はまるで自分から望んでそうしたように飛び込んできた。じゅうっと焼けるような音と共に溶とけ落ちる。

　次の動きを完全に把握しているのだ。

「さて――それじゃさっさと終わらせようか」

　綾斗は言うが早いか、人形の群れの只ただ中なかに自みずから飛び込んだ。

　剣けん閃せんが舞う都つ度ど、人形たちはその数を減らしていく。

　何体かの人形はなんとか綾斗の攻撃を防ごうとしていたが、それすらも不可能だった。《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の出力が圧倒的過ぎて、並の煌式武装ルークスでは剣を合わせることさえできないのだ。受けた端はしから光の刃やいばごと両断されてしまう。

　柱や瓦が礫れきの陰から狙そ撃げきしようとしていた人形は、黒い疾しつ風ぷうと共にその遮しや蔽へい物ぶつごとバターよろしく焼き切られた。

　ユリスはその圧倒的な力に戦せん慄りつを禁じえない。

（一切防御できない剣だと……？）

　いくら純星煌式武装オーガルクスとはいえ無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　そして受けずにかわすには綾斗の剣けん撃げきは速過ぎる。

　――時間にしてわずか三分足らず。

　たったそれだけで、百体を超えるサイラスの人形たちは一体残らず斬きり伏ふせられていた。

　対レスター用に用意された重量型も、対ユリス用に耐熱処理を施ほどこされた黒い人形たちも、すでに二つに分かれて地面に転がっている。

「……馬鹿な……こんな馬鹿なことが……ありえない……ありえるはずがない……」

　その光景を見ていたサイラスはまさしく茫ぼう然ぜん自じ失しつといった有様だったが、綾斗がその剣を向けると悲鳴を上げて尻しり餅もちをついた。

「ゲームはおしまいだよ、サイラス」

「……ま、まだだ！　まだ僕には奥の手がある！」

　サイラスは腰砕くだけになりながらも大きく腕を振った。

　するとその背後にあった瓦が礫れきの山が吹き飛び、中から巨大な人影が姿を現わす。

　他の人形の五倍はあるだろうか。吹き抜けがなければ天上を突き抜けてしまいそうな大きさだ。腕も足もこの廃ビルの柱くらいはあるだろう。かろうじて人の形をしているが、どちらかというとゴリラのような体型だ。

「は、ははは！　さあ、僕のクイーン！　やってしまえ！」

　サイラスの命令に従い、巨体に似合わぬ素早い動きで綾あや斗とに襲い掛かる。

　武器はなにも持っていないようだが、その必要がないということなのだろう。確かにこの質量の攻撃をくらえば《星脈世代ジエネステラ》だろうとひとたまりもない。

　しかし綾斗は小さくため息をついただけで《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構えなおした。

　巨大な拳こぶしがまさに二人を圧あつ殺さつせんと迫る刹せつ那な――その剣が閃ひらめく。



「五ご臓ぞうを裂さきて四し肢しを断たつ――天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう中ちゆう伝でん“〝九く牙が太た刀ち”〟！」



　間近で見ていたはずのユリスにも、綾斗がなにをしたのかわからなかった。

《黒炉の魔剣》が煌きらめいたかと思うと、巨大な人形は両手足を切断され地響きを上げて倒れていたのだ。その胴体には大きくえぐられた跡あとがあったが、どのような攻撃でそれがなされたのか――いや、そもそもにおいて綾斗が何回剣を振るったのかさえもユリスには見えなかった。

「――」

　サイラスにいたってはもはや言葉も出ないらしい。

　それでも綾斗が近づいてくると、顔を引きつらせながら逃げ出した。

「ひ、ひぃぃ！」

　転がるようにしながら、半泣きの顔で人形の残ざん骸がいの中を逃げ惑うサイラス。

「往おう生じよう際ぎわが悪いなぁ」

　綾斗は呆あきれたように眉まゆをひそめていたが、ふいにその顔が険けわしくなる。

　とっさに駆け出そうとしたものの、それよりもサイラスのほうが一歩早い。

　人形の残骸にすがりついたサイラスの体がふわりと浮いたのだ。

　正確に言えば浮いたのは人形の残骸のほうなのだが、この際そう変わらないだろう。

　そのまま一気に速度を上げ、吹き抜けを上っていく。

「ごめん、ユリス。ちょっと追いかけてくるから、ここで待っていてくれるかな」

「それはいいが、間に合うのか？」

「……正直、微妙なところだと思う」

　すでにサイラスは最上階近くまで到達している。このまま外に逃がしたら厄やつ介かいだ。

「ふん、だったら私の出番だな」

「え……？」

「言ったはずだぞ？　足手まといになるつもりはないとな！」

　ユリスは不敵に笑うと、星辰力プラーナを集中させる。

「咲き誇れ――極楽鳥の燈翼ストレリーテイア！」

　万応素マナが集約し、綾あや斗との背中から何枚もの焔ほのおの翼が広がった。

「うわっ！」

「行くぞ、コントロールは私がする！　今度こそあの卑ひ怯きよう者ものに一発かましてやれ！」

「……お姫様の台詞せりふじゃないよ、それ」

　ユリスはそんな綾斗の台詞を無視して大きく翼を羽ばたかせる。

　二人は爆発的な加速で吹き抜けを飛び出し、夕焼けに染まる空へと躍り出た。

　二人分の重量を制御するのはユリスも初めてだったが、不安はまるでない。身体からだの底から力が沸わいてくるようだ。

　ユリスはさらに加速させると、一ひと息いきで前を行くサイラスを追い抜いて反転する。

　驚きよう愕がくに目を見開く人形遣いに綾斗が剣先を向けた。

「――今度こそチェックメイトだ、サイラス・ノーマン」

「や、やめ、やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！！！」

　すれ違い様に、一いつ閃せん。

　人形の残ざん骸がいは粉々に砕くだけ散り、絶叫を残してサイラスは廃ビルの谷間に落ちていった。

　もっともサイラスとて《星脈世代ジエネステラ》だ、これくらいで死にはしないだろう。

「下にはクローディアたちが待ち構えているはずだし、あとはあっちにまかせようか」

「そうだな……」

　ユリスは一度目をつぶり、深く息を吸った。

　いろいろあったが、とりあえずは一段落だ。

　強く吹き抜けていく風が心地いい。

「すごい景色だね……」

　綾斗のつぶやきに目を開き、ユリスは改めてそれを見た。

「……なるほど、確かに絶ぜつ景けいだな」

　沈み行く夕日が、都市を赤く染め上げている。

　街も空も湖みずうみも、ただただ赤く。

　焔の翼をはためかせながら、ユリスと綾斗は天空で静かに微笑ほほえみを交かわし合った。

「――ぐっ！」

　と、ふいに綾斗の表情が苦痛に歪ゆがむ。

「ど、どうした？」

　ユリスは驚いて尋ねるが、その答えが返ってくる前に異様な雰囲気を感じ取った。

　周囲の万応素マナが綾あや斗とを中心にして集約されていく。

　それもとんでもない量の万応素が。

「な、なんだこれは……？」

　辺りに《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の気配はない。

　ということは、おそらくこれははあらかじめ仕込まれていたものなのだろう。それ自体は別段珍めずらしいわけではない。時間差で発動させる能力や、ある条件化でのみ発動する能力はいくらでもある。

（だが、これだけの万応素を使って一体なにを……）

「ああああああああああああっ！」

　綾斗の絶叫と同時に、複数の魔法陣が綾斗を取り囲んだ。さらにその魔法陣から出現した光の鎖くさりが、綾斗の体を何重にも縛りつけていく。

「これは、先ほどの――!?」

　綾斗が爆発的に星辰力プラーナを高めた際に、弾はじけ飛とんだ魔法陣と同じものだ。

（だとすればこれは綾斗の力を押さえ込むためのものか？　そのためだけに、こんな莫ばく大だいな万応素を……!?）

「う……っ」

「お、おい！　しっかりしろ、綾斗！　おい！」

　気を失ってしまったのか、綾斗の身体からだから力が抜ける。

　幸さいわい焔ほのおの翼はユリスがコントロールしているから良かったものの、このまま空中に留とどまるのは危険すぎる。第一、今までは半分綾斗がユリスの身体を抱きかかえてくれていたが、これではユリスが全力でしがみつかなければならない。

「ええい、まったく！」

　ユリスは手近な着地場所を探しながら、大きく翼を羽ばたかせた。



　　　　　＊



「――ごめんね、綾斗」

　少女は今にも泣き出しそうな顔で微笑ほほえむと、少年の頭に優しく手を置いた。

「姉さん……？」

　着古した道着姿の少年は不思議そうに少女を見つめ返す。

　月明かりが照らす道場には二人だけ。静かに鳴り響く虫の音ねと、まとわりつくような夜気だけががらんとしたその空間を満たしている。

　その夜の少女はどこか様子が違った。

　優しく穏やかなその立ち居振る舞いも、それでいて凜りんとしたその声も、普段となんら変わりない。ただ、少年を見つめるその眼まな差ざしが、いつもの少女とはどこか違うような気がする。

　少年が不思議に思って口を開きかけると、少女はそれを制するように瞳ひとみを閉じた。

　そして。

「――ごめんなさい」

　少女がもう一度繰り返した瞬間、天地がひっくり返ったかのような猛烈な衝撃が少年を襲った。

「うわああああああああああああああああああああっ！」

　少年の喉のどから絶叫がほとばしる。

　電流を流されたような激げき痛つうが体中を走り、思わずのたうちまわりそうになったが、それはできなかった。その体を戒いましめるように、虚こ空くうから現れた無数の鎖くさりが少年を縛り上げていたからだ。かろうじて視線を上げると、少女がかざした手の周囲に魔法陣のような複雑な文もん様ようがいくつも浮かんでいる。

　少年はなにがなんだかわからなかった。

　いや、これがなんなのかはわかっている。少女の力だ。森しん羅ら万ばん象しようの流れを封じ、万物を押おし留とどめる禁きん戒かいの力。《魔女ストレガ》と呼ばれる者だけが持つ魔性の力。

　けれど少女はその力を嫌っていたし、なによりも少年に向けてそれを使うなどということがあるはずがなかった。

　少なくとも少年はそう信じていた。

「ね、姉さん……なんで……？」

　弱弱しくかすれた声。体の奥底から力が抜けていく。

　それでも少女は目を伏ふせたまま厳おごそかにつぶやいた。

「――円えん輪りんの枷か鎖さを以もって汝なんじが虎こ威いを禁きん獄ごくす」

　その瞬間、少年の感覚が弾はじけるように消きえ失うせた。

　まるで底のない沼に放ほうり込こまれたかのようだ。世界全体が容よう赦しやなく闇やみに沈んでいく。

　意識が薄れ朦もう朧ろうとする中、押し殺した少女の声だけが少年の頭に響いた。

「昔、言ったよね？　あなたはあたしが守ってあげるって。だから――」

　その声すら遠のく中、少年はすがりつくように右手を伸ばす。

「嫌、だ……！　俺だって、姉さんを守るって……！」

　そのために、そのためだけに、ずっとずっと努力してきたのだ。

　なのに――。

「じゃあね、綾あや斗と――大好きだよ」

　それが少年の思い出に残っている、少女の最後の声だった。



　目を開くと、綾あや斗との目の前には心配そうに眉まゆを寄せるユリスの顔があった。

　けれどそれも綾斗が目を覚ましたことに気が付くと、一瞬でぱっと明るくなる。

「ああ、やっと気が付いたか。やれやれ、一時はどうなることかと思ったぞ」

「ええっと、ここは……ぅぐっ！」

　いまいち事情が飲み込めない綾斗は身体からだを起こそうとして、激げき痛つうに顔をしかめた。

　が、そのおかげで思い出す。

「そっか――やっぱり気を失っちゃったか」

「あまり無理をするな。ここはあの廃ビルの屋上だ。クローディアには連絡をしておいたし、直じきに迎むかえもくるだろう」

「ああ、ありがとう。助かるよ」

　正直この状態ではしばらく歩くのも無理そうだ。

　軽く視線をめぐらせると、もうすっかり日も暮れてしまったようで、満天の星空が広がっていた。

「れ、礼はいい。助けてもらったのはこちらだからな」

　そう言って、ぷいっと顔をそむける。

　そんなユリスの相変わらずな実直さが、なんだか妙に嬉うれしい。

　綾斗は目を細めてそんなユリスを見つめていたが、ふと違和感を覚えた。

　じかに床へ寝かせられてるにしては、あまりにも柔やわらかい感触。

　ほのかに漂ただよう花のような香り。

「あ、こ、こら！　あんまり動くな……！」

　そして、今更ながらにユリスの顔がいやに近いことの意味。

　――つまり、綾斗はずっとユリスに膝ひざ枕まくらをしてもらっていたのだ。

「うわっ！　ご、ごめん！　すぐにどくか……ぐぅぅっ！」

　慌あわてて身体を起こそうとした綾斗に、再び稲いな妻ずまのような激痛がほとばしる。

「い、いいからじっとしていろ、馬鹿！　まだ動くと辛いのだろう？」

「い、いや、でも――」

「わ、私がいいと言っているのだから、いいのだ！　わかれ！」

　今にも火を噴ふきそうなくらいに真っ赤な顔をぷいっとそらし、ユリスがぺちんと綾斗のおでこを叩たたく。

「う、うん……」

　こうなっては仕方ない。

　綾斗も顔を赤く染めたまま、小さくうなずく以外になかった。

「そ、それよりも、だ」

　ユリスはこほんと咳せき払ばらいをすると、半はん眼がんで綾あや斗とを睨にらむ。

「説明はしてもらえるのだろうな？」

「う……いや、説明って言っても、その、なにを？」

「そうだな。まずはおまえを抑え付けているその能力――《魔女ストレガ》か《魔術師ダンテ》のものだな？　誰だれにかけられたものだ？」

「あー、それはその……」

　綾斗はしばらく目を泳がせていたが、ずいっとユリスが顔を寄せると観念したように息を吐はいた。

「……俺の姉さんだよ。姉さんの能力は万物を戒いましめる禁きん獄ごくの力なんだ」

　その答えに、ユリスの表情が曇くもる。

「そう、か……。ということは、やはりあれがおまえの本当の実力なのだな？」

「そうとも言えるし、違うとも言える、かな」

「なんだそれは。煮にえ切らん答えだな」

　不ふ機き嫌げんそうなユリスに、綾斗は苦く笑しようしながら答えた。

「だって満足に扱あつかえないものを『本当の実力』なんて言うのはおかしいでしょ」

「十分に使いこなしていたように見えたが？」

「制限時間内なら、ね。それに五分以上持ったのも今回が初めてなんだよ？　しかもその後はこうして身動きすらままならなくなっちゃうんだから、とてもじゃないけど偉そうなことは言えないよ」

　なにしろ初めてこれを破やぶれた時は、十秒も持たなかったのだ。

「……おまえの姉はなぜそんなことを？」

「できれば俺も聞いてみたいんだけどね。なにしろ五年前に失しつ踪そうしちゃってるからなぁ」

「っ――」

「いいんだ。きっと姉さんには姉さんの事情があったんだろうし、これにもきっとなにか意味があるんだと思う」

　気まずそうなユリスにそう言って手を振る。

「ああ、そうだ。俺からも一つ、聞いていいかな？」

「私にか？　なんだ？」

「《鳳凰星武祭フエニクス》のタッグパートナーって、もう決まったの？」

「うぐ……！」

　露ろ骨こつに顔をしかめたところを見ると、どうやらまだのようだ。

　綾斗はほっと息をつくと、話を切り出した。

「ええっと、その……俺じゃダメかな？」

「なに？」

「清せい廉れん潔けつ白ぱくではないけど真っ黒ってわけじゃないし、頭の回転もまあ人並みくらいの早さはあると思う。強い意志と高こう潔けつな精神ってところは多少目をつむってもらうとして……」

「……おまえ、それは全部の条件をまけろと言ってるようなものだぞ？」

　ユリスは呆あきれながらも穏やかな苦く笑しようを浮かべる。

「申し出はありがたい。が、無理をするな。《星武祭フエスタ》ともなれば普段のおまえの力では通用しない。おまえだって試合の度たびにこんなことになるのはご免だろう」

「いや、全然構わないよ」

　しかし綾あや斗とはケロリと言った。

「言ったじゃないか、今の俺が成なすべきことは――ユリス、キミの力になることだよ」

　その言葉に、ユリスの顔がぼっと染まった。

「い、いや、だがしかしだな、こういうことはもっとちゃんと……」

「……ひょっとして照れてる？　顔、真っ赤だよ？」

「ば、馬鹿、そんなわけあるか！　というか、み、見るな！」

　再びぺちんと顔を叩たたかれる。

　痛くはなかったが、今度はそのまま手のひらで視界を封じられてしまう。

「……」

「……ユリス？」

　返事はなかった。

　その代かわり、綾斗の顔に乗せられた手のひらに少しだけ力が入るのがわかる。

「――ほ、本気……なのか？」

　小さな、震ふるえるような声だった。

　いつもの自信に満ちた声とはまるで違う声。今にも折れてしまうのじゃないかと思われるくらいに、不安に満ちた声。手を差し伸べることを恐れ、差し伸べられた手を取ることを恐れる声だ。

　それはきっと普通のことなのだろう。誰だれだって新しい道へ踏み出すときは怖い。当たり前のことだ。

　そして、ひょっとしたら――こちらがユリスの本当の姿なのかもしれない。

　ごく普通の、どこにでもいるような女の子。

　そんな女の子が、強しいて毅き然ぜんと気高く、まっすぐに信念を貫つらぬこうとしているのだとしたら、それはなんと健けな気げで愛らしいことだろうか。

「もちろん」

　だからこそ、はっきりと綾斗は答えた。

　後悔はしないし、させない。

　今度こそ、絶対に。

「……まったく、本当に変わったやつだな、おまえは」

　そっと手のひらがどけられた。

　星々の輝かがやきを背にユリスが微笑ほほえんでいる。

　その瞳ひとみの端はしに滲にじんだ煌きらめきを、綾あや斗とはなにも言わずにそっとぬぐった。



    


  
    
      


エピローグ　





　サイラス・ノーマンは足を引きずるようにしながら、再開発エリアの路地裏を必死で逃げていた。

　人形たちの残ざん骸がいをかき集めたクッションでなんとか落下の衝撃をやわらげたものの、それだけでどうにかなるはずもない。骨は何本折れているのかわからないし、引き裂さくような痛みが稲いな妻ずまのように体中を駆け巡っている。

　それでも足を止めるわけにはいかなかった。

　統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの直轄特務機関《影かげ星ぼし》が動いている以上、なにがあっても捕つかまるわけにはいかない。連中はどんな手を使ってでも自分の持っている情報を全て引き出そうとするだろう。そしてそのあとは――

「くそっ！　なぜだ！　なぜ出ない……！」

　一刻も早くアルルカントに保護してもらわなければならないのに、連絡用の携帯端末はまるで繋つながらなかった。

「僕が捕まって困るのはあっちも同じだろうに……！」

「それは少々自分を買いかぶりすぎではありませんか？　ノーマンくん」

「ひっ!?」

　闇やみの中からサイラスの行く手を阻むように現れたのは、金色の髪を持った少女だった。

「せ、生徒会長……！」

　その両手には一本ずつ、不気味な形状の剣が握られている。鍔つば飾かざりの文もん様ようはまるで目玉のようであり、一対のそれはまさしく化け物の瞳ひとみのようだ。

　純星煌式武装オーガルクス《パン＝ドラ》。悪あく名みよう高いそれを目まの当あたりにするのは初めてだったが、もちろんサイラスもその能力については耳にしている。

「あちらにとっては所しよ詮せん捨すて駒ごまでしかなかったのでしょう。お可哀かわい想そうに」

「……と、取引をしませんか、生徒会長！」

「取引？　私とですか？」

「全て！　僕が知っていることを全て話します！　ですから僕の身の安全を保障していただきたい！　《影かげ星ぼし》ではなく、正規の風紀委員に身柄を委ゆだねたいのです！」

　クローディアは首をかしげて短く問い返す。

「その場合、私にはどのようなメリットが？」

　その返答にサイラスは内心でほくそえんだ。

　交こう渉しようの余地があるならばまだチャンスはある。

「《影星》はあくまで内密に僕を処理してしまうでしょう。ですが風紀委員会が担当すれば事件を公表せざるをえなくなります。そうなったらあなたは僕を外交カードとして使えるはずだ……ッ！」

「ふむ……」

　クローディアは考え込むように瞳を伏ふせた。

　それを好機と見たサイラスはさらに言葉を連つらねる。

「僕とあなたは似た者同士のはずです。他人をゲームの駒こまとしか考えていない。馬鹿共はそれを批判するが、使えるカードを最適に運用することこそがゲームに勝つ鉄則です。あなたならおわかりでしょう!?」

「なるほど……それは確かに一いち理りあります」

　その言葉にサイラスの表情がぱっと明るくなる。

　やはりクローディアは利を取る女だ。そうした賢さかしさは扱あつかいやすい。

　だがクローディアはにっこりと微笑ほほえみながら言った。

「ですが、私とあなたでは大きく違うところがあるのですよ、ノーマンくん」

「え……？」

「あなたは自分をプレイヤーだと思っているようですが、私は自分自身も駒の一つだと考えています。だってそうでなければ、面白くないでしょう？」

　そしてさも楽しそうにくすくすと笑う。

「それに――この一件を公表して外交カードに使うよりも、内々に処理をしてアルルカントへ貸しを作っておいたほうが私としてはお得なのですよ」

　サイラスの顔が引きつり、がくがくと足が震ふるえる。

「う、うわああああああああああああああ！」

　サイラスは絶叫と共に最後の奥の手を解放した。

　服の裏側に仕込んでおいたナイフを操り、クローディアへ不意打ちで投とう擲てきを仕掛けたのだ。この距離ではかわしようがない。絶対の自信を持った最高のタイミングだった。

　――しかし。

「あらあら。まさかこの子の能力を知らないわけはないでしょうに」

　クローディアはまるでそれがわかっていたかのように、そのナイフを弾はじき上げた。

　まるで通じない。

　後ずさりしようとしたその足元に先ほど弾かれたナイフが降ってきて突き刺さった。

「ひっ……！」

「そのように怯おびえなくとも大丈夫ですよ。あなたにはまだ利用価値が残っています。今はまだ、ですけどね」

　クローディアはいつものように笑顔だった。

　しかしその瞳ひとみは凍いてつくように冷れい徹てつで、サイラスは足を動かすこともできない。

「では、ごきげんよう」

　涼やかな声でそう告げると、クローディアは舞うように双剣を振るう。その柄つかに施ほどこされた二つの瞳が怪しく光ったと思った時には、サイラスは全身から血を吹き出していた。

「……こ、これが《パン＝ドラ》……」

　がくりと膝ひざを折り、そのまま地面に倒れこむ。

　星せい導どう館かんが誇る純星煌式武装オーガルクスの中でも、突出した能力を秘めた未み来らい視しの魔ま剣けん。

　その胸の校こう章しようが、パキンと割れる。薄れ行く意識の中で、サイラスは誰だれかが近づいてくるのを感じていた。

「あーあー、まさかやっちまったんじゃないでしょうね」

　街灯の陰から染み出るように現れた少年は、場違いに軽い口調でクローディアに声をかけてくる。

「大丈夫ですよ。とりあえずは懲ちよう罰ばつ室しつにでも放ほうり込こんで置いてくださいな。あとの処理はあなた方《影かげ星ぼし》に一任しますが、ちゃんと情報は引き出してくださいね」

「そりゃもちろん。うちらはそれがお仕事ですから」

　少年は横たわるサイラスに視線を向け、やれやれと肩をすくめた。

　まるで関心がなさそうだ。

「で、あっちの二人はどうなったんです？」

「ええ、先ほどユリスから連絡がありましたが、うまくいったようですよ」

「その割にはいまいち浮かない表情っすね？」

「あら……あなたに気け取どられてしまうとは、まだまだ私も修行が足りませんね」

「そんなに悔くやしいならご自分も一緒に行けば良かったでしょうに」

　呆あきれたように少年が言う。

「そういうわけにはいきません。私には私の職分というものがありますから」

「おや、それだけっすか？」

　少年がにやにやと笑いながらそうからかうと、クローディアは笑顔のままその眼がん前ぜんに切っ先を突きつけた。

「私の詮せん索さくをするようにでも上から命めいじられましたか、夜や吹ぶき英えい士し郎ろうくん？」

「いやいや、滅めつ相そうもない！」

　慌あわてて首を振る少年の仕草は、しかしどこかおどけて見える。

「まあ、純じゆん粋すいな好奇心ってやつですよ。本当に向こうはまかせっきりで良かったのかなーってね」

　クローディアは答える代かわりに残念そうに肩を落とすと、ため息混じりにつぶやいた。

「……まあ、仕方ありません。少々悔しいですが今回だけはユリスに譲ゆずっておきましょう。なにしろ――ようやく本番の幕が開いたばかりなのですからね」



　　　　　＊



　薄暗い研究室でその報告を受けた少女は、作業の手を止めて小さく息をはいた。

「ま、潮しお時どきかしらねー。十分データは取れたし、おまけでやらせてみた有力学生の闇やみ討うちも思いのほかがんばってくれたみたいだし」

　周囲には無数の空間ウィンドウが展開し、刻こく々こくと移り変わる数値やグラフを表示している。

「いやー、でもそれはあたしの人形ちゃんが優秀だっただけかなー？　あっはっはー」

　少女は上じよう機き嫌げんで笑いながら、光学キーボードを呼び出した。

「……なんにせよ、半はん端ぱに賢さかしいやつは扱あつかいやすくて助かるわねー」

　口元に不敵な笑みを残したまま少女は作業を再開させる。



　――その視線の先には、二体の人形が静かに眠っていた。



    


  
    
      


あとがき



　皆様、初めまして。三み屋や咲ざきゆうと申します。

　これが初単行本となる駆け出し作家ですが、どうかよろしくお願い致します。



　さて、『学戦都市アスタリスク』いかがだったでしょうか。

　本作はタイトルからもおわかりの通り、いわゆる「学園バトル物」です。

《落星雨インベルテイア》という未み曾ぞ有うの大災害を機に形を変えた世界で、六つの学園に所属する学生たちが各々の夢のために覇はを競う──という内容になる予定なのですが、今巻ではまだ主人公たちの所属する学園しか出てきていません。

　この学園一つでも様々な事情とキャラクターが入り混じって大変なのに、六つです。我ながら大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げすぎです。もう少し身みの丈たけにあった話を書きやがれと、うかつすぎる自分自身に言ってやりたいです。

　しかしこうして物語が開幕してしまった以上、言い訳はききません。

　全力でこの風呂敷と向き合っていくつもりですので、よろしければ今しばらくお付き合いくださいませ。

　ところで私はいわゆるＴＲＰＧを好んで遊ぶ類たぐいの人種なのですが、中でもルールブックの世界観を説明している部分を読むのが大好きです。

　この地域で信仰されている神様にはこんな伝説があってその信徒はこうした戒律を守っているだとか、この国ではこうした産業が盛んでこんな風習があるだとか、ささやかながら想像力を羽ばたかせる切きつ欠かけになるような情報です。

　ＴＲＰＧというのは遊び手が自由に物語を作るゲームですので、その世界観のどの部分をどんな角度で切り取っても、物語が生まれるような土壌がなければなりません。こうした情報はいわば物語の種と言えるでしょう。もちろん遊び手はそうした種にこだわらず物語を組み立てる権利を持つわけですが、私自身の趣しゆ味み嗜し好こうとしてはそうした種が多く蒔まかれている世界観のほうが好みです。

　この『学戦都市アスタリスク』でも、そんな世界観を提供できればと思っております。綾あや斗とは主人公ですが、それ以外にも多くの学生がこの都市には暮らしているのです。



　今回、素晴らしいイラストを描いてくださったのはokiuraさんです。最初にユリスのラフを見た時「すげえ！」と感動したのをよく覚えています。

　絵師さんの負担が大きい作品ですので、本当にもう頭が上がりません。なにしろ六学園分の制服・校章・キャラクター、武器武装をデザインしていただくわけですから、単純に考えても六倍の手間です。本当に、本当に、ありがとうございます。

　特に煌式武装ルークスと純星煌式武装オーガルクスについては、okiuraさんのデザインから設定にフィードバックされた部分がかなりの割合を占めています。その他にもいろいろとアイディアを提供していただいて、いくら感謝しても足りません。



　この企画がスタートしてから多くの方々に助けていただきました。

　まずは担当の岩いわ浅あささん。細かい設定周りからキャラクターの動機付けにいたるまで、実に的確なアドバイスをありがとうございました。この作品がこうして日の目を見ることができたのは岩浅さんのおかげです（冒頭に付いているアスタリスクの地図や、巻末にある設定用語集を提案してくださったのも岩浅さんです！）。

　同じく編集の清し水みずさん、庄しよう司じさんにもお世話になりました。また、最初にご助言をいただいた岡おか田ださん、この作品が今の路線に落ち着いたのはあなたのおかげです。

　さらには三み坂さか編集長をはじめこの作品に関かかわってくださった全ての方々に、そしてなによりもこの本を手にとってくださった読者の皆様に、心よりお礼を申し上げます。



　それではまた次巻でお会いできることを願って。

二〇一二年八月　三み屋や咲ざきゆう



    


  
    
      



    


  
    
      



    


  
    
      


　著者

　三屋咲ゆう（みやざき・ゆう）

　　東京都在住。２月12日生まれ。

　　座右の銘は「覆水盆に返らずと雖も、塞翁が馬、能く之を呑む」。



　　ゲームのシナリオなどを書いてして細々と暮らしておりましたが、小説を出すのはこれが初めてです。ドキドキです。どうかよろしくお願い致します。



　イラスト

　okiura（オキウラ）

　　最近よくモノが壊れます。

　　でも一番壊れているのは自分の頭かも。
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